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秋田県ではこれまでに約4，000箇所の遺跡が発見されており、先人

の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文化

財は、歴史や伝統文化を理解し、未来を展望した秋田らしさのあふれ

る地域文化を創造するうえで、欠くことのできないものであります。

また、近年の経済環境の変動は本県の農業経営にも大きな影響を及

ぼし、農地の大規模化 e 集団化を軸とする農業基盤整備が急務となっ

ております。本教育委員会では、やすらぎと潤いのある多様な県民生

活の実現を目指し、埋蔵文化財の保護と地域開発の調和に鋭意取り組

んでまいりました。各地のほ場整備事業にあたっても、埋蔵文化財保

護の一方法として、

に努めてまいりました。

琴丘地区では 3遺跡の発掘調査を実施し、そのうち泉沢中台遺跡で

は平安時代の製鉄炉跡や製鉄関連遺物が多数発見されミ製鉄の歴史を

に先立つ発掘調査を実施して遺跡の記録保存

解明するうえで貴重な資料を得ることができました。

本報告書は泉沢中台遺跡の発掘調査成果をまとめたものであります。

本書が広く活用され、郷土についての誇りと地域文化愛護の一助とな

ることを願うものであります。

最後になりましたが、発掘調査並びに本報告書の刊行に当たり、ご

援助、ご協力をいただきました秋田県山本農林事務所、鹿渡土地改良

区、琴丘町教育委員会をはじめ、関係各位に対し、厚くお礼申し上げ

ます。

平成 10年 3月

秋田県教育委員会

教育長小野寺 1青
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1 .本報告書は、 ほ場整備事業(琴丘地区)に係る埋蔵文化財発掘調査報告書の 3冊目の報告書である。

2. 本報告書は、平成 6・7年度に実施した秋田県山本郡琴丘町の泉沢中台遺跡(略号 :3ISND) の発

掘調査結果を収めたものである。

3. 本書の執筆は、谷地 薫が行った。

4. 第 5章 第 1節・第 2節はパリノ・サーヴェイ株式会社、第 3節は(財)岩手県文化振興事業団岩手県

立博物館に業務委託した分析報告書である。

5. 本遺跡の調査ならびに報告書刊行にあたり、(財)岩手県文化振興事業団岩手県立博物館主任研究員

赤沼英男博士、(財)広島県埋蔵文化財センター調査研究課第 3係長松井手口幸氏からは、古代製鉄関連

遺跡について特に右意義なご教示を頂いた。

6. 発掘調査及び遺物整理に当たって、下記の方々から」

次第である。(敬称略、五十音)II~)

井本日吉 川上貞雄 能登谷玄康 安田忠市

e ご助言を賜った。記して感謝の意を表する

凡 例

1 .本報告書に記載した実測図における方位は座標北である。磁北は西偏約?度 6分 48秒である 0

2. 各遺構に付している略記号は1J、下のとおりである。

S A (板塀跡@柱穴列) S B (掘建柱建物跡) S D (溝跡) S E (井戸跡)

S K (土坑) S N (焼土遺構@製鉄遺構) S X (その他の遺構)

.， 
ο は種別を関わず検出)11買に連番としたが、精査段階で欠番となったもの、整理作業段階で追加し

たものもある G

4. 

5. 

中の遺物実iRU図・拓本・遺物写真は通し
寸で 7 

死〉心。

断面図の土色や、土器の色調の表記は、農林水産省農林水産技術会議監修 財 口
μ

所色票監修 r新版標準土色rjJ占J に拠った。

6. 遺物観察表中の単位は、長さ、 rp語、厚さが cm、重さがgである。推定値は( )で表示した。

7.掲載した実測図及び遺物写真図版の縮尺は、各図ごとにスケールを付けて表示した。

8. 本書に使用した地形図は、国土地理院発行25，000分の1r鹿渡ム 50，000分の1r能代J、「森岳山秋田県

農政部山本農林事務所作製1，000分の 1工事計回図である。

9.挿図中のスクリーン・トーン、シンボ、ルマークは以下のように使い分けた。これ以外のスクリーン・トー

ン、シンボルマークは各図中に凡例を示した。
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第 1節発掘調査に至るまで
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第 I節発掘調査に至るまで

県営ほ場整備事業(琴丘地区)は、農業経営の大規模化を目指したもので、農地の大区画整理とともに農

・用排水路網の整備を進め、農地の集団化により農家経済の安定向上をはかるものである。その工事は平

成4年から実施されている。

本ほ場整備事業の計画地区内には埋蔵文化財が包蔵されている可能性があることから、県農政部は文化財

保護法に基づきこの事実確認と今後の対応について秋田県教育委員会に調査と指導の依頼をした。秋田県教

それを受けて平成 4年に計画地反内の遺跡分布調査を行い、事業計両地域内に係る埋蔵文化財

(家の下遺跡)を 1笛所確認した。そして、今後範囲確認識査が必要であることと、範囲確認調査の

結果、記録保存が必要な場合には、発掘調査実施すべきことを回答した。その結果、平成 5年度に範囲確認

を実施し、平成 6年度に家の下遺跡の発掘調査を実施した。

第 1図遺跡の位置

- 1 
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の地点で土器や石器が見つかり、その_L事区域内の試掘をしたところ、遺物とともに溝跡や焼土などの遺構

が検出され、埋蔵文化財の存在が明らかとなった(中の沢遺跡)。この遺跡の保存について、秋田県教育委

会は原因者と協議の結果、記録保存の措置をとることで合意し、平成 6 発掘調査を実施した。

さらに、家の下遺跡の発掘調査中、周辺の踏査によって、家の下遺跡の南約300mの畑地で鉄浮が多量に

出土することが判明した。埋蔵文化財包蔵地である可能性が高いため、試掘調査を行ったところ、畑地北側

で行われていた農道建設工事区域内で遺構が発見された。(泉沢中台遺跡)。この遺構 によって消滅す

ることから、協議の結果、記録保存の措置をとるため 6年 8月に農道部分のみの発掘調査を行った。

同年11月に鉄浮出土地を中心に広範囲の遺跡範囲確認調査を行って、工事区域内に遺跡の存在が明らかと
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所在地 秋田県山本郡琴丘町鹿渡字泉沢中台71ほか

調査期間 平成 6年8丹1日~平成 6年8月12日

平成 7年4月初日~平成 7年11月 2日

調査面積 8，900m2 (平成 6年度400m2、平成 7年度8，500m2)

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者 谷地 (秋田県埋蔵文化財センター

第 2節調査要 項

(平成 7年担当)

粟津 光男 (秋田県埋蔵文化財センタ一文化財主査) (平成 7年担当)

磯村 亨 (秋田県埋蔵文化財センター学芸主事) (平成 6年担当)

木村将来 (琴丘町教育委員会主事) (平成 6年 担 当 )

総務担当者 藤肥 良清 (秋田県埋蔵文化財センター主査)

佐藤 広文 (秋田県埋蔵文化財センター主任:現秋田県教育庁高校教育課主任)

須田 輝樹 (秋田県埋蔵文化財センター

佐藤幸嗣 (秋田県埋蔵文化財センター

調査協力機関 秋田県山本農林事務所 琴丘町教育委員会 鹿渡土地改良区

- 3 
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第 1節遺跡の位置と立地

主主訟の予言子 ~~主手口*刀， J~互吾し工器材三
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第 1節遺跡の位置と立地

泉沢中台遺跡の位置はおおよそ北緯40度45分 3秒、東経140度 5分23秒である。遺跡のある琴丘町は八郎

潟残存湖の東部に隣接し、出羽丘陵の北東辺に位置する。平野部は八郎潟残存湖に沿って広がるが、極めて

狭小なものであり、そのため!日来の沢すじは水田化され、地形の改変がなされていった。各所に残された堤

は谷あいにあたり、それを追っていくと原地形を復元することができる。

遺跡は琴丘町の長信田集落と泉沢集落のほほ中間の水田中に取り残された低丘陵上に位置する。現在は大

な区画整理によりその原地形をとどめていないが、

南北を小さな沢で区切られ、西側に向かつて張り出し

人々の話や古地図によると、遺跡の中心部は

にある。周辺の水田部分にも

は及んでいる。

遺跡は、八郎潟東岸に形成された標高26m前後の海成段丘(森岳立面)上に位置する。森岳E面は、能代

平野で発達している段丘地形のうち、三種J!l~新屋敷地域で 5 段の海成面が隣接する中の上位から 3 段目に

あたる。

遺跡周辺の丘陵地を構成する段丘面は、従来から八郎潟西部に広く分布する潟@J言に相当するものと考え

られていた。しかし最近の研究では八郎潟東岸部における の分布及び段丘構成の細分化が試みられて

おり、泉沢中台遺跡の立地する段丘菌は降下火山灰から約13万年前に形成された下末吉相当面と考えられて

いる c また遺跡東部の石倉LUを連ねる丘陵域も古八郎潟縁辺に発達した古砂丘であることが判明している。

-T円

μ
ん
臼
伊

丹ム

泉沢中台遺跡は主

図と

と製鉄遺跡である。能代市と山本郡西部における

したつ

されている。このうち製鉄炉もあわせて発掘され、

レ

この地域で を打つ

として明らかなのは、竹生、平影野、中台、寒]11豆、 !一二林の 5遺跡である。また製鉄炉が発見され

ていなくても、鉄淳は出土している遺跡は33遺跡あり、これらの遺跡でも製鉄に関わる何らかの作業が行わ

れていたことを示唆している。このような状況から、この地方における古代遺跡の在り方として

または特定のせまい地域で製鉄が独占され、一般集落には鉄製品のみが流通していたとは言い難く、むし

ろ未製品段階での流通が一般的で、鉄器の製作または製品の再生は、消費地である集落において行われるこ

とが一般的とさえ言える。

鉄j宰の出土遺跡が広く分布することから、上述のように、製鉄に関わる作業が広範に行われていたことを

推測できたとしても、鉄製品の製作工程の復元と分業体制の解明が進まなければ生産と流通の実態は不明で

ある。 をめぐって議論が展開されているところで、一般的な工に関する研究は、

さえ、定式的なものはない。

このよう

この遺跡の機能的特徴もしく

と、出土鉄淳量の多さ、とりわけ流動停の多さは、

に関わる分業体制を考える上で特別の意味をもっと思われる。

「J 
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義勢古代の遺跡

⑧鉄i宰が出土した遺跡
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20-13 土井 八森町八森町:t:七I1ド 。。 011 2-73 惚合W 能fUlïtl~:t:Fî板野 日

2 <1 -1 蝦夷倉 峰浜村[]名i烏字蝦夷念 A 112-74 rjl!l'} 1 詑{七di常君主見j尺

24 -2 蝦爽企l'i 由来浜村日名向学竹 j三tf!: :2 11 7;' IjJ~ザ1I tj~ltrlí常械学松コ|ミ岱 7 

21-10 中台 続iJt村水i尺字中台 A 11 -77 下科:野(1¥'B'じ.0) 能代-r!i~n~4 ~IÆ ~:j~: 下手干好 0113 

24寸] 赤坂茶t.iェJ1'1台 峰浜村水沢f手:赤坂茶1ごIエ/"J台 1¥ 11 78 大三JZ!持 能代i1i常総:tヴぐ/q持 J([lr(u A 

21-12 高野野 続i)1，村浩j聖t々字一F台 3 11 2 80 ド上野自立 tiNtrli常総7:1、二!こ野 ワ

24-1<1 羽立 !~年浜村畑谷字tl~ì先 j尺 A 112 1 ド!Jl}1 能fUI1常flltt:TI-_野 2 

24-15 滅工手 i峰浜村 J~~字大槻野 1] 11 2 82 ドーl二tiFj'lI 能fUI1常量生:~て Ft ti!J" B 

21時 16 I'jJ自立 i峰浜村塙字宣告越 2 11 2 -8 3 i二絞tiFj-fiii 能1trlî常~il::;-:…L ;f:Z ll'} ω ワ

24-17 大館 峰浜村精i学館越 2 112-84 卜:;ji-iti守'rr (A' B・C) 能代di常探字 l二;fillFj- Fl 

21]日 18 狐自宮 峰iM1"J1高字狐自白・」二 J!J!T- 1¥ 11 2 91 i引1/長官 能代r1i(住吉形):j-:大台[Fj-ほか 2 

24-22 内林 l峰浜村石川宇内林 A /12日 92 鶴1/三一大台1l!I" 能{UIi(鶴7/三):rJc介['} 13 

24“23 古館 峰浜村石川学右京堂 11 2 -9 6 11rj:llrj::I:j]ir 能代111(ff!.i7/三)字IIlt111t/:tiIj 01 B 

24苧 24 1'1'長官 出禁i兵村内荒巻字作館|ご 11 2 -98 大館跡 能代T!i(初日影)字草il¥ ワ】

24叩 27 向谷地 峰浜村畑谷~t二!古]谷地 A 112-99 上ノ LLi 能代r!i(鶴形)字上ノ LLi台 日

21-28 I:/'EI:II五i 峰浜村坂形字1ド|週間 。。 5 11 2-101 八重堀長官 能代fl1(鶴J/n字ILI千Illt/前 2 

24-30 強土反 峰浜村綾Il~字 ~rtlJ反 A 112-102 谷J也館 能代flJ(鶴形)fj三111小谷地 “ つ

24-31 カッチキ台 111華浜村水沢学カ yチキ合 1¥ 11 2-103 大長官 能Krlí凹庄内学大fii~ほか 。 。 0112 

24-32 真LLi |峰浜村高野々Õ:f:Ji~LLi J¥ 11 2-104 ニタ又 能代IIff合LLJ字;J'il¥lll・L!I庄内字ニタ又 01 B 

2']-33 沼周 l峰浜村沼印字sfJ干11I長根字家の 1'- 1¥ 11 司 105 ニrtr長官 能代rIi檎111字上館小木竹沢 つ

24-34 十八七 峰浜村沼i封十八石 1¥ 11 2-112 多1'1谷居館 能代市檎山学霧111lご 見d又Jご、 13 

2，1-35 上j長谷 ul~il~村沼 111 千三上議主主 !¥ 11 2-[13 fr~ r:=:1 宣言 能代ilHEiLLr千:茶l司自立ほか 2 

~/I-:iG 間:tlll長根 IU争fJ~村沼m千:l}j J王ニド nJ神11長続 A 112-115 同 ;;f去のは・日 能代市m/ll:j':[J可ツ医 13 

下前谷地尻 降J兵Hii'3回字手前谷地If{ A 112-116 i'i'iiti尺 íiG( tTIT~攻刻字lW代沢 13 

2，1-39 ホンコ谷地 A 峰浜村iel凶字ホシコ谷地 A 112 120 己1言!} (A' 13) tmltTliI/l刊とj-:山古白.?1/(){ ι 

24<10 ごJ，ンコi'i-J色B !II華村?f1同宇;);ンコi':ni!! !¥ 11 2-129 主義/令 1:¥(ベ.P，.Cl tiEitrlji:j1iW7て銭台 H 

2Hl ホンコ t~f也し 峰浜村i!lm字ホシコ 1:;-1也 !¥ 11 Z 130 持/台 百~itï行中沢字悌f了 11 

24 -A 湯JiJ~伶 出華 ij~村水j尺寸:湯ノ j尺岱 。 。 01 M 2舟 132 ノj、fζH 能代市rjJ沢字ノj、友 CI 

?っ )plノ台 能代ili坂形字JOJ台

b 2 1日目日日3刊九宣d友教郎友Z左1羽ノ阻V 

能代r119"i尺字小友

2 -3 Mケ台 能代市J反形字1plf:ケ台 。 C 112吋 能itTI1 rlJ iJ¥ e7:小友 d 

2 .1 長兵衛台 I 能代fl1坂形字軍兵ェ台 (。 u 5 11 2- 能代TIドI'i尺字小j;:. d 

2 5 京兵衛合 E 能代fl1坂If:月三重兵ヱ I(g n 「て' のム υ! 、I 能代fj1(tpjl)字IJ皇紋ノノ i){ 。 o 15 

:2 9 j七八回1_11台 I 能代市比八|主l字1_1_1台 B 11 2一律il"li-i 官官代I!i(杓J!)字九I'lIi左衛I"J台 B 

2 -1 0 I比八問中白 E 能代市比八回字中台 B 2-1.39 t:::ij'sj白山 能ftjlT(榊)字{三井:回白ILJ 日

11 jヒ八1I1館 能代市上七八IFI::i・五郎左ェ門沢 2 11 2-140 事rrJniな 能代子11(榊)字新ILJ前 B 

1 外荒巻自官 能代市外荒巻字北山 JL 11 Z-Hl )j;[-fLU 能代!IT(榊)字1二i川|ロ] お

ム I IfiLLJノヒ 能代rfi外荒巻字|十JI11ノ上 (U! 
( 

6 11 古屋布 能代rIi(持Wt古座布 日

+1-シトリ台 能代市外荒巻オ:+1シト 1)台 ( ) [ ) G 11 2-145 十I1染森 tiH-tTlT河μ川字相染台・ (Wp)字約了所 d 

] .triケ;尺 I 能代tliJ七八回字壬i:TiJ;; R ~-H6 ノ1'111 能fUIT(榊)字うおノ tlll d 

16 ケilOl 能代fiT比八社1:;ぐくケジf () B 2-Jtl8 赤ハゲ (1. II) 能代df浅いj字赤ハゲ J]tjlhl~ 日

17 i"ケ沢田 能1tflr比八仔I::t・令ケ il~ n 日 2-Jtl9 止と長I'i尺I 法itrl1浅内字JiUI沢 () 

L 会ケ沢!V 能代市ltA凶寸:金今一i代 日 2-14') Jlttlhl< lT 能代 dí浅|人~c[: Jiti'i'l i)~ 十斗 16 

2-19 ヱli泉 能代 dí比八回 ~t~，/乙泉 1 ) 1 ) B 2-]日。 !てノ I]!1 自EKrliiをl人jO{・トノ ILJ

:!I) 平;71目立 能代ib比八FH寸:平泉 C_) 。 2-]50 1-.) LIIII 能iU打i支内字 l二J111 (0)! () し) 10'17 

主JL'TT3 前代ffHヒヘ凶手:金ケ台余ケ{尺 c ___ 、y 2-Hil ムサiS iI巨It市浅内字ムサ{汗 ノ1 1..) u B 

】つ一】つ μつ i引尺肝 能代TI1主杉沢野 1¥ 2-152 横長松山 13) ti~代 ilíi交 i人j字横iえ根 u 1， 

:2 -η3 杉í'J ，~台 能代di一号・:f;:;)I{Yi (行}
) 

，~) / 2…153 i')';"-;J(_1こ 能代rlii知人j士Yi育水ト じ

2 -2，1 !こ{交野 i fi包代市磐手佼llFI"'1-_ノif{ 、) l-l 寒1111 能代 ilh支 rj~~t= :j)た川家!こ・十二林 i県 10 18 

2 つ5 Jニf長野H 能代rI1磐字上後!J!J.後[fj-.銭ケ台 B 本JlIII rititrli浅いj字寒川家卜 。。 。 。 ]8 

2-26 f走野 能代司Jß~字{圭!J!T- c戸) B 2-]56 大館iおiJ( 能代市浅r}~字大館片JiF( 。 日

ηム-ムη'"内o のi 
竹正主 能itT1I竹生字行止t 。 、

(.J fにノ、
η 

2-157 十一二村、 能代il1浅ドFr十イド t~ ¥♂ノ?

や11111 能代rI1YJ生字予JlI!1 径一hlミ iHti打浅い]'7=径一hn 19 

th:i息 u 能{仁df{豆111ニドi:fr!立 D 2-160 1f，lITIJ:ti守 能iUI1浅|勺字tliillll二ll'f

30 街道 !-.rr 能代lれ11LU学大;I{I毛布段 o 2-Hil 干高/11 能代rli浅|人]字情II1U野
居、

、..J 19 

“フ υ〈フ】つ 洛合上大!J!T-II(，¥， Il-Ci 能代TIi沼会字仁火器 b 頭 百~ftリJi支|人j字}U'[f!l¥ B 

中ブこ世J-I 能代df落合宇中大型f B Z-]6::J 立只 II 自主il巾i支↓竹下ffi't?!!f;_I二 R 

') 1/1丈ll'flI 能It市落合fOtrjl一人野 ( 、y 13 2-165 目立合A 能代市浅内::J'=iR辺

2-36 ド}.:!J!y.r 能itT!Ji芥合学 i、大野 2イGG h'i.合B 能代市浅内字沢 (; 

iごす三好耳 後ItdJ孫子?字下大野 2-168 成 D 能代市浅円~j三成合・沢辺 G 

-39 可三号3型子 能代 m.ríIl能代字ユ問~Wj'
、 、J C) iヨ 2-170 ;:t-)三liFj'lII 能代IjJ;'k，:合宇中大聖子 01 b 

2 40 トドメキ I 詑ItTlT向総代学トドメキ 2-172 1:1:1瀬戸沢 目指代 IIT検μl~三 II'ii'HJ5 1P B 

2 -，11 トドメキ H 能代子11肉能代字トドメキ 2-173 LLJI締 iimllT(銭形)'-[:IJnu(，j' し)日

2自 12 4工111自主 能代rIl同能代学王子彩野 。 。 u 8・9 2ヂ 174 下校|染 能代rl1河ρ)1/字下111染 F B 

/-!jFf.(A' B じ[)) fì~代 rli 1'f，校 Jll!']:トトメヰジミ t~_) 2-175 天t!IJtr-J也(九日) 立mm竹之tナ叉宇Il~;'J也

2ザ，]，1 壁j也] 能代m真壁地::j'=ll!Jr.1II り 10 2-177 止ti主i沢III 能代rlii支内字stJiト沢 H 

2-15 真壁j也B 能代市真壁地学野1:111111 10 2-178 fj({沢 能代 flîì交内 ~t:jij(\沢 11 

2-17 サト自立 能代 fI1}~壁地字サト 2 2 I 1 逆JI/ 山本11汀外岡字液 A 

2ω18 主主ノ干[11自立 目白代在地字サト・荷八111*;家ノ f[jl 2 21-7 タト!淘 山本町外|河字i三者屋敷 。 01 A 

2司 51 ヲ三)j主台 I 能代r!r荷J\./IJ:宇:~î三総合 B 21-19 {呆?な館 山本町豊岡金FFI:字1!jHiJ: 2 

2- !十:)j:事I:ilI 能代rJi荷八JIj字宇藤台 13 21刊 20 1~ミ1江 I 山本11fT迭i河金江l学保i'ii A 

2-53 八森坂 I 能代市村、詩m字八夜、;後 6 21ザ21 {呆7江E 山本11汀;盟問金山学{黒竜 八

2-51 八署長坂E 能代市4ト瀬八森坂 6 21叩 22 f来江迎 山本町設問l金田字保屯 人

2-55 Ij:l合 古Mtrlii十級学社地際小台 。 。 。 。 1] 21-:32 設Ijli] 山本IIfri!&同金EH::t:凹命館 八

2 56 二林台 能代fI1キト瀬字ー林台*{:台 B 21-13 オミ1ニIi)(自白 山本i町J森岳字:木戸沢 2 

2 58 A.古ri 存在ít"rI1i ト ~mëjと刈世f 。 C'/l 21-A 京飛1啄E I.LJ本IIIT森岳学問飛嫁

2-60 古fi.l~ 1 iiHtll1i'1、瀬王子:rtJ古白 2 23-2 メlJinlI J¥i'江IIfrw，(j)ll::i己資:刈沢 。 。 。

2 -61 古古'i11I 能代flH卜級学家ノ L 。 2 館の tn宮 八竜l勾手í~1川字館の|二 。 20 

2 65 久喜沢干11I干上 能代市久我:沢三大林 B 23-1 自立の 1- 八ri;t II汀w，~J川字自立の l二 。 。 。 j('L 

2-68 ユズリ-X~ 能Kili久容沢字:小坂ド 。。 。 21 23-10 大1111家の l二 八竜l町鵜川l字大1111家のー!こ 。

2-69 IL911i打干IJl:j:上 能代-rlH史学:機台 B 23-11 扇l王1谷j也 !\r江 IIfr !f，r~ Jl I:"n古 EH 谷i也 。 。 九I'N

2-70 1忠台 I 能代mt.忠1手:機合 B 18-13 ~I/i訪長十1~ 琴j王11汀11.[il'1字詰官訪長根 A 

2-71 1忠tiIJ 能代ilH忠士jq忠告? B 18-1¥ 11 :1 /W~お ヨ子~J王11号線川字下/"1'111場 。!

2-72 1鬼fim (jg{七可1j鬼=f:Hh's B 18-13 IJ坐 !日i百鰻)1/学;J、村;

期辺関保遺跡一覧表
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第2章遺跡、の位置と環境

文献

1 .秋田県教育委員会『土井遺跡発掘調査報告書 第111集JJ 1984 (昭和59)年

2. 秋田県教育委員会『秋田県の中世域館 第86集JJ 1981 (昭和56)年

3. 奈良修介・大和久震平『秋田県史考古編JJ 1960 (昭和35) 秋田県

4. 秋田県教育委員会『城土手遺跡・海老沢窯跡緊急、発掘調査報告書 第32集JJ 1975(昭和50)年

5. 秋田県教育委員会 f中田面・重兵衛台 I. II .根洗場遺跡発掘調査報告書 第74集JJ 1980 (昭和55)年

6. 秋田県教育委員会『能代・山本地区広域農道建設に伴う発摺調査報告書 第37集JJ 1976 (昭和51)年

7. 秋田県教育委員会『杉沢台・竹生遺跡発掘調査報告書 第83集JJ 1981 (昭和56)年

8. 秋田県立鷹巣農林高等学校『能代市金山チャシ発掘報告書 郷土史研究報告第一冊JJ 1957 

9. 能代市教育委員会『金山館発掘調査報告書JJ 1986 (昭和61)年

10. 秋田県教育委員会 r真壁地・蟻ノ台遺跡発掘調査報告書 第102集JJ 1983(昭和58)年

11.秋田県教育委員会『中台遺跡発掘調査報告書 第50集JJ 1978(昭和53)

12. 能代市教育委員会『大館遺跡発掘調査報告書JJ 1978 (昭和53) 年

13. 能代市教育委員会『多賀谷居鮪跡確認緊急、調査報告書011 1997 (平成9)年

14. 能代市教育委員会『梯ノ台遺跡詳細分布調査報告書JJ 1993 (平成5)年

15. 秋田県教育委員会『腹鞍の沢遺跡発掘調査報告書 第97集JJ 1982(昭和57)年

16. 秋田県教育委員会『此掛沢H壇上の山宜遺跡発掘調査報告書 第114集JJ 1984 (昭和59)年

17.秋田県教育委員会『国営能代開拓建設事業埋蔵文化財発掘調査ーヒのLL!遺跡第 2次発掘調査報告書 第137集JJ1986 (昭

手口61)年

18. 秋田

和63)年

19. 秋田県教育委員

年

20. 

『一般国道 7 に係る I 1ヲ88 (UB 

7号八竜能代道路建設事業に係る 立第178集JJ 1989 

7 

、、tg，f
つ
δR

U
 

円

μ

長

手

、

j

，fs

刀

汀

つ

ω

に
は
、
成

Q
O

ア
ー
;

ワ
s

τ
一

Q
d
j
l
、

1
よ

ハ

υ
n
H
d
 

n
H
U
 

--司、aa
，J版

山
叫
ん中，v'

l

‘、、
、

V JJ 19似(平成6)

21.秋田県教育委員

A.秋田県教育委員

B‘能代市『能代市史資料編考古JJ 1995(平成7)

C.秋田県教育委員会同大出県遺跡分布調査報青書 第60集JJ 1979(昭和53)年

D. 秋田県教育委員会『遺跡分布調在字害 第70集JJ 1980(昭和田)年

E. 秋田県教育委員会『漬跡詳細分布調害報井議: 第79集 u 1981 (昭和56)

F
G
E
-
-
1
 

1982 (昭和57)

1983 (昭和58)年

1987 (BiHCI62)年

1997 (平成9)年

ム
五

主ム
ヱミ

J.秋田県埋蔵文化財センター『秋田県埋成文化財センタ一年報 3JJ (昭和59年度)

K.秋田県埋蔵文化財センタ…『秋田県埋蔵文化財センタ一年報 12JJ (平成5年度)

L.秋田県埋蔵文化財センター『秋田県埋蔵文化財ーセンタ一年報 13JJ (平成6年)支)

M.秋田県埋蔵文化財センタIr秋田県域歳文化財センタ一年報 14JJ (平成7年度)

N. 秋田県埋蔵文化財eセンタ_ Ir秋田県埋蔵文化財センタ一年報 15JJ (平成8年度)

a. 村木悦也「陶水瓶の出土地についてJ Ir秋田考古学JJ 14 1960 (昭和年

b. 富樫 泰時・大社l~ 久馬「能代周辺の遺跡についてJ Ir秋田考古学JJ 32 1975(昭和55)年

c 若松鉄1m郎「能代市山本郡の城館跡J Ir能1-tLLI本地方史研究J 創刊号 1982 (昭和57)年 能代1LI本地方史研究会

d. 武田 孝義・小林 喜兵「現場からの報告・埋蔵文化財破壊の現状J Ir能代山本地方史研究JJ 2号 1983 (昭和

能代111本地方史研究会

e 「能代砂丘にワいてJ 守色代山本地}j史研究』 1987 (昭手L162) 能代ILi本地H史研究会
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第2節磨史的環境

告主雪量手 4，-'¥;-土時言照之島二刀1却亭主主
/1..1 V ーすー ノu:';!山ド/円J..J:3.....V ./  'jr/LJ夕、

第 1節遺跡、の概観

泉沢中台遺跡は、琴丘町の北部、 JR奥羽線鹿渡駅の北方約 3kmにある。遺跡のある平坦地帯は、現在水

田地帯となっているが、その中には独立残丘状に微高地が点在し、畑地・林地となっているところもある。

家の下遺跡・中の沢遺跡・泉沢中台遺跡はいずれも、そのような微高地に立地する。泉沢中台遺跡の立地す

る微高地は平坦で、西方と南方に穏やかに下がっている。標高はお~25m である。本来の地形は、北側と南

側に東西方向の小沢が入り込み、これらによって画された東西約350m、南北約200mのほぼ三角形を呈する

後高地であったと推測される。小沢は問団によって小区画の水田や堤となり、 も、オ℃由化した

が、南西部は畑地§雑木林として残された。水田化した部分は、遺跡発見以前に工事対象地としてほ場整備

事業が進められ、すでに大規模水田が造成されている。新規の農道工事も進み、畑地@雑木林を囲むように

北側と東側に されている。

遺跡範囲は、微高地全体と周辺の低地の一部に及ぶと推測されるが、遺跡が発見された時点では、すでに

工事が進み微高地の南西部約 4分の lが残っていたにすぎない。東側には新規の農道が完成し、北側も

工事で半ば掘削された状態であった。

発掘調査した範囲は、北側農道敷の一部、残存していた微高地全体である。その周辺に広がる一段低い水
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第 3章発掘調査の概要

田にも遺物散布域は広がっているが、工事による掘削が及ばないことから発掘認査は行わなかった。発掘調

査の中央部には南東から北西に斜めに農道が通り、その北側は、畑地造成による削平が地山まで及び¥耕

作土真下で地山国が現れる。農道の南側、調査区の南西部 3 分の 2 ほどの範囲では、地山を50~70cm程度掘

り下げて平坦地を造成し、さらに客土を厚く盛っていた。遺構@遺物の残存状態が比較的良好なのは調査区

東側一帯である。東側の新規農道に隣接する一部には幅 6m、長さ35mにわたって地山を 1m近く掘削した

部分もある。農道は、雑木林や畑地を20~50cm程切り直して一段低い。この農道の一部では鉄浮が多量に露

出していて遺跡発見のきっかけとなった。雑木林内では比較的大きい椀状淳も散布している。

第 2節調査の方法

発掘調査はグリッド法を採用した。調査区の設定方法(第 4図)は、中の沢遺跡、から300mほど離れて発

掘調査していた、家の下遺跡、の調査区内の1¥11G 70グリッド杭を選定し、これより北(磁北)に80111ラ西に

280m移動して調査区内の起点MA50とした。そして、 MA50から北を求めてグリッドの南北基線とし、こ

の南北基線及びそれと直交する東西基殺から、 4mX4mのグリッドを設定し、 5箇所の杭を仮レベル原点

とした。グリッド杭には、東から西に向かつて東西方向を表す LT.MA...MT.NA...NT. OA"'O 

Dというアルファベットと、南から北に向かつて南北方向を表す46.47・・・の 2桁の数字を組み合わせた記

号を記入し、 4mX4mの方眼杭の南東隅をグリッドの名称とした。

遺物は、遺構内出土のものは、出土遺構名 a 出土層位争遺物番号 e 出土年月日を記入し、遺構外出土のも

のは、出土グリッド a 出土層{立 B 遺物番号@出土年月日を記入したラベルとともに取り上げた。基本的に土

坑などの小規模な遺構は、長軸に沿って二分割して調査した。性格不明遺構 (SX)などの大規模な遺構は

に土層観察用のベルトを残し、四分割して調査した。調査の記録は、主に図面と写真によった。図面は、

基本的には 1/20の縮尺で作図したが、土器埋設炉は1/10で、遺物出土状況図は1/10もしくは1/20の縮尺で

作図した。写真撮影は、 35mmのモノクロとカラーリバーサルフィルムを使用し

室内における整理は、遺構は現場で、取った平 e 断面図より第 2原図を作成し、これをトレースした。遺物

は洗浄号注記の後に実測図ー拓影図の作成、写真撮影を行った。
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第 1節検出遺構と遺物

a
内バヨ

告別 開宣ごり足跡

第 1節検出遺構と遺物

検出遺構は、第 3表・第 4表に一覧で示した。掘立柱建物跡16棟、板塀跡 9条、柱列15条、井戸跡 1

土坑31基、焼土 8条、製鉄遺構 4基、鉄j宰捨場 l笛所である。

記号 番号 種 類 備考 記号 番号 種 1賓 備考 記号 番号 f霊 安員 備考 さ尚寸一ヴ仁コ 番号 種 類 備考

SK 01 土坑 SK 35 土坑 SK 69 土坑 SK 103 土坑

SD 02 溝跡 SK 36 土坑 SK 70 土坑 104 欠番

SD 03 溝跡 SK 37 土坑 SN 71 焼土遺構 SB 105 掘立柱建物跡

04 欠番 38 欠番
SSN N 

72 焼土遺構 SB 106 掘立柱建物跡

05 欠番 SK 39 土坑 iゥ3、 焼土遺構 SK 107 土坑
日A 06 柱列 40 欠番 74 欠番 SN 108 焼土遺構

07 欠番 SI< 41 土坑 SB 75 掘立柱建物跡 SN 109 焼土遺構

08 欠番: SA 板塀跡 SK 76 土坑 SA 110 柱列

09 !;(、、手閏長 SN 43 焼土遺構 SB iヲ7 掘立柱建物跡 SA 111 柱列

SD 10 i奪動、 SK 44 土坑 SB 78 掘立柱建物跡 SA 112 柱列

11 欠番 SA 45 板塀跡 SB 79 掘立柱建物跡 SA 113 柱列

SD 12 溝助; 46 欠番 80 欠番 SB 114 掘立柱建物跡

13 欠番 SB 47 掘立柱建物跡、 81 欠番 115 欠脊

SN 14 焼土遺構 48 欠番 82 欠番 116 欠番

SN 15 焼土遺構 SN 49 焼土遺構 83 欠番 117 欠番

SK 16 土坑 SN 50 焼土遺構 SA 84 t宝石1) SK 118 土坑

17 欠番 51 欠番 SA 85 柱亨Ij SK 119 土坑

SD 18 溝跡 SN 52 製鉄炉跡 SA 86 柱亨Ij SK 120 土坑

19 欠番 SK 53 土坑 87 欠番 121 欠番

SK 20 土坑 SA 54 ?反塀跡 SN 88 焼土遺構 1 ?? 欠番

SK 21 土坑 SB 55 掘立柱建物跡、 SA 89 板塀跡 SA 123 柱列 新規

SK L可_L円A 土坑 SB 56 掘立柱建物跡 SA 90 板塀助; SA 124 板塀勤、 新規

SIく つムJ つ 一七坑 SK 57 土坑 SN 91 製鉄炉跡、 SA 125 板塀跡 新規

SK 24 土坑 SK 58 土坑 92 欠番 SN 126 製鉄炉跡 新規

SK ム。リr 一tj:IC SA 59 柱列 93 欠番 SA 127 柱亨IJ 新規

26 欠番 SB 60 掘立柱建物跡 9，1 欠番 SA 128 柱列 新規
sム、7 欠番 61 欠番 95 欠番 SA 129 柱列 新規

28 欠番 SA 62 柱列 SK 96 土坑 SA 130 柱列 新規

SD 29 溝跡 SA 63 ild昇跡 又D 97 溝跡 SK 131 ート坑 新規

30 J¥、づ区fとI SB 64 掘立柱建物跡 SN 98 製鉄炉跡 SK 132 土坑 新規

SK 31 土坑 SA 65 板塀跡 SK 99 土坑 SD 133 溝跡 新規

SB 32 掘立柱建物跡 66 欠番 SB 1υυ 掘立柱建物跡

sx 33 鉄淳捨湯 SB 67 掘立柱建物跡、 SK 101 土坑

SB 34 掘立柱建物跡 68 欠番 SE 102 一月二戸制;

内
/
』 (番号j顧)

(工j掘す柱建物跡(161東j
③記柱号列i番(1号5条 SK 25 SN 50 

記号 番号 現場での記号言号 備考 現場での記号香号 備考 SK 31 SN 71 
SB 32 SA 06 SI< 35 SN ウdワムd

SB 3，1 SA 59 SK 36 SN 73 
SB '17 SA 62 SK 37 SN 88 
SB 55 SN51-SB55 SA 84 SK 3Y SN 108 
SB 56 SA 85 SK 41 SN 109 
SB 60 SBIÌO ・ SA lÌ l ・ SK8~ SA 86 SK 44 
SB 61 SA 110 SK 53 守)/弄E

‘番(8号条)明日記号号SB 67 SA 11] SK 57 記号 慌考

SB 75 SA 112 SK 58 SD 02 
SB [( SA 113 SB105 SK 日9 SD 03 
SB 78 SA 123 SKP13・14・15 新規 SK 70 SD 10 
SB 79 SA 127 SB47 新規 SK 76 SD 12 
SB 100 SA I 128 SB47 新規 SK けト SD 18 
SB 105 SA 129 SBI05 新規 SK SD 29 
SB 106 SA 130 SBI05 新規 SK 101 SD 97 SD97・09
SB 114 SBl05 SK 103 SD 133 SDl8 新規

④井戸跡(1恭) SK 107 
②板塀跡(9条) 記号 番号 車場での記守番号 備考 SK 118 SK53 ③製鉄炉跡(4恭)

記号 番号 現場での記守番号 備考 SE 102 SK 119 SK53 さ日き-じ万"" 番号 現場での記号・番目 備考

SA 42 SA42.SD08 SK 120 SK53 SN 52 
SA 45 ⑤土坑(31基) SK 131 SK11 新規 SN 91 
SA 54 さPコe-J} 番号 現場での記号・番号 備考 SK 132 SK41 新規 SN 98 SN98・SX94
SA 63 SK 01 SN 126 SN98・SX94 新規

SA 65 SK 16 ⑥焼土遺構(11基)

SA 89 SA89.SD05 SK 20 記号 番号 現場での記号・番号 備考 ⑨鉄i卒拾場(1箇所)

SA 90 SA90・SD07 SK 2] SN 14 記号 番号 現場での記号・番号 備考

SA 124 註 SK 22 SN 15 SX 33 
SA 125 叫 p見 SK 23 SN 43 

SK 24 SN 49 

3 (謹類別)
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第 4章調査の記録

S832 

P 深さ (crn) 底面標高 Cm)

10 23.42 

2 13 23.54 

3 15 23.56 

4 23.54 

5 23 I 23.33 

6 2 23.55 

7 5 23.52 

8 18 23.41 

PiO 
MJ48ト JH十 23.52 

23.50 

P4 P5 

P6 :1ヒ P9 

#~i\1i I:~j = 2J.700ni 

S B 32 P 1 S B 32 P 6 
1 lOYR3/4 目前副萄色シルト ややしまりあり。(柱痕跡)池iJ l[jJ.~小粒 10%含 1 10Y R3/3 I宿褐色シルト しまりあり。士tl.!L!.1土30%混じる。

む。 2 1日YR日/4 によ:い黄鐙色粘土質シルト しまりありロ褐色土3096混じるυ

2 IOY R3/4 U音褐色シルト しまりあり。(科:埋土j 地LLI上40%混とる。 SB32P7 
3 10YR6/6 明災褐色粘土質シ/[，ト 極めてしまりありυ(柱埋土) 総褐色j二 1 lOYR'l/6 褐色シルト しまりあり。池山土309ii混じる。

10%混じる。 2 10Y R5/8 黄褐色シルト 極めてしまりあり。褐色ニi二10%混じるO

4 10YR7/4 にぷい策燈色粘土質シルト 勉めてしまりあり。(地山) 住穴に 3 10Y RG/6 I現策褐色粘土質シルト 極めてしまりあり。(地L!.O 校穴によっ
よって灰色系に変色した部分。 て灰色に変色した部分。

S B 32 P 2 S B 32 P 8 
1 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりなし。(校痕跡) 地iJj小 ~CIJ粒40%合 1 10YR3/4 暗褐色シルト しまりあり。(柱痕跡) 池山大粒 5%、j炭化物中

む。 粒 5%含む。
2 10Y R2/3 黒褐色シルト ややしまりあり。(柱穴埋土) 地山土10%混じる。 2 10Y R5/2 灰策褐色シルト 緩めてしまりあり。
S B32P3 3 10Y R5/G ~竜褐色シルト (柱穴埋土) 粘土がブロック状に崩壊し 踏褐色
1 lOY R3/4 I済褐色シルトややしまりあり。(校痕跡) 地山中~小粒10%合 ことが30%混じる Q

む。 SB 32 P9 
2 10Y R4/6 褐色シルト しまりあり。地山土40%混じるロ 1 10YR3/3 H音褐色シルト しまりあり。(柱痕跡) 地山大粒 5%合む。炭化
S B32P4 物cjJ粒 2%含む。
1 lOY R6/4 にぶい策燈色粘土質シル l、 極めてしまりあり。(地山) 枝穴iこ 2 10Y R5/2 灰策褐色シルト 扱めてしまりあり。

よって灰色系に変色した部分。 3 10Y R5/6 黄褐色中砂混じりシルト (税穴埋ゴニ) 褐色ゴニが30%混じる。
S B32P5 S B32P 10 

10Y R3/4 日前週税シルト ややしまりあり。(柱痕跡)地山ニ!こ30%混じる。 1 10Y R3/3 階褐色シルト しまりあり。(柱痕跡) !ill山大~中粒10%含む。炭
10Y R6/6 I狗黄褐色粘土質シルト 緩めてしまりあり。(柱穴埋土) I情褐色 化物小牧 5%含む0

土20%混じる。 2 10Y R5/2 灰策褐色シjレト 緩めてしまりあり。

3 lOY R5/6 ~立褐色中砂混じりシルトと 10Y R4/4 褐色γルトの混土 緩めて

しまりあり。黄褐色土{土地!山!-.の崩壊したものG

第 7図 S B 3 2擁立柱建物跡
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第 1節検出遺構と遺物

1 .掘ムL柱建物跡

16棟を検出した。賄付建物 6棟、間仕切りのある建物10棟、そのうちこれら両方がある建物は 5棟である。

S B55とSB78は規模が大きく、中心的機能を有した建物と推測される。

8832 

検出位

意複遺構

全体の規模

計調尺

穴

身 盆Eコと

村属施 設

8834 

検出位置

重複 4講

全体の規模

画 尺

'i幽品I幽、苛

身 盆Eコ三=

腐

間仕窃り

付麗 施設

建物の特徴|南北 3問、東西 2間南北棟、賄 間仕切りなし 桁行方位 N -7
0 -w 

M ] 47-49、はK47-49、 ML48・49 40cmU上削平された地山面

なし

3間X2間 1 7.2い 30mX6山 h

北から 8尺+8尺+8尺、西から10尺十10尺 廟の計画尺

ff~ 実見 模 深 さ 底笛 柱覆跡の規模 柱痕跡の深さ 柱痕跡の底商標高

隅丸方形 42-54c111 4つ4 ー，ωつJつcm 23.33~23.56m 18-24cm 2 -18c111 23.41 -23 . 54 

なし 廃絶の状況 または切り取り

建物の特徴|南北 3隊東西 2間南北棟、東醐付、間仕切り、)和あり 桁行方位 N -2
0 -w 

LQ41-43、 LR41-43， LS41-43 第3

なし |出土遺物 l土師器高台付杯(1 )、杯、護(図示なし)

3間× 3間 /5.82-5.85山 58-6.78111

北から8}ミ十6)ミ十8尺向から8Jミ十8)ミ十 4尺

斉三 十莫 深 さ

円形 44-64cm 25-50cm 

円形 48-64c111 -4s4d つ-CJつ1cm

円形 50Cl11 42Cl11 

72cm x 74cmの地床炉. .，間仕切均より南にあり.

P6 

LKS834 

P5 

、¥、

底顕

23. 549 ~ 23.800 

23. 742~23.886 

23.682 

廃絶の状況

P 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

1間 0.98-1.23 

痛の計画尺 4尺

柱痕跡の規模 柱護跡の深さ 柱護;惑の底菌諜高

13-23cm 12-48cm 23. 549~23. 800 

12-14c111 11-30c111 23. 786~23. 884 

21cm 44cm 23.682 

または切り取り

8834 

深さ (c田) 底面標高 (m) P 深さ (cm) 底部襟i'Jj(m)

36 23.549 9 25 23.800 

42 23.662 10 30 23.770 

50 23.645 11 39 23.761 

52 23.699 12 31 23.742 

34 23.624 13 23 23.839 

42 23，.82 14 24 23.844 

40 23.752 29 23.886 

25 23.761 

2m 

8留 8834擁立柱建物跡
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第 4章調査の記録

北 P1 南 西 P2 
東

P3 
東 北

P4 
でミみ付- 北

P5 
南

MZ 3町 町 回
北 P6 南 北 P7 北西 P8 西 P9 東 西 P10 

可r理: 世当者
西 P11 西 Pi2 酉

Pi4 
東 西

P15 
東

S B34P1 

1 10Y R2/2 黒褐色シルト しまりやゃあり。地山士20%混じる。鉄浮 1伺含

2 10Y R3/2 黒褐色シルト しまりあり。地山土3096混じる。地山土大塊を10%

己 Uo

3 10Y R5/4 にぷい葉褐色シルト きわめてしまりあり。地山土lこ暗褐色土が

10%2島じるO

S B34 P 2 

1 10YR3/3 日新品色シルト ややしまりあり。:lill山ニiニ15%混じるO

2 1りYR3/2 黒褐色シルト しまりあり。地山土20%混じるo 1 i替の地山ニLが

10%混じるO

3 10Y R3/2 黒褐色シ 'vト きわめてしまりあり。地Lllこ!こ40%泌じる。地IJI二七は

ブロック状に入る。

S B34P3 

10Y R3/3 I清褐色シルト しまりやゃあり。池山土10%混じる。炭化物LjlN:
1%台む。

2 10Y R4/3 にぶい策総色土シ J!ノト きわめてしまりあり。 地ILJ土と暗掲色ことの

10YR2/ 

i潟見土Q

1 

'...10 

4 10YR5/七4 tこぶい黄褐色シルト きわめてしまりあり。地山土と陪褐色土の溌

土。 50%ずつ混じる。地山土は大粒状に砕けている。

S B3'lP'1 

1 10Y R3/4 階褐色シルト しまりあり。地山土 5~6混じる0

2 10Y R3/4 u者褐色シルト しまりあり。地山土15%混じる。

3 lOY R4/3 にぷい黄褐色シルト きわめてしまりあり。地山土と暗褐色土の混

土。池山 uま大滅状に儲接した状態で混じる。

S B34 P 5 

1 1DY R3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。炭化物中粒 2~b台む。焼土中粒

1%含む。地山大~中粒 7%含む。

10Y R4/3 にぶい黄褐色シルト しまりあり。地山ニiニ409-6混じる。 itf!.化物小粒

1 9-6ヰ ト一広コ'Wo

3 10YR7/6 明策褐色粘土質シルト きわめてしまりあり。地山土lこ暗褐色土が

1D%混じる。

S B34P6 

1 10Y R6/6 明主主褐色シルト きわめてしまりあり。地山土の再堆積ブロック。

2 10Y R5/4 にぶい策褐色シルト きわめてしまりあり。 iill山土に階褐色土が3D

%混じる。

3 1DYR3/2 黒褐色シルト しまりあり。地山土15%混じる 0

4 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。池山土30%混じる。

5 1DYR5/6 11定褐色シルト きわめてしまりあり。地山土に黒褐色ニiこが40%混じ

る。

6 10Y R3/3 階褐色シルト ややしまりあり。下部はしまりない池山土の大塊

を10%含む。炭化物大粒 1%含む。

S B34P7 

1 10Y R6/6 明演褐色シルト ややしまりあり。池山ニヒに踏褐色土が30%混じる。

10YR3/2 黒褐色シルト しまりない干L獄多い地山こと15%混じる。

10Y R2/2 黒褐色シルト しまりあり。地山土 5%混じる。

4 10Y R7/6 明策褐色粘土質シルト きわめてしまりあり。地山土に黒褐色土

30%混じる。

よら準日記iニ 24.300m。 2m 

S B34P8 

1 10Y R2/3 黒褐色シルト ややしまりなし。炭化物中粒 1%含む。地Ul小粒

5%含む。

2 10Y R4/，1 褐色シ jレト ややしまりあり。地LLIニLと黒褐色土の混土。

3 10Y R6/4 にぶい黄穣色シルト きわめてしまりあり。

※ この柱穴は性の抜き取りの可能性あり。

S B34 P9 

1 10YR2/2 黒褐色シルト ややしまりない地111大~中粒15%合む。

2 10Y R5/6 糞褐色シルト しまりあり。 lilll1l土に黒褐色:土が30%混じる。

3 10YR5/6 ~立褐色シルト きわめてしまりあり。 地山土に黒褐色土が10%滋じ

。。
S B34P 10 

1 10YR3/3 鴎褐色シルト ややしまりあり。地山土40%混じる。

2 10Y R3/2 黒褐色シルト しまりえEし。干しi波多い li!lL11土大JJl!20%混じる。

3 IωOYR6/匂'4 にぶい策援色シ jルレト きわめてし Eま王りあり O 暗潟色土がl凶5%矧1混えじるQ

4 10YR5ι/ノ勾J

S B34 Pll 

1 10Y R3/2 黒褐色シルト ややしまりない土tll山ニ仁30%混じる。層の下部は孔

総多くしまりなし。池山土は大粒状に砕けた状態で霜降り状に混じ

令。

2 1ωOYI叉'{7じ/勺F

じる O

3 lOY R2/3 黒褐色シルト きわめてし まり危り。 池山土30%混じる。炭化物小

投 1%含む。

S B34 P12 

1 10Y R3/3 I済褐色シルト しまりややなし。 地山土10%混じる。 炭化物小粒

29-6含む0

10YR5/3 Iこぶい策褐色シ)vト きわめてしまりあり。地udニと階褐色土の滋

土。地wj二l立中塊~中粒程度が混じる。

SB34P13 

1 10YR3〆4 階褐色シルト ややしまりあり。 地山中粒 5:fb台む。

2 10Y E4/4 褐色シノレト しまりあり。地山土309-b混じる。地山土が小~中粒状

に崩壊し、階褐色ゴニと混じった層である。

3 10Y E2/3 黒褐色シルト しまりあり。地山土大塊を10%含む。

4 10Y R6/4 にぶい黄糧色粘土質シルト きわめてしまりあり。暗褐色土10%浪

じる。

S B34P14 

1 10YR3/3 階褐色シル卜 ややしまりあり。地111小粒を10%含む。

2 10YR4/4 褐色シルト きわめてしまりあり。地Ul土20%混じる。炭化物大粒

1%含む。炭化物小粒 1%含む。

S B34 P 15 

lOYR2/3 )¥l;¥褐色シルト ややしまりなし。池山ニiニ綴ノト粒 5%含む。

10Y R3/3 若者褐色シルト きわめてしまりあり。池山太20%混じる。

10Y R4/6 褐色シルト きわめてしまりあり。地山土と祭褐色こtの混土。地山

土は大塊で含まれている。

2図 8834掘立柱建物跡柱穴断面土層図

- 14 



第 1節検出遺構と遺物

LQ54卜 L05，j卜

8A127 

P3 

斗
i

o
 AMV 

/ 岱~ P1 

b-‘.，
s
 

曲、〉
w

8847 

P6 

8Ai27 

2.48 

P 深さ (cm) 底商標品 (m)

41.5 24.49] 

2 43.2 24.451 

3 31.3 24.571 

4 30.2 24.549 

5 30.9 24.572 

6 33.8 24.459 

8847 8A128 

第 10図 8847擁立柱建物跡、 8A 1 27. 128柱列
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る!::S4i 建物の特徴|南北 2 問、東南 2 問、北西一南東方向白}~!'I .同仕切りなし 桁行方位 I N-44" -W 

検出位置 LN51・52、 L051・52、 LP52 |検出 イ立 第 3

重複 4蕎 SA128柱列(新旧不明) 物 lフイゴの羽口 (2)、土師器(図示なし)

全体の規模 2間X21習 15伽 X4.40m

計画尺 北西から8尺+8尺、南西から7尺十7尺 廟の計画尺

キ主 1¥ 吋 背三 失晃 十莫 深 さ 底面標 柱痕跡の規模 柱痕跡の深さ 柱痕跡の底面接高|

身 4Eコ~ 円形 32-42cm 30.2-43.2 24.451 ~24.572 

付属施設 なし 廃絶の状況 抜き取り

{蕗 東隅柱・南隅柱は撹乱により消失。

調査の記録第4章

P5 

戸

つ

d

n
5
4
1」
寝
間
関
根
F
r
¥:
 

2
1
+
1
U
U耳
、

東
P4 

西
P3 

西
P2 

3
1
 

1
し!
 

P6 
北西

SA128P2 
北

SA128P1 北京

Pi 
商

P2 
出

SA127 

。
S A128P2 

1 10Y R2/3 黒褐色シルト

5%含むむ
暗褐色、ンJレj、

rr脅褐色シルト

黒褐色シルト

しまりなし。池山小枝 5%含む。

ややしまりない池山土30%混じるO

しまりるり。地山こと20%混じる。

黒褐色シ A ト

i務褐色シノレト

黒褐色シノレト

SB47Pl 

1 lOY R2/3 

2 IOY R3/4 

:1 10Y R2/2 

S B47P2 

1 10Y R3/(! 

ややしまりあり。 炭化物大~小粒 5%、地111小牧

ややしまりあり c 地!lj小粒 5%合む。

しまりあり。地山二t209'h混じる。

きわめてしまりあり。 J也111土10%i見じる。

2 10Y R3/ノ3

3 10Y R3/4 

4 lOY R2/2 

S A128P3 

1 10Y R:l/'3 

i清褐色シルト ややしまりなし包 l也山土15%混じる。 炭化物中校

19-6含む。

2 10Y R3/3 階褐色シルト しまりなし。地1I1小粒10%合主
3 10Y R5//] にぶい黄褐色シ A ト ややしまりあり c 地山土にi溶褐色支が10%i昆

じる。地山ニtこの再土佐積。
褐色シルト ややしまりあり。 地山中粒~中塊30%台む。

陪褐色シノレト ややし まりなしO 炭化物小村 1%、士iliJiI小牧 q色合
一字 、
"-'0 

iOYR4/3 にぷい寅潟色ジ Jレ卜

S A127Pl 

i 10Y R3，/2 

しまりあり。地山土30%混じる。

ややしまりあり。炭化物小粒 fi%、池山小粒%台黒褐色:/J~ ト

む。

附褐色シルト

日音潟色シルト しまりえLし。 地111小粒 5%含む。

黒褐色シルト ややしまりあり。地wごと%混じるG

にぷい主主褐色シノレト しまりあり。地山土の再士官:積。 i済褐ニ20%
滋じるG

4 10Y R4/4 

S B47P3 

1 10Y R3/3 

2 10Y R2/3 

3 IOYR5/二i
しまりあり。池山土20%混じる。

~f~tf品色シルト ややしまりなし。炭化物小粒 29.昔、地山小粒 9ti台

む。

2 10Y R3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地山之 59n混じる。炭化物小牧

2%含む。

3 10Y R3/4 にぷい業褐色シルト

4 10Y R6/4 にぶい黄燈色シルト

SA127P3 

1 10YR3/3 

2 10Y R3/4 

S A 127P2 
] lOYRV〆3

日音褐色シ jレト ややしまりなしo i1l!Jl卜小粒 59i台;む。
I渚褐色シルト しまりない地山ニt2%混じるO

褐色シルト しまりあり。地山土30%混じるO

S B47P4 

1 lOYR3/3 

2 10Y R3/4 

3 10Y R4/4 

S B47P5 

1 10Y R3/3 

2 10Y R2/2 

3 10Y R4/3 

しまりあり。池山土(10%混じる。

しまりあり。暗褐色土30%混じる。
階褐色シ}vト ややしまりあり。地111土20%混じる。

黒褐色シルト ややしまりあり。地山土10%混じる。

にぷい黄褐色シルト きわめてしまりあり。地山再土佐積土にi渚褐色

ゴニカ;30%/，昆じる。

ややしまりあり。炭化物小粒 1%、地山小粒%合

しまりあり。地山土 5%混じる。炭化物極小粒 1%

u音褐色、ンjレi、

む。

10Y R2/3 辺、褐色シルト

含む。

黒褐色シノレト しまりあり。地山土30%混じる。

黒褐色シルト ややしまりあり。炭化物小粒 1%含む。

黒褐色シルト しまりあり。地山土 5%混じる。

褐色シルト きわめてしまりあり。地山土40%混じるO

3 10Y R3/2 

S A 127P4 

1 10Y R2/3 

2 10Y R3/2 

3 10Y R4/4 

S B47P6 

1 10Y R3/2 黒褐色シルト しまりなし。炭化物大粒 1%、炭化物小粒 1%、地

Jijノj、粒 5%含む。

にぶい策褐色シルト

!溶褐色シルト しまりなし。

褐色シルト きわめてしまりあり。池山土40%滋じる。

階褐色シルト ややしまりあり。炭化物小粒 1%、地IJjIト粒10%含
む。

10Y R3/4 a音褐色シルト しまりあり。地JlI大塊~I:þ牧10%合むG
10Y R4/4 褐色シルト しまりあり。地JlIこi二40%混じる。 2J習と同じ。

10Y R3/2 黒褐色シJレト ややしまりなし。地山ゴニ 9i混じる。復による撹百L

しまりあり。 地山土とH音褐色土の滋土。2 10Y R4/3 

SA128Pl 

1 10Y R3/3 

2 lOY R4/4 

3 10Y R3/4 

S A I 27. 128柱列
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第 1節検出遺構と遺物

。 2m 

P 深さ Cc皿) 底面襟高 (m)

50.U 24.'180 

2 36.0 24.540 

3 52.0 2.1，<170 

4 31.0 24.440 

5 46.0 24.470 

6 46.0 24.400 

7 43.0 24.470 

8 

9 47.0 24.390 

10 

11 

12 

13 41.0 24.380 

14 36.0 24.480 

15 44.0 24.40 

16 33.0 24.，630 

17 36.0 24.580 

18 32.0 24.620 

19 34.0 24.540 

20 5.0 24.880 

21 29.0 24.600 

22 6.0 24.840 

23 I :3 2.1.fiOO に
d

に
dロMC

U
 

1 2包 8855掘立柱建物跡
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第 4章調査の記録

P1 P2 P4 
東 北

P5 
西 東 東 西 西

一町 雫J!J 〈ぜ ~ 四:
P6 工ロゴ

二iヒ P7 
南 西

P9 
東 西

Pi3 

;切 w モア
4 

下 uj
3 

1 I:J 3 

南
P14 

北 西
P15 Pi6 

北 東
P17 

西 西
P18 

たず w ザ 2

北 P20南 P2i 東 P22 西 西畠 P23 

:EY 2 W  2 E 7 2  

A B C D E F G E I 
1 一 一 基準高=25.000m

す 2 :定三 2智

S B55P 1 

1 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地山小粒 2%含む。

2 10Y R3/3 階褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。霜!怒り状に入る。

S B55P2 

1 10Y R3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。士tliiJJ小粒 9-6含む。

2 10Y R3/3 階褐色シルト ややしまりあり。地山土20%混じるO

3 IOY R5/6 黄褐色シ)~ト 士i主山崩壊土に暗褐色土が:30%混じる。

S B55P3 

1 10Y R2/3 黒褐色シルト ややしまりあり。地山小粒 1%合む。

2 lOY R3，/'4 U斉褐1色シルト しまりあり。地山土209i5混じる。

3 10Y R3/2 黒褐色シルト ややしまりなし。地山土20%混じる。

S B55P4 

1 10Y R3/2 黒褐色シルト ややしまりわり。炭化物小粒 29-o、地ill小粒 2~6台

む。

2 10Y R4/3 にぶい議褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。

S B55P5 

1 10YR2/3 黒褐色シルト ややしまりあり。

2 10YR3/'2 黒褐色シルト しまりあり。地山土20%混じるc

3 lOY R5/6 黄褐色粘土質シ Yレト しまりあり υ 地山土に階潟色jニが30%混じるQ

S B55P6 

1 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりなし。地illfJ、殺 29'6含む。

2 10Y R2/3 黒褐色シルト ややしまりあり。池山ニiニ10%混じる。

3 10Y R4/3 にぶい策褐色シルト しまりなし。池山土30%混じる。

S B55P7 

1 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりなし。地山二t10%混じる。

2 10Y R3/3 階褐色シルト ややしまりあり。地山土20%混じる。

3 10Y R5/6 黄褐色シルト しまりあり。地山土70%、階褐色ニヒ30%混じる。

S B55P9 

1 10YR3/3 暗褐色シルト ややしまりあり。地山ゴニ 5%混じる。がはIJ、粒1%、

炭化物小~中粒 2%含む。

2 10Y R3/4 階褐色シルト ややしまりなし。地山土日%混じる。

3 10Y R2/3 黒褐色シルト ややしまりあり。地山土40%混じる。

4 10Y R3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地山土30%混じる。

S B55 P 13 

10YR2/3 黒褐色シルト ややしまりあり。池山小粒 2%含む。

10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。炭化物中粒 2%、地山小粒10%合

む。

3 10Y R3/3 暗褐色シルト しまりあり。地山ゴニ30%混じる。

4 10Y R3/3 暗褐色シルト ややしまりあり。地山土15%混じる。炭化物小粒

2%合む。

ο .. 

ο 2m 

SB55P14 

1 10Y R2/2 黒褐色シルト ややしまりあり。炭化物小粒 2%、地山小校 5%含
今、
'Uo 

2 10Y R5/ノ6 黄褐色シルト 池山と10YR3/3の混士。

3 10Y R2/2 黒褐色シルト しまりありυ 地山土 5%混じる。

S B55P 15 

1 10Y R2/2 黒褐色シ]~ト ややしまりあり。炭化物小粒 5~6 、 i也山小牧 29"6合
ず、

"";0 

2 10Y R3/2 :.~(褐色シルト ややしまりあり。 地山土20%1.混じる。

S B55P 16 

1 10Y R3/3 硲褐色シルト しまりむ:し。地山小粒 2%含む。

2 10Y R'1/3 にぷい黄褐色シノ~ト ややしまりあり。地L!d::.15%混じる Q

3 10Y R4/4 褐色シ Yレト ややしまりなし。地山ニ!こ40%混じる。

S B55P 17 

1 10Y R3/3 暗褐色シルト ややしまりあり。士tli山小粒 2%含む。

2 10Y R3/2 黒褐色シルト しまりなし。 1t!.11!1小粒 5%合む。

3 10Y R4/3 Iこぶい黄褐色シルト しまりあり。地山土30%混じるO

4 10Y R4/4 褐色シjレト しまりなし。鳩山土40%滋じるO

S B 55 P 18 

1 10YR3/3 暗褐色シルト しまりなし。士tll山小粒 5%含む。

2 10Y R4/6 褐色シルト ややしまり Lちり。地LLI土fiO%、i情褐色土40%混じる。

3 10YR2/3 黒褐色シルト しまりなし。池山小粒 2%含む。

SB55P19 

1 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりなし。地LU小粒 2%台む。

2 10Y R3/3 暗褐色シルト ややしまりあり。地山土10%混じる。

3 10Y R4/3 にぶい黄褐色シルト ややしまりあり。地ill土20%混じるO

4 10Y R4/6 褐色シルト しまりあり。街褐色土20%混じる。

S B55P20 

1 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地山小粒 5%含む。

2 lOY R4/3 にぷい策潟包シルト しまりあり。地山土30%混じるO

S B55P21 

1 10Y R3/2 黛褐色シルト ややしまりあり。地ill小粒 2%含む。

2 10Y R3/3 若者褐色シルト ややしまりあり。地山大~中粒10%合む。

3 10YR3/2 t.~褐色シルト しまりあり。地ill土30%i混じる。

S B55P22 

1 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地山ノト粒 5%含む。

2 10Y R3/4 暗褐色シルト しまりあり。地山土20%混じるO

S B55P23 

1 10Y R3/2 ，~~褐色シルト ややしまりあり。地山小粒 2%含む。

2 10Y R3/3 階褐色シルト ややしまりあり。地山土20%混じる。

1 3図 S B 5 5擁立柱建物跡柱穴 s 溝の断面土麗笛
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第 1節検出遺構と遺物

8855 建物の特徴 i南北 5出、東西 2閥、南北棟、東面廟付、間仕切りあり 桁行方位 N 10
0

-E 

検出位置 LR52~ LT52 、 LQ53~ LT53 、 LQ54~ LT54 、 LQ55~ LT55 イ立 第3

震援遺構 なし |出土遺物|土師器杯 (2.5.6)、警は)

全体の規模 5間X3間 111.2日 1.48mX8.8日 88m l廟の出 束面 1間 2.26-2.28 

言十商尺 北から 7尺十 7尺+7尺十 7尺+10尺、西から11尺十11尺十7.5尺 廟の計画尺 7.5尺

キ主 7幽~幽・， 百三 規 十莫 深 さ 底菌標高 柱痕跡の規模 柱痕跡の深さ 牲痕;誌の底商標高

身 盆Eコと 円形 50~76cm 3 1. 0~52.0cm 24.380-24. 5410m 19~23cm 22~50cm 24.480-24. 540m 

期 隅丸方形 36~46cm 5.0~29.0cm 24.540-24.880m 

間仕切り 円形 60cI11 43.0C111 24.470111 20cI11 43.0cm 24.470111 

付属施設 地床炉 3箇所。 あり。 廃絶の状況 切り取りまたは放置

{麓 ニ宅色予ι 外接・間仕切り・庸をつなぐ溝あり。 にi一p を連結する溝はなしミ。

5856 建物の特徴[南北 3問、東西 2閥、南北棟、東面肉付 桁行方位 N-1
0 

E 

検出イ立置 LL44~46 ， LM44~46 |検出層位 地山面

霊護遺構 なし 物|土師器(図示なし)

全体の規模 3間X3間 16.56m X6.12~6 伽 東面 1間 1. 52~ 1. 60m 

計画尺 北から6尺十7.5尺…1-8尺、西から7.5尺 7.5尺 贈の計画尺 5尺

キ主 7ゐ¥: 古手 規 +莫 j菜 さ 底笛 柱穫跡の規模 柱痕跡の深さ 柱痕跡の底面襟高

身 円形 38~70cm 17.9~36.0cm 24.062-211. 192m 

南 円形 32~36cm 15.8~32.6cm 23.990-24.178m 

間せ切り 円形 38cm 15.2cm 24.122111 

付農施設 なし 廃絶の状況 はすべて抜き取り

備 考 間仕切り部分の一部に小ピットが並ぶ

P12 

I P4 LL41:i 

8856 

i P7 P8 P14 P 深さ (cm) 底面襟i%(m)
I 32.6 24.192 
2 26.9 24.167 
3 35.6 24.062 
4 36.0 24.110 
5 15.2 24.122 
6 21.3 24.128 
7 32.4 24.076 
8 20.4 24.098 
9 24.0 24.115 
10 21白8 24.142 

8856 
11 17.9 24.104 
12 15.8 24.178 γP9 

2m 13 22.8 24.100 
14 32.6 23.990 
15 1 18.6 24.045 

第 14留 S856擁立柱建物跡
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第4章調査の記録
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S B56P1 

1 10Y R3/3 I軒高色シルト ややしまりあり。 i也山小校 5%台むυ

2 10Y R3/4 時褐色シルト しまりあり。地iLd♂30%混じる。

3 10YR4/4 褐色シルト 緩めてし まりあり。地dJ大塊60%合む。地山土と暗褐

色土の混土。

S B56P2 
1 lOYR2/'3 黒褐色シルト ややしまりあり u 炭化物IJ、粒 2~b 含むc 地ILI i:þ ~!J、、

粒 5~~含む。
2 10Y R，1/3 Iこぶい策褐色シルト しまりあり。士tll山中境10%含む。

3 10Y R5/4 にぷい黄褐色シJi〆ト 極めてしまりおり。 I培褐色土30%混じるロ

4 10Y R6/3 にぶい策俊色シルト 極めてしまりあり。地111に暗褐色~にぶい黄

褐色ゴこが10%混じる。

S B56P3 

1 10Y R3/2 豆褐色シ jレト しまりあり υ 地IU小牧10%合む。

2 10Y R3/3 [倍褐色シルト 短めてしまりあり u 池山土40%混じるG

S B56P4 
1 10YR3/2 泉褐色シルト ややしまりあり。 地山小粒 2%含む

2 lOYR3/3 暗褐色シルト しまりあり。地LU小粒7%含む。

3 10Y R3/2 黒褐色シルト しまりあり。地山土20%混じるO

4 10Y R4/4 褐色シルト 緩めてしまりあり。地山土に階褐色土30%混じるO

5 10Y R5/4 黄褐色シルト しまりあり。暗悔色土 5%混じる。

S B56P5 
1 10Y R2/2 黒褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。

2 10Y R5/3 にぶい策褐色シルト 極めてしまりあり。池山二tlこ硲褐色土が10%

混じる。

S B56P6 
1 10YR3/3 階褐色シルト ややしまりあり。 地上lJ二1:10%混じる。

2 10Y R5/4 にぷい黄褐色シルト しまりあり。池山土に階褐色土が20%混じる。

南 Pi2 北北 PiO 南西 Pii 

2m 

S B56P7 
1 10Y R3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。 地山極小絞 1%含む。

2 10YR2/3 黒褐色シルト 極めてしまりあり。地LLI大塊~大枚30%含む。

3 10Y R6/4 にぶい業援色シノレト しまりあり。陪褐色ニ仁10%混じるu

S B56P8 
1 lOYR!I/4 品色シルト しまりあり。地山中境~小粒30%合むO 炭化物小粒

2%含む。

2 10Y R5/〆4 にぶL、黄援包シルト 緩めてしまりあり。暗褐色土10%混じる。

S B56P9 
1 lOY R2/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地iLd二5%混じる。

2 10YR2/3 黒褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。

SB5GPIO 

1 10YR3/3 U部品色シルト ややしまりあり。地tll極小粒 2%台む。

2 lOY R3/2 泉褐色シルト しまりあり。池山大粒~中粒20%合む。

:3 10YR4/3 にぷい黄褐色シルト 極めてしまりあり Q :lt!l山士に暗同色jニが10%

混じる 地LLl土は大塊~[fJ液状。

S B56P 11 
1 lOYR3/3 ff斎褐色シルト ややしまりあり。:l也山小粒 2915台一む。m.化物極小牧

2%含む。

2 10Y R5/3 にぶい黄褐色シルト しまりあり。池山土30%混じる。炭化物小粒

2%含む。

S B56P12 
1 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。炭化物極小粒 5%台む。地IJJ極小粒

2%含む。

2 10Y R3/4 階褐色シルト 緩めてしまりあり。地山土20%混じる。

S B56P 13 
1 10YR3/3 U藷潟色シルト しまりあり。 炭化物中~小粒 2%含む。 地山極小粒

5%含む。

2 10YR5/4 にぷい黄褐色シルト 極めてしまりあり D :lt!l山土30%混じる。

S B56P14 

1 10Y R3/3 階褐色シルト ややしまりあり。地山極小粒 2%含む。

2 10YR2/3 黒褐色シルト しまりあり。池山土20%混じる。

3 10Y R4/3 にぶい裁褐色シルト しまりあり。 時褐色土10%混じるO

S B56P15 

1 10Y R3/3 暗褐色シルト ややしまりあり。地山土 5%混じるO

2 10Y R2/3 Iこぶい策褐色シルト しまりあり。地山中粒20%含む。

3 10Y R5/4 iこぶい黄褐色シルト 緩めてしまりあり。地ILI土にi情褐色土が10%

混じるつ

第 i5国 8856擁立柱建物跡柱穴断麗土麗図
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第 1節検出遺構と遺物

SB6u 建物の特徴|南北 2問、東西 2問、南北棟、北極iと東面に刷、間仕切りあり。桁行方位 IN-14"-W 

輪出位 L040・41、 LP39-4L LQ39-41 検出麗位 第3

手蕎 SK16→ SB60 |出土遺物|土師器麓 (7. 8)、廟(図示なし)

全体の規模 3関X3間 5.84 -5.88 X 5 . 52 -5. 60m 隔の 出
北面 1間 0.88m 

東面 1間 0.76m 

計画尺 西から 8尺十 8尺+2.5尺、北から3尺+6尺+10.5尺 隔の計額尺 3尺、2.5尺

柱 7ゐ¥司 育手 規 十莫 深 さ 底面標高 柱痕跡の規模 柱痕跡の深さ 柱痕跡の底面襟高

身 4c=2ョ= 円形 28-58cm 21.8-32.8cm 23.657 -23. 807m 

廟 円形 26-36cm 22.9-34.4c111 23.706-23.805 

間仕切り 円形 34c111 17.2c111 23.791111 

{寸麗施設 東mu して SA62 廃絶の状況 抜き取り、 P9は抜き取り誌に焼土を投入

f麓 考 P10・P16は付属するかどうか不明。単独の掘立柱建物跡(柱列)のTjJ能性もある。

SB64 建物の特徴[東西 l問、南北 1隊東西棟、府 間仕切りなし 桁行方位

検出後置 LT45 |検出層住 30cm 以上ì~Jj平された地 111 1ID

複 SA63→ SB64 |出土遺物|なし

全体の規模 1間X1間 |27H98×24N48 |腐の 出

計麗尺 西から10尺、北から 8尺 腐の計画尺

'Jム¥吋 育長 規 模 深 さ 底蕗襟 柱痕跡の規模 柱痕跡の深さ 柱摸跡の底菌標高

身 間丸長方形
長軸25-31cm

7 -14cm 2.86-23.98cm 
控軸15-21cm

付属施設 なし 廃語の状況 抜き取り

{蕗

8A62 

8860 

P 深さ(crn) 底部中芸品 (m)

27.1 23.722 

2 21.8 23.807 

3 32.8 23.715 

4 3.8 23.925 

P3 
5 17.2 23.791 

6 26.1 23.750 

7 30.8 23.657 

8 22.0 23.771 

9 23.7 23.776 

10 17.6 23.825 

1 6額 S860擁立柱建物跡、 SA62柱列
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第4章調査の記録

話回む/ a 鐙物の特徴 l南北 2i場以上、東西 l間以上、出北棟、腐 e 間仕切り不明 i桁行方位 I N-6' -E 

検出位置 MB46、 MC45.46 |検出震性 130cm以上高Ij平された地山面

震複遺矯 SB67→ SA63 |出土 物|なし

全体の規模 不明 (2.80) x (4.36) |廟の出|

計額尺 西から 9尺十、北から 7尺+7.5尺十 l腐の計画尺|

柱 穴
規 吋

底面標高 柱駒内柱即尉|柱蜘鵬
身 4Eヨ~ 円形~関丸方形 51-52cm 110.0-17.0cm 22.820-22. 890m 

付農施設 なし 廃絶の状況 抜き取り

備 考 P 1-P 4のみ検出。他は削平され消滅。

北西 P1 西 P2

西 西 P10

北 P4 南 西 P6西 P5

:童子

西 P14 東北西 P15
γSA62Pi 
匹J 1 

~雷..r=

S B60P1 
1 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。地山中将 5%含む。炭化物小粒 1%含

む。焼土中粒 1%台む。
2 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。地山土20%含む。
S B60P2 
1 10YR2/2 黒褐色シルト しまりあり。地山二七10%含む。炭化物極小粒 1%含

む。

2 10YR2/3 黒褐色シルト しまりあり。 地IlJ土30%含む。
3 10Y R5/4 にぷい黄褐色粘土極めてしまりあり。池山の大ブロック。

S B60P3 
1 10YR3/3 暗褐色シルト しまりあり。 地山土10%混じる。炭化物小粒 29-'6合

む。

2 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。炭化物小中立 2%含む。
3 10Y R4/4 褐色シルト 模めてしまりあり。地山土40%混じる。

S B60P4 
1 10YR3/3 U斉褐sシルト しまりあり。炭化物小~中 5%含む。地山土10%混

じる。
2 10Y R4/3 にぶい黄褐色シjレト 極めてしまりあり。 地山中粒40%含む。
S B60P5 
1 10YR2/3 黒褐色シルト しまりあり。池山こた30%混じる。
2 10YR4/3 によ，l'策褐色粘土質シルト 極めてしまりあり。黒褐色土:30%混じ

る。

3 10YR2/1 黒褐色シルト しまりあり。炭化物小粒 2%合む。地山土20%混じ

令。

S B60P6 
1 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。炭化物小粒 2%台む。
2 10YR2/3 黒褐色シルト しまりあり。地山ニヒ10%混じる。炭化物小粒 2%合

む。

3 10Y R3/3 熔褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。

S B60P8 
1 10YR3/3 暗褐色シルト しまりあり。炭化物中粒 2%含む。地山土 5%混

じる。

2 10Y R3/3 階褐色シルト しまりあり。炭化物中粒 2%含む。池山土15%混じ

る。

3 10YR4/4 褐色シルト 極めてしまりあり。地山大塊40%含む。
S B60P9 
1 7. 5Y R5/8 Ufl褐色焼土極めてしまりあり。
2 10Y R3/4 暗褐色シルト しまりあり。炭化物小粒 2%含む。焼土の崩壊した

階褐色二七 (7.5YR3/4)が15%混じる。
3 7.5YR3/3 階褐色シルト しまりあり。焼ことの崩壊した階褐色土が 5%混じ

る。

S B60P 10 
1 10Y R2/3 U音褐色シルト しまりあり。炭化物小粒 2%含む。焼こじト粒 1%合

む。

2 10Y R3/3 f渚褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。

2
 

PS 
2
 

氏
UA

 

n
b
 西

SA62P3 P16 
西東西

九くま
。高=24.100m

S B60P11 
1 10Y R5/4 にぶい茶褐色シルト 緩めてしまりあり。 池山ブロァク。
2 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。地山土15%混じるO 炭化物小粒 5%含

~、

'Uo 

S B60P12 
1 10Y R3/2 黒褐色シルト しまりあり。 地111土20%混じ eる。炭化物中校 5%含

~、

えJ0 

2 10Y R4/3 にぷい黄褐色シルト 地山土309i}混じる。
3 10YR6/6 明東褐色粘土質シルト しまりあり。地山土が30%混じる。

S B60P 13 
1 10YR3/3 暗褐色シルト しまりあり。炭化物緩小粒 1%含む。地山極小粒

2%含む。

2 10Y R4/2 ト しまりあり。細かく廓壊したi也山土と暗褐色土の

3 10Y R6/4 iこぶい黄褐色粘土質シルト 極めてしまりあり。地ILI士のフ"ロック

に階褐色土20%混じる。
-1 10Y R3/2 ~京褐色シ Jレト ややしまりなし。地山小粒10%含む。
5 10Y R6/4 iこぶい茶褐色シルト しまりあり。 賠褐色土20%混じるO

SB60P14 
1 10Y R3/3 U畜褐色シルト しまりあり。地山土10%混じる。
2 lOY R3/2 黒褐色シルト 極めてしまりあり υ 地山土40%混じる Q

S B60P 15 
1 10YR3/2 ミ褐色シルト しまりあり。 炭化物小粒 5%台一む。
2 10Y R4/4 褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。
3 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。地山土10%混じる。炭化物小粒 5%合

む。焼土中粒 1%含む。

SB60P16 
1 7.5YR3/4 暗褐色、ンルト しまりあり。 炭化物極小粒 5%含む。;焼土中~大

粒 2%含む。地山ニt5%混じる。
2 10Y R4/3 にぷい策褐色シルト しまりあり。炭化物小粒 5%含む。池山二七30

%混じる。焼二t極小粒 1%含む。
SA6臼2Pl
1 10Y R3/3 u賄吉
S A62P2 
1 lOY R3/3 f渚褐色シルト しまりあり。地山中粒 5%含む。炭化物小粒 1%含

む。
2 10Y R3/3 U音褐色シルト しまりあり。地山土の大ブロック(径30mm以下)

を40%含む。

S A62P3 
1 10YR3/3 U音褐色シルト ややしまりあり。地山土10%混じる。炭化物小粒

1%含む。
2 10Y R4/4 褐色シルト しまりあり。 踏ー褐色土10%混じる。

17 8860擁立柱建物跡、 SA62柱列枝穴断麗土鷲国
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第 1節検出遺構と遺物

2.08 

8867 

S B67 P 1 

南

1 10YR2/3 ;'1;(褐色シルト しまりあり。地山土中粒20%含む。

2 10Y R4/4 褐色シルト しまりあり。粘t'lーやゃあり。 j也山土30%混じる。

3 10Y R5/6 黄褐色粘土質シルト しまりあり。粘伎やゃあり。碕褐色土20%混

じる。

S B67P 2 

1 10YR3/3 暗褐色シルト しまりあり。地山土10%混じる。

2 10Y R3/2 褐色シルト しまりあり。粘伎やゃあり。地111土20%混じるO 炭化

物小牧 1%合む。

3 10Y R5/6 策褐色粘土質シルト しまりあり。粘性やゃあり。階褐色土30%混

じる。

S B67P4 

1 10YR3/3 暗褐色シルト しまりあり。地LLI小粒 5%含む。炭化物小牧 2%含

む。 (SA63板塀痕跡か?)

2 10Y R2/4 ff計局色シルト しまりあり。地山大塊30%含む。炭化物極小粒 19-'o

含む。 (SA63捕方の埋ニt)

3 10YR4/3 にぷい黄褐色シルト ややしまりあり。地山土10%混じる。炭化物

小佐 5%含むG

4 10Y R4/4 褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。

5 10Y R5ノ4 にぷい禁褐色シルト ややしまりあり。地山土と暗褐色土の混土。

8国 8867掘立柱建物跡

SB75 建物の特徴 i束丙 1問、南北1問、東四棟、賠 間仕切片し 桁行Hf立 N-lt-w 

検出イ立 ME56働 57、 MF56.57 |検出麗故 地山面

重複遺構 間仏山、 SK41. 131 ルずれとも新旧不明|出土 物|なし

全体の規模 l間x1間 1 4. 56m X 2. 56m |賠の 出

霞尺 15尺X8.5尺 癒の計額尺

ネ主 1¥: 背手 生完 十莫 j架 さ 底商標高 柱痕跡の規模 柱痕跡の深さ 柱摸跡の底面諜高

身 円形 40~46cm 4. 5~ 13. 2cm 24.399-24.557m 

付属施設 なし. (SN43を囲むプランの可能性もあり) 廃絶の状況 抜き取り

{篇 考 しし柱穴底部のみ残存。

S877 建物の特徴|南北 2問、東西 21帯、南北棟、腐なし、総柱 桁行方位

投出位 MF53~55 ， MG53~55 ， MH53・54 |検出層位 地山商

重護 4蕎 SB78、 SN73いずれも新旧不明 |出土遺物|土師器(図示なし)

全体の規模 2間x21習 16.96 -7.00 x 5.0日 20m |廟の出 記
言十闘尺 北から9.5尺十13. 西から8.5尺+8.5尺 閥の計

日 7晶¥司 資5 実見 模 深 さ 底商標 柱痕跡の規模 柱痕跡の深さ 柱複跡の底覇標高

身 盆乞司，_ 円形 38-58cm 10.3-28.4 24.261-24.483m 

間仕切り 円形 38cm 8.0cm 24.427m 

付属施設 SN73が付属する地床炉の可能性が若干ある j薬絶の状況 抜き取り

嬬 考
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調査の記録第 4章

4.56 

R
U
 

丘
町

2.56 。P6

虫
U

一

m
h
u

一

『

イ

司!
 

Z

ぺ晶司

、
内
山
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西

10Y R3/4 n音褐色シルト しまりなし。炭化
物小粒 1%、地山小粒 1%含む。

2 10Y R4/ノ4 褐色シルト ややしまりあり。地山土30%i混
じる。

3 10Y R3/4 暗褐色シルト ややし
混じる。炭化物小粒 1

北

1m 

P4 

P7 南

東

S B75P21 

P6 

P2 

j主~高ニ24.800m

北

。P7

M斗

P4 

。P5

牛

あり。池山ゴニ10%

S B75P4 
1 10YR3/4 暗褐色シル卜 ややしまりあり。鳩山土 5%

混じるO 炭化物小粒 1%含むG

10YR4/4 褐色シルト きわめてしまりあり。地山土30
%混じる。

P

一1一
2
一3
一4
一5
一6
一7

ト ややしまりあり。地山土15%
るO 炭化物小粒 2~6合む。
ルト きわめてしまりあり。 地山土に

る。

S B75P6 
1 10Y R3/3 千

R
代

μ

2 10Y R4 

底面標高 (m)

24.399 

24.557 

24.461 

24，526 

深さ (cm)

5.8 

10，9 

4，5 

13，2 

S B 75 P 7 
1 10YR3/3 培褐色シルト ややしまりなし。炭化物中粒

2%、地IlJ小牧 5%含む。
10YR4/6 褐色シルト きわめてしまりあり。地山土と

情褐色土の混土。

。
24，521 

24.539 

17.0 

15.7 

8875掘立柱建物跡

s詰78 建物の特徴|南北 3問、東西 2閥、南北棟、東西両面痛付、間仕切同り 桁行方位 N 7'-W 

検出位置 MF53-55， MG53-55， MH52-55 積出麗 地山面

複遺構 SB77， SN江 SN恥判も新!日不明|出土遺物|土師器臨なし)

全体の規模 3問X4間 9.70-10.18 X 8. 54-8. 84m 腐の 出
西面 11出 1.50-1.56m 

東部 1間 1. 34-1. 94m 

題尺 北から10)ミ+12尺+}2尺、西から5尺十9尺十台尺十5尺 騒の計溜尺
E日出5}{

J;!正面5}{

柱 7嗣品¥吋 資5 失発 模 深 さ 底富標 柱痕跡の規模 柱痕跡の深さ 柱痕踏の箆菌襟高

身 円形 42-62cm 31. 5-45.1cm 23.923-24.149m 12-18cm 12-40cm 24.05-24.30m 

西面 間部 西面 西匝 西面 西国

踊 円形
38-46cm 28.6-42.1cm 24.282-24.373m llcm 3 -6 cm 24.32m 

東面 東面 東福 東顕 東面 東国
32-44cm 5.9-23.2cm 24.361-24.502m l1cm 14cm 24.44-24.52m 

間仕切り 円形 44cm 26.9cm 24.180m 17cm 9 cm 24.40m 

付属施設
身舎・間仕切りより南側に SN72・73あり。

廃絶の状況 切り取り、…部抜き取り (P12・16・17)
付属の地床炉か。

{露 考
SN72・73は SN71と一連の焼土で SB78と となる可能性あり。南側に SAll1柱列があり、付属

する板塀または有1&か。

- 24 
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P 採さ〔αll) 底面標高 (m)

24.323 

') 4:0.:0 24.086 

3 45.1 24.078 

4 31.5 24.062 

5 26.9 24.180 

6 43.4 24.149 

7 33.0 24.369 

8 44.4 24.067 

9 32.7 24.031 

10 37.7 24.091 

11 36.9 24.128 

12 23.2 24.361 

13 10.5 24.502 

14 5.9 24.381 

15 12.4 24.419 

16 42.1 24.282 

17 35.8 24.373 

18 38.2 24.322 

I 19 28.6 21.327 

8878 

目卜

同

SN71 I 

第1節検出遺構と遺物

と
J

一

に口一hr
一
!
 

ル
一

〆/

Pi5 

P 深さ Cc田) 底面襟高 Cm)

15.8 24.340 

2 16.2 24.363 

3 11.0 24.483 

4 18.7 24.261 

5 8.0 24.427 

6 28.3 24.328 

7 28.4 24.467 

8 10.3 24.433 

L__:3 20.0 24.341 

2.88 

4.08 

8877 

8Ai 10 
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第4章調査の記録

D
B
 

西 陀南北

国
南 P6 北西 P7

~ r lL') 
、-，y司、 2I 11 

1¥"、 11揮
し¥3'1 ， 
撹乱~ 程主ず3

北 Pii 北 Pi2 南

主乙rr;
西 Pi3

で対玄さ

S B78P 1 

1 10YR3/3 暗褐色γ ルト ややしまりあり。炭化物小粒 1%含む。焼土小粒

1%含む。地山土10%混じるo (柱痕跡)。

2 10Y R3/4 暗褐色シルト しまりあり。地IlJ土30%混じる。(地山土は大境状)

3 10Y R3/2 黒褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。(地山土は中塊以

下)

S B78P2 

1 10YR3/4 階褐色シルト ややしまりなし。炭化物極小粒 2%含む。地山土

5%混じる。(柱痕跡〕

2 10Y R3/'3 暗褐色シルト ややしまりあり。地山中~小粒10%含む。炭化物小

粒 1%含む。

3 10Y R4/4 褐色シルト 緩めてしまりあり。 地山大~中波40%含む。

S B 78P3 

1 10Y R3/4 目前昂色シルト しまりあり。地山小粒10%含む。

2 10Y R3/3 婿褐色シルト しまりない地山小牧 5%含む。炭化物小粒 2%含

む。(柱痕跡)

3 10Y R3/4 I渚褐色シルト ややしまりあり。地山土15%混じる。炭化物小粒

5%含む。

10Y R4/4 褐色シ Yレト しまりあり。地山小粒15%含む。炭化物/同立2%含む。

10YR5/6 黄褐色シルト 極めてしまりあり。地山と踏褐色土の混土。

S B78P4 

1 10Y R3/4 1清褐色シ J[/卜 しまりあり。炭化物j小粒 1%含む。地山中粒 2%含

む。

2 10Y R4/4 褐色シルト しまりあり。池山土30%混じるO

S B 78P5 

1 10Y R3/3 U者褐色シルト しまりない炭化物中粒 2%含む。地山小粒10%含

む。

2 10YR3/ノ2 黒褐色シルト 極めてしまりあり。地山ニiニ中纏~中粒30%混じる。

炭化物中粒 1%、焼土中粒 1%含む。

S B 78 P 6 
1 10YR3/3 I渚褐色シノレト しまり tJ.し。地山土小粒 5%含む。炭化物小校 1%

ノ入炉、

凸'Llo

2 10YR3/4 f清褐色シルト ややしまりありの池山土20%混じる。炭化物小粒

2%含む。

3 10Y R4/3 にぷい策褐色シルト しまりあり。地山土と踏褐色土の混土。(地

UJ土は大塊状)

S B78P7 

1 10Y R3/4 暗褐色シルト ややしまりなし。炭化物中~小粒 5%含む。地山土

7%混じる。焼土極小粒 1%含む。

2 10Y R4/6 褐色‘ンルト しまりあり。焼土大~小粒 1%含む。炭化物極小粒

1%含 む 地 山土20%混じる。

3 10YR6/6 明黄褐色粘土質シルト 極めてしまりあり。地IlJ土に階褐色土が

20%混じる。地山土の:再土佐積j露。

4 10Y R5/8 黄褐色シルト 極めてしまりあり。炭化物中粒 5%含む。地山土30

%混じる。

S B78P8 

1 10Y R3/3 暗褐色シルト ややしまりない地山中~小粒 5%含む。焼土大粒

1%、小粒 1%含む。炭化物中~小牧 2%含む。

2 10Y R4/4 褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。;焼土小粒 1%含む。

炭化物小粒 2%含む。地山土は大塊~中粒の再土佐積。

P3 南西 P4 東 1-'0 

百イ
IU 西 P8 P9 東北 PiO

百 2 3-{tμ 百
西 P14 東西 Pi5 東一

基準高ェ24.700111

S B 78P9 

1 10YR3/3 暗褐色シルト しまりない地山小粒 5%含む。炭化物小粒 1%含

む。

2 10YR3/4 階褐色シルト しまりあり。池山土40%混じるo

3 10Y R3/3 暗褐色シルト ややしまりあり。地山こと20%混じる。

S B7810 

1 10YR3/4 暗褐色シルト しまりなし。地111'J、粒 5%含む。焼こと小~中村 5%

含む。炭化物小粒 29jb含む。

2 10YR4/6 褐色シルト しまりあり。地山土と階褐色土の混土。炭化物小粒

2%台むο

3 10Y R3/3 U音褐色シルト しまりあり。地山大塊~中粒20%含む。炭化物小粒

2%含む。

S B78Pll 

1 10YR3/4 暗褐色シ)vト しまりなし。地山小粒 5%含む。(往痕跡)

2 10Y R3/3 暗掲色、ンルト しまりあり。 j也山中塊~中粒40%含む。 1隠は校痕

跡 2隠lよ摘方埋め上

SB78Pl2 

1 10Y R3/4 暗褐色シルト ややしまりあり。炭化物中粒 2%含む。地山土極小

粒 5%含む。

2 lOYR3/4 褐色シA ト しまりあり。地山土20%混じるo

SB78P13 

1 10Y R3/4 暗褐色シルト ややしまりあり。地山二上 5%i混じるO

2 10Y R4/6 褐色シルト 緩めてしまりあり。地山土に階褐色土が30%混じるO

SB78P14 

1 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。.1也山土20%混じるO

2 10Y R5/6 ~立褐色粘土質シルト 極めてしまりあり。地山土に黒潟色土が20%

混じる。

S B78P 15 

1 10YR3/3 ff音褐色シルト ややしまりあり。炭化物小粒 5%含む。:1ih111小粒10

%含む。

2 10YR5/6 主主褐色シルト 緩めてしまりあり。暗褐色土が20%混じる。

第 2I図 8B78掘立柱建物跡柱穴厳酷土薦問①
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第 1節検出遺構と遺物

SB79 建物の特徴|南北 3問、東西 2問、南北棟、間仕切りあり。府なし 桁行方位

積出イ立霞 ME51~54 、 ME51~54 l検出層住 地山出

重複 +蕎 SB79→ SA42、 SA1l2とは新!日不明 物(土師器杯 ω 聾(図示なし)

全体の規模 3間X2間 110. OO~ 10. 22 X 5. 00~5. 28m 

酒尺 北から12.5尺+10.5尺+10.5尺、西から9尺十8尺 腐の計画尺

7品¥旬、 百三 失見 模 深 さ 底面標 柱痕跡の規模 柱痕跡の深さ 柱痕跡の底面擦嘉

Jき dにコ".. 円形 26~74cm 14. 44~31. 8 24.175~24.523m 

間仕 切り 円形 32cm 18.4c111 24.428111 

付麗施 設 なし 廃絶の状況 抜き取り
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Pi P2 西 P3

8877 

P8 P9 SA110P1 

S B78P16 
1 10Y R3/4 務褐色シJレト しまりあり。 1白山土30%混じる。焼二i二rþ~小粒 1%、

2 ~'6台む。
2 10Y R3/3 階褐色シルト しまりなし。地山土30%混じるO

3 10Y R4/4 褐色シルト ややしまりあり。 地山:土の再堆積に階褐色土が30%混

じるo

SB78P17 
1 10Y R3/3 階悔色シルト しまりあり。治山小境30%含むo

S B78P 19 
1 10YR3/3 U脊褐色シルト ややしまりあり。池山中~小粒15%含む。炭化物小

f立5%含む。

2 10Y R3/2 黒褐色シルト しまりなし。地山小粒 5%含む。

3 10YR4/3 にぶい策褐色シルト しまりあり。池山土と階褐色土の混土。地山

土l立、中塊~中粒状に全体にかたよりなく入る。

SB77P1 
1 10YR3/4 階褐色シルト ややしまりあり。炭化物極小粒 2%含む。地山土

10%混じる。

2 10Y R5/6 策褐色シJレト 極めてしまりあり。地山土に階褐色土が20%混じる。

S B77P2 
] 10YR3/3 暗褐色シルト ややしまりなし。地山小粒 5%含む。炭化物小粒

5%含む。

2 10Y R3/4 Il部品色シルト しまりあり。地山土30%混じる。

3 10YR3/2 黒褐色シルト しまりあり。地山土]5%混じるO

S B77P3 
1 10YR3/3 陪褐色シルト ややしまりあり。地山小粒 5%含む 炭化物小粒

2%含む。
2 10YR5/4 にぶい策褐色シルト 極めてしまりあり。地山二上に踏褐色土が30%

混じるO

日
目
一

D
a
 

nu 
A
 m一

基準I白JでたふL700m

SB7iP6 
1 10Y R3/~ 暗褐色シルト ややしまりなし。地LlI小粒10%含む。

2 10Y R'1/4 褐色シルト しまりあり。 地山土20%混じる。

3 10Y R3/3 i渚褐色シjレト ややしまりあり。

4 10YRt1/t1 褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。

S B77P7 
1 ]OY R4/6 褐色シルト しまりあり。地山土とi渚褐色土の混土炭化物極小粒

2%含む。
2 10Y R4/4 褐色シA ト しまりありω 地山之30%混じる。炭化物/同立2%含む0

3 10Y H.3/3 階褐色シルト しまりむ:しむ 地山土15%混じる。

4 10Y R4/6 褐色シルト ややしまりあり。 地山士とi培褐色土のj昆土υ

S B77P8 
1 10YH.3/4 暗褐色シルト ややしまりあり。地山土極小粒 2%含む。炭化物極

小粒]%含む。

2 10Y R4/6 褐色粘土質シルト しまりあり。粘性あり。地山土30%混じるo

S B77P9 
1 ]OYH.3/3 暗褐包シルト ややしまりあり。炭化物中粒 2%含む。地山小~中

粒 5%合む。

2 10Y R4/4 褐色シルト 極めてしまりあり。地山土20%混じるo

SAll0P1 
1 10Y H.3/4 路褐色シルト ややしまりあり。焼土小粒]%、炭化物小粒 1%、

池山 5%含む。

2 10Y R4/4 褐色シルト しまりあり。地山土20%混じる。

3 ]OY H.5/8 ~定褐色シルト きわめて Lまりあり。階褐色二1::.10%混じる。

S AllOP2 
1 ]OY R3/4 暗褐色シルト ややしまりあり。池山土20%混じる。

2 10Y R3/4 暗褐色シルト しまりなし。地山小粒20%含む。(木根による撹乱)

3 10Y H.4/4 褐色シルト ややしまりあり。地山土20%混じる。

第22図 8878擁立柱建物跡柱穴断面土屋函〈号、 SB 7 7掘立柱建物跡、 SA 1 1 0柱列柱穴断罰土属国
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第4章調査の記録
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3.76 

P 深さ (cm) 底函標高 (m)

I 23.3 24.434 

2 14.4 24.523 

3 27.9 24.357 

4 16.2 24.458 

5 18.4 24.28 

6 18.7 24.452 

7 31.8 24.175 

8 26.6 24.295 

9 

10 23.1 24.254 

11 21.9 24.273 

3.14 

3.10 

8879 

SBア9 P1 P2 

北 6 1 南西

喋子
P6 

SA1 i 2 P1 P2 

一時五2WF 
S B79P 1 

1 10Y R3/4 陪褐色シルト しまりあり。地山小~中粒10%含む。 炭化物小粒

5%含む。焼土小粒 2~b含む。

2 10YR2/3 黒褐色シルト ややしまりあり。地山経小粒 5%、地山中粒2含む。

炭化物小粒 2%含む。

3 10YR3/3 a音褐色シルト ややしまりあり。地山小粒15%含む。炭化物極小粒

5%含む。焼土極小粒 1%含む。

，1 10Y R3/3 培褐色シルト ややしまりあり。 i也JJJcjJ粒 5%含む。炭化物小牧

2%含む。

10YR4/4 褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。

10Y R5/6 資褐色粘土質シルト(地山)1渚潟色土が10%ひび状に混じる。

S B79P2 

1 10YR2/3 黒褐色シルト ややしまりあり。 i也111小中立 59"o含む。

2 10Y R3/3 培褐色シルト しまりあり。池山土30%混じる。

S B79P6 

1 10Y R3/3 ff音褐色シルト しまりあり。地111土10%混じる。

2 10Y R2/3 黒褐色シルト ややしまりなし。地山小粒 5%含む。炭化物小粒

2%含む。

3 10Y R3/2 黒褐色シルト ややしまり。 i也山ニiニ20%混じる。

S B79P8 

1 10YR3/3 暗褐色シルト しまりな Lo地山小粒 59-6合む。炭化物cjユ粒 1%合

iUO 

2 10YR4/3 にぶい黄褐色シル卜 緩めてしまりあり。地山土大塊40%含む。

3 10Y R5/6 黄褐色給土質:シルト i極めてしまりあり。地ill土に暗褐色土が30%

混じる。

SB79P10 

1 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質シルト 極めてしまりあり υ 地山ご1:，こ階褐色士:

が30~b混じる。 n也山土 l立大塊状〕

S B79P 11 

1 10YR3/2 黒褐色シJ!，ト しまりな L。地山小粒 59-6台む。

10Y R4/4 褐色シルト 極めてしまりあり。地山土30%含むυ

10YR3/3 1I脅褐色シルト ややしまりあり。地111土中塊20%合"J:Jo

4 10Y R5/4 にぶい策褐色シルト 極めてしまりあり。地山太に階褐色土が30%

混じるO
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P 深さ (cm) 底面擦l官¥(m)

24.4 24，446 

2 18.0 24.456 

3 21.9 24，413 

4 25.7 24，320 

5 24.0 24.400 

6 21.3 24，424 
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S A 112P 1 

1 10Y R3/2 ~褐色シルト ややしまり江し。j:也LlI小粒 2%合む。(円柱痕跡)

2 10Y R3/3 1塙褐色シルト ややしまりあり。地山jニ20%混じる。炭化物大塊~

火粒 5~~含む0

3 10Y R3/3 II計局色シルト ややしまりあり。 J也山土10%混じる。炭化物痕跡

296含む。

S A112P2 

1 10Y R2/3 黒褐色シルト ややしまりなし。 地山小粒 2%含む。(絞状往痕跡)

2 10YR4/，j 褐色シルト ややしまりあり。池山土 5~Ó混じる。

3 10Y R3/4 1清褐色シルト しまりあり。池山中塊~中粒30%合む。

S A1l2P3 

1 iOY R3/2 I黒褐色シルト ややしまりない士tl!111土20%混じる。(板状柱痕跡)

2 10YR4/6 f.mE!.シルト しまりあり。地Ildこに培褐色ゴ二が30~/6滋じる。

S A112P4 

1 lOY R3/2 黒褐色シルト ややしまりなし。 J也111小粒 1%含む。(板状柱痕跡)

2 10Y R3/3 H音褐色シルト しまりあり。池山土15%混じる。炭化物中粒 1%合

む。

3 10Y R3/3 H音褐色シルト しまりあり。池山上309-6混じる。

S A1l2P5 

1 10YR3/2 黒褐色シルト しまりあり。地山小粒 5%含む。〔夜状柱痕跡)

2 10YR3/3 黒褐色シノレト しまりあり。地山土30%混じる。

SAll2P6 

I 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地ill土 5%混じる。(絞状柱痕跡)

2 10Y R4/4 If者褐色シルト しまりあり。地ill土30%混じる。

第 24関 8879掘立柱建物跡、 8A 1 1 2柱列柱穴断簡土層図

S8100 建物の特徴 l南北 3間東西 1間以上南北棟総柱献し 桁行方位 N 7'-E 

検出位 LM49-51、 LN49-51 |検出層位 第 3層上面

議複遺構 なし l出土遺物 lなし

全体の規模 31時x11習以上 出

画尺 北から7尺十6.5尺十8.5J亡、西から9だ十 α 璃の計画尺
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第 4章調査の記録

キ主 穴 育5 規 模深 さ 底菌標 柱痕跡の規模 柱覆跡の深さ 柱穣訪の震函標高!

身 -広Aみコん 円形 11.4-26. 2cm 24.548-24.635m 

間仕切り 円形 12.4-16.6cm 24.523-24.566m 

付属施設 なし 廃絶の状況 抜き取り

{薦 考 東側は削平により消失。

S8105 建物の特徴|南北 2問、東西 2問、南北棟、総柱、崩なし 桁行方位 N-4
0 -w 

検出位 LQ48・49 地山商

重複遺構 SB肌 物 i土師器杯(山2)、斐(図示なし)

全体の規模 2間x2間 14.86-4山 64-4.68m

麗尺 西から8尺+8尺、北から7.5尺十8凡 痛の計溜尺

ネ主 賢三 長毘 宇糞 深 さ 底面襟 柱痕跡の規模 柱痕跡の深さ 柱痕跡のま菌諜高

身 y叩にAふコー 円 8.4-45.3cm 24.180-24.605m 

間{土切り 円 26.6cm 24.340m 

付属施設 SA129が付属し、東面北僻に出入り口を設けている可能性あり。 廃絶の状況 3士4七人三C島了什m人7In ソ

{蕗 SA1l3、 SA130も付属施設であった可能性あり。 SK10l、 107とは異なる時期の遺構だが、新!日は不明。

S8106 建物の特徴|南北 4問、東西 2問、南北棟、間仕切り 2箇所あり、賄なし 桁行方位 N 1
0 

- E 

検出位置 LQ46-48、 LR46-48 |検出麗位 地山面

重複遺構 SB105、 SKI01・103、 SA129 |出土遺物 i油器(図示なし)

全体の規模 4開x2関 17山川 92-5伽

頭尺 北から 8尺+3尺十6.5尺十 8尺、西から 9尺+8尺 痛の計蔚尺

育5 失見 j粟 さ 底面諜 柱痕跡の規模 柱痕跡の深さ 柱痕跡の底菌諜高

身 盆Eコと 円形 9.5-25.2 24.200-24.555 

間仕切り 円形 13.2-23.9cm 24.280-24.443m 

イサ属施設 なし 廃絶の状況 抜き取り

イ藷 考 P 3・P4 . P 5は建物の構造とは独立した間牡切り。

S8114 建物の特徴!南北 31潟、東丙 l間以上、枇棟、南面屈付、 i間仕切り不明 桁行方位 N 0ロ -E

検出金置 LR45-48、 LS45-L18 {立 地山面、第 3層上面

重複遺構 SB114→ SA63 物|なし

全体の規模 4間Xl関以上 北面 1間 1.44m 

計画尺 北から 5尺8.5尺8.5尺 7尺 廟の言十菌尺 5尺

キ主 '/ゐ¥吋 形 失見 模 深 さ 底箇標 柱痕跡の規模 柱痕跡の深さ 柱痕跡の底商標高

身 強にコと 円形 17. 7 -24. 8cm 24.078-24. 278m 16-18cm 18-23cm 24.07 -24.14m 

腐 円形 7.9cm 24.249m 12cm 13cm 24.25m 

付属施設 なし 廃絶の状況

f庸 考 東側の柱穴のみ検出。中央部から西側は削平されて消滅。
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検出遺構と遺物第 1崩

P 深さ (c皿) 底面標高 (m)

19.8 24.575 

。ム 26.2 24.548 

3 13.5 24.635 

4 16.6 24.523 

5 17.0 24.575 

6 12.4 24.566 

7 18.2 24.557 

24.556 

88100 

@ 

SB100P1 

1 10Y R3/3 暗褐色‘ンルト ややしまりなし。炭化物極小粒 2%含むQ

2 10Y R5/4 にぶい黄褐色シルト きわめてしまりあり。地山土に暗褐色土が40

%'I.昆じる

SBI00P2 

1 10Y R3/2 黒褐色シル i、 ややしまりなし。地ill土20%混じる。

2 10YR3/4 暗褐色νルト しまりあり。地山土30%混じる。

3 10Y R5/3 にぷい策褐色粘土質シ![， ト きわめてしまりあり。 絡協色土20%混

じる。

黒褐色シルト ややしまりあり。地山小粒 2%含む。

i清褐色シルト きわめてしまりあり。地山土30%混じる。m
 

4
7
2
 

r-

L主yト
4 10YR2/3 

5 10Y R3/3 

S B 100 P:3 

1 10Y R3/3 しまりあり。地山土小牧 2%含む。炭化物大粒 29，6

きわめてしまりあり。地山土と階褐色二上0)混

暗褐色シルト

含むロ

lOYR5/4 にぷい主主褐色シルト

士。

10Y R6/3 にぷい策燈色シルト

み状に10%混じるむ

P2 

「ミ豆7

P1 
きわめてしまりあり。えII山二仁に階褐色jこが染

階褐f.0，γ ルト ややしまりあり。池山土10%混じる。

褐色シ jレト しまりあり。地山土と階褐色土の燦土。

黒褐色シルト しまりあり。;地山土小粒 5%含む。 J;}~化物小粒:2 ~6 

含む。

10Y R5/3 にぷい黄褐色シルト

%混じる。

SB100P4 

1 lOY R3/3 

2 10YRV勺1

3 lOY R3/2 

きわめてしまりあり。計II山土l二階褐急土が30

SBI00P5 

1 10Y R3/ノ3 隣褐色シル i しまりあり。地山土中村 5%台む。炭化物綴ノj、校 l

%含む。焼土小粒 1%含むU

2 10YR4/3 にぶい賛褐色シルト しまりあり。地山之30%混じるG

3 lOY R5/3 にぷい黄褐色粘土質シルト きわめてしまりあり。地山土とi情褐色

土の混j二。

東P4 

2幸安7

西
P3 

S B 100P6 

1 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりなし。地山土 5%混じる。炭化物極小粒

1%含む。

2 10Y R4/3 にぶい黄褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。

3 10YR5/4 にぷい策褐色粘土質シルト きわめてしまりあり。地JlJ土に婿褐色

ニtが20%混じる。

P6 

つ事3

四
P5 

札年以3

S B 100 P7 

1 10YR2/3 黒褐色シルト ややしまりなし。地山土小粒10%合む。炭化物極小

粒 1%含む。

10YR3/3 f情褐色シルト きわめてしまりあり。地山土小粒30%含む。

10Y R4/3 にぷい策褐色シルト きわめてしまりあり。地山土30%混じる。

10YR5/4 にぷい黄褐色粘土質シルト きわめてしまりあり。地山太に階褐色

こたが30%混じる。

P8 

-'&272 

酋 P7 東

洋ZJ

しまりあり。地山土小粒10%含む。炭化物小粒 2%

SB100P8 

1 10YR3/3 階褐色シルト

含む0

10Y R4/3 にぶい策褐色シル l、

土。

百二エ24，9α)m

1m 。
きわめてしまりあり。地山土と絡協色土の混

S B 1 0 0擁立柱建物跡
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第4章調査の記録
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西
P1 西

88105 

北 P6 南西 P7 酉 P8

て立アー V: 
S B105P1 
1 10YR2/3 黒褐色シルト ややしまりあり。地UJ小粒10%含む。
2 10Y R3/2 黒褐色シルト しまりあり。地山小粒 2%含む。

3 10Y R5/3 にぶい策褐色シルト きわめてしまりあり。地山土に暗褐色土が30

%混じるO

S B105P2 
1 10YR4/4 褐色シルト しまりあり。地山土 5%混じる。炭化物ノl略立2%含む。
2 10Y R2/3 黒褐色シルト ややしまりあり。炭化物小粒 2%含む。

3 10Y R4/3 にぶい黄褐色シル卜 しまりあり。地山土と暗褐色土の混土。

4 10Y R3/3 暗褐色シルト ややしまりあり。 炭化物小粒29.6、池山大塊10%含む。

5 10Y R5/4 Iこぶい策褐色ンルト しまりあり。地山土に陪褐色土が30%混じる。

S B 105P3 
1 10Y R3/3 暗褐色シルト ややしまりない地山小粒 1%含む。炭化物小粒

2 ~6含む。
10YR3/4 H音褐色シルト しまりあり。地山土2091)混じるO

10YR3/4 階褐色シノ1，ト しまりあり Q 地山土30%混じるo !Jt1t物IJ湾立2%含む。

西 Pi P2 P3 四 ぃ東 世

S8106 

北 P8 P9 fq」

「叶

Vト
hγ
し南 西

西 Pi3 東

S B106Pl 

1 10YR2/3 黒褐色シルト ややしまりない地LLI土 5%混じる。炭化物中粒

1%含む。
2 1uYR3/;] ff音褐色シ![.，ト しまりあり。士t.!nJJ土30%混じるo

S BI06P2 

1 10YR3/3 階褐色シルト ややしまりあり。地LLI小粒%含む。炭化物小粒

1%含む。
2 10Y R3/3 [磁褐色シルト ややしまりあり。地LLd二15%混じる。焼土中~小粒

1%、炭化物小牧 1%含む。
:3 10YR5/4 にぶい策総色シルト きわめてしまりありQ 地LlI土と i倍褐色土のi~
SB106P3 

1 10YR3/2 黒褐色シルト 池山土 5%混じる。 炭化物ノト粒 1%含む。

]OY R5/4 にぶい黄褐色シルト きわめてしまりあり。[培褐色土が30%混じる。

SB106P4 

1 10YR4/3 にぷい策褐色シルト しまりあり。地山オこと階褐色土の混土。地UJ

土l土中塊状で入る。

2 10Y R2/3 耕お色シルト しまりあり。地LLvJ粒 2%含む。炭化物IJ粒 1%含む。
3 10Y R5/4 にぶい黄鰯色シルト きわめてしまりあり。暗褐色土に地IlJ土が40

%t箆じるO

SB106P5 

1 10YR3/3 暗褐色シルト ややしまりあり。が討二IJ中立 1%、炭化物/州立 1%含む。

2 JOYR3/3 陪褐色シルト きわめてしまりあり。地山中~小粒7%合む。炭化

物小粒 2%含む。

3 10Y R2/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地山大城 5%含む。
4 10Y R4/4 褐色シルト きわめてしまりあり。地山土30%混じるO

S B ]06P7 

1 10Y R3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地山土 7%混じる。炭化物小粒

2%合む。
2 10YR4/4 褐色シルト 地tll 土の湾Jif，積、 i'J~悩色こ!こが15%混じる。

3 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。炭化物ノト塊 2、地LlI小粒 5%含む。

第 1節検出j章構と遺物
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SB105P4 

1 10YR3/3 暗褐色シルト ややしまりあり。地山土20%混じる。地山土は小粒状。

2 10Y R4/4 褐色シルト きわめてしまりあり。地山土40%混じるO 地山こと中粒

~大塊状。

S B 105P5 

1 10YR3/3 1渚褐色シルト ややしまりあり。地山中粒 1%含む。焼土ノj、粒1%、

炭化物小粒 1%含む。

2 10Y R4/3 にぶい黄褐色シルト しまりあり。 地山二七40%混じる。

SB105P6 

1 10Y R3/4 階褐色シルト ややしまりあり。池山土10%混じるo 炭化物極ノト粒

2%含む。

2 10Y R4/4 褐色シルト きわめてしまりあり。地山土40%混じる。地山土は大

塊~中粒状。

SB105P7 

1 10Y R3/4 暗褐色シルト しまりあり。炭化物極小牧]%、地山小紡59-6含む。
2 10Y R4/"4 褐色シルト きわめてしまりあり。地山土:309--6混じる。
S B I05P8 

1 10Y R3/2 黒褐色シ Yレト ややしまりない地111小村 2911含む。

2 lOY R3/3 1済褐色シル卜 しまりあり。池山中粒10%含む。

3 10Y R5/4 にぷい黄潟色シJlト きわめてしまりあり。 地山大法~中投40%合むυ

!I'- P4 山[1LI 束

民
Up

t
 P7 

f'g 東

P1Q P11 Pi2 
北西北

l江1

高ェ24.7以Jm

S B 106P8 
1 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地山土 5%混じる 0

2 10Y R2/3 黒褐色シルト ややしまりなし。地1111二10%混じる。

SB106P9 
1 lOY R3/2 黒褐色シルト しまりなしの池山土10%混じる。

2 10Y R4/4 褐色シルト しまりあり。上場山土とi渚褐色ニiニの混土。
S B 106P]0 
ア 10Y R2/3 黒褐色シルト ややしまりあり。地山綴小粒 2%含む。焼土小粒

1%、炭化物極小牧 1%含む。
イ 10Y R5/t! にぶい黄褐色シルト しまりあり υ :tt.!!山土の再検積にi惰褐色土が

30%滋じる。

ウ 10Y R3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。士t!J山小~中粒15%含む。

S B 106P 11 
1 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりなし。地山小粒 1%含む。炭化物小牧

2%含む。
2 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。j:也山こと10%混じる。

3 10Y R5/4 にぶい策褐色シルト きわめてしまりあり。地山土に黒褐色土が

20%混じる。

S B I06P12 
1 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地111ま:5 %混じる。炭化物E仲立

2%含む。

2 10Y R3/3 暗褐色シルト しまりあり。地ID小粒 5%合む。
3 10Y R3/2 黒潟色シルト きわめてしまりあり。地山土大波で20%合む。焼土

大*j'L2 %、炭化物大粒 5%含む。

SB106P13 
1 10Y R3/3 [情褐色シルト ややしまりなしo :tt.!!山小粒 5%含む。

10Y R4/3 にぶい黄褐色シルト しまりあり。 池山二l::10%混じるO

10Y R3/3 U音褐色シルト しまりあり。地山中位15%含む。
4 10Y R4/4 褐色シルト きわめてしまりあり。地LLI:上と陪褐色土の混土。地11.1

ゴニは大波状に入る。

2 7図 S B 1 05. 1 0 6擁立柱建物跡柱穴断面土層殴
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第4章調査の記録

掘立柱建物跡出土這物

SB34 

1は高台付j不であるが貼付高台は欠落している。柱穴掘方内から出土した遺物はこの破片のみである。

SB47 

3は P9内から出土した羽口の先端部破片である。端部は溶融し鉄浮が付着している。

SB55 

2 ・ 4~6 はいずれも柱穴内埋土中から出土した。 2 は体部が直線的に外傾するタイプ、 6 は体部下半が

湾曲して膨らむタイプで大型である。 5は体部が膨らみ口縁がめくれるように大きく外反する皿である。

台の有無は不明である。 4は小型の斐で、先端が尖る口縁が直立する。

SB60 

8は身舎、 7は腐部分の柱穴内埋土中から

SB79 

した。いずれも大型の護の口縁部である。

9は P1柱穴埋土中から出土した。体部が湾曲して膨らむ杯である。

SB105 

10~12は柱穴埋土中から出土した。 10は体部が直線的に外傾し、口縁部が外反する。内@外面ともロクロ

日が明瞭に残る。 11. 12も同タイプの均二かと思われる。

i番号 Il'，J.J也点 種別 ~1ff重 内・外面の特融 底聞の特世 残存率 日台土 焼成 口径{巾J底f壬I，('m)器品川)外傾震甘可i番号

SB34 土師器
高台付 (内) ィメツ

i寝台剥落
11 なし

中砂混
u主主)

上不 (タト)マメツ 底的右 ーー叫ム..んゴ戸品

‘]  〉 SB55 土師器 坪
(内)マメツ

凶転糸切り 。口なし
細砂混 上主 (6.0) .30 

(タトj ロクロナテ j氏20%

4 SB55 土I1lff器 歪
(内)ナデ 口20%

制砂少混 良 (10.9) 30 
{外)ヘラケズリ↑ 底なし

5 SB55 土師器 j不
(I*])ロクロナデ 口13%

f~授砂少混 良 (12.9) 30 
(外)ロクロナデ 底なし

6 SB55 土師器 J不
(IJ~) マメツ 口17%

微砂混
F二3、次J↓三、、そコムJ山L技」今

(1-1.0) 30 
(タトj マメツ jまなし

; 7 SB60 土師器 護
(内)ナデ L117% 中砂少i昆

良 (22.0) 30 
(外)ヘラケズリ↑ 底なし 粗砂少混

8 SB60 土(liji器 党Y坊主 {内)ナデ 日 5~b 以下
細砂i昆 艮 \~) 30 

(外)ヘラケズリ↑ 底なし

9 SB79 土日jff器 坪
(lJ;_j)ロクロナデ

回転糸切り
LJなし

微砂混 良 (5.6) 30 
(外)ロクロナデ 底5'}ら

10 SBI05 土師器 均:
(内j ロクロナデ 日10% 科技砂混

良 (13.1) 30 
(外)ロクロナデ !まなし 中砂少混

11 SBI05 土師器 J不
(内)ロクロナデ

回転糸切り Q 
日なし

細砂少混 良 (5.9) 30 
(外)ロクロナデ j氏50%

SBl05 土師器 ι:F (内)マメツ
回転糸切り

仁!なし
{数砂j昆 良 ::30 

(外)マメツ !ま42%

番号 I!'r土地点 種別 特 智正 月合 :1: I三F担問 允ZL4il漏3出 〉汎でヅ己7ず叫匂yリ内ζiうラh品シ斤コ文T甘ミlι与イ口!十J 長さ 外在l口，，)子u壬i川) jべイfZfJ i 端部角 !':liJ反許庁

3 SB47 羽口 先端部近くの破片。鉄淳付着。 スサ入り | (0) (0) (7.7) (6.7) (4.6) 30 

ヰ表擁立柱建物跡出土遺物観察表 SB34. SB5ト SB60寸前ト SB105

2. 板塀跡

板状の柱をほぼ等間隔に立て、その聞を板を並べた痕跡のある溝によって連結されるものである。掘立柱

建物群が集中する区域を囲むように合計 9条が検出された。北側を東西に SA124・125 西側を南北に SA

89・90・42、南側を東西に SA65・63.弘、東側を南北に SA45である。

遺構の重複による板塀どうしの新!日関係は、 SA124・125で認められた。 SA124はSA125をほぼ同位置

で作り替えたものである。また、 SA65の東端部は、 SA63と重なるような配置をとるが重複は不明である。

板塀跡と他の遺構との重複では、 SA63板塀跡がSB114掘立柱建物跡を壊している。 SA45はSX33鉄淳

拾場より古く、鉄浮が捨てられた時点ではすでに存在していないようである。したがって SX33鉄浮捨場は

何時と考えられる SN91・98・126製鉄遺構が操業した時期は、 SA45より新しい時期である G

- 36-
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P 深さ (crn) 底而標高(rn) hlh自iHrn)

120+α 
-36 

162 
2 ヤ52

182 
3 吟，14 24.078 

148 
4 32 24.226 

174 
5 

156 
6 34 24.246 

142 
7 -33 24.261 

188 
8 -57 24.096 

154 
9 -51 24.155 

148 
10 -51 24.126 

164 
11 -16 24.453 

176 
12 18 24.422 

170 
13 19 24.397 

174 
14 23 24.300 

178 
15 29 24.278 

148 
16 -24 24.210 

152 
17 31 24.178 

170 
18 -28 24.161 

166 
19 -32 24.084 

114+α 

3 0国 SA42板塀跡

一羽一



第 4章調査の記諒

3 1函 8045板塀跡
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第 1節検出遺構と遺物

核塀跡、は必ずしも直線的ではなく、 SA 45 . 54 . 63 . 90のようにやや湾出する部分もある。特に SA45は

南側で西に湾曲し、 SD54の東端部に向かうような配置で、同時期の一連の構築物である可能性がある。ま

たSA45の南北方向は SB55掘立柱建物跡、の長軸方向とほぼ一致することから、 SB55とSA42が同時の可

能性がある。

A 

I J 

押さ1;71ニ2，1.500m

SA42 

SA42A-B 

1 10YR2/3 黒褐色シJレト ややしまりなしO 士t!lLlI小牧 19，o含む。炭化物小枝

1%含む。

2 10YR3/3 1務褐シルト しまりあり。地ILI十:20%滋じる。

3 10Y R3/3 階褐シルト しまりあり。 地LLI小牧 5%含む。

SA42C-D 

1 10YR3/4 1情褐色シルト ややしまりあり。 1也tll中~小牧 5%含む。炭化物小

粒 29-6、焼上大~[þ粒 2%含むc

2 10Y R3/4 I倍同色シJvト ややしまりなし。地山中~小牧 5%台む。 炭化物;極

小粒 1%、;境二仁小粒 1%含む。

s 
1 IOY 黒褐色シ Jレト ややしまりあ 1)0 J:t!lLLJ小fi):lil%合む0

2 10Y E3/4 1清褐色シルト しまりあり。地山土 5~6混じる。

3 10YE4/6 褐色粘土質シルト 極めてしまりあり。地山ブロ y ク。

4 10Y R4/4 褐色シルト しまりあり。 1碕褐色土20%混じる。

S A42 I -J 

1 10Y R3/4 階褐色シルト ややしまりありコ地!l l大:粒 20~6含む G 炭化物小粒

5 9/6、焼土大牧 7%含むu

2 10YR4/4 褐色シルト しまりあり。 鳩山土30%混じる。炭化物IJ中立 1%含む。

SA42K-L 

1 10Y R4/4 褐色シルト ややしまりない納砂 5%合む。地山土10%混じる。

2 10Y R4/4 褐色シルト しまりあり。キIH砂 5%含む。地山土30%混じる。

SA42M-N 

1 10YE3/4 暗褐色シルト ややしまりあり。地山小粒 5%合む。

2 10Y R4/4 褐色シルト ややしまりなし。終日砂 5%含む。地tll土10%滋じる 0

3 10Y R4/4 褐色シノレト しまりあり。約砂 5%含む。地山土30%混じる。

G 

よい。

ロU
SA42 

10 1 H 

SK41 
)!~ül~高=2， 1 ， 800m

N 

S K41G-H 

1 10Y R3/4 日需品eシJlト ややしまりあり。土t!lLLI小粒10%含む。炭化物小粒

2%、焼土中~小粒 1%含む。

3 10Y R3/3 踏褐色ン J~ ト しまりあり。池山土209-6混じる。 炭化物中~小牧

5%含む。焼土中粒 2%含む。

5 10YRιレノ3 にぷい策褐色シ jレト しまりあり。地山 t60%混じるG

8 10Y R3/4 暗褐色シルト ややしまりありつ 地山土15%混じるO

9 10Y R5/4 にぷい黄梅色シ Yレト しまりあり。 地山土30%混じる。

10 10YR3/4 精褐色シルト ややしまりあり。地山土30%混じる。炭化物大粒

2%含む。

11 10Y R4/4 f詰色シルト しまりあり。地山土50%混じる。

12 10Y R3/3 暗褐色シルト しまりあり。地w小牧 5%含む。炭化物大粒 2%
A、」ト〉

1::...1 'u 0 

13 地山ゴこの再i部資}脅(伊!木疫のf也山部分)

14 IOY R3，/2 議褐色 γ ルト ややしまりありつ地LLIこt15%混じる。倒木痕の黒色

ニkが人る部分。

15 10Y R3/3 1情褐色シルト ややしまりあり。地!Ld二20%混じる。 炭化物小~中

校てすむ。 l:i'U二小牧 9-6含む。

16 IOY R3/2 i，U悔色シルト しまりあり。 1也山 HO%混じる。

(S .. Ll;.42) 

1 10Y R3/4 階褐色シルト しまりあり。 池山小粒 5915含む。炭化物中~小粒

5%、焼土大~小牧 5%含む。

2 10Y R3/3 1諸問1色 γ ルト ややしまりあり。}古山土 5%混じる。(絞状痕跡)

10Y R3/4 1清褐色γAト しまりあり。 地山土15%混じる。

SA45A-B 

1 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。池山小粒 1%含む。

2 10Y R3/3 暗褐色シルト ややしまりなし。地山IJ、粒 5%合む。

3 10YR4/3 にぶい爽褐色シルト しまりあり。地山土と階褐色土の混土。

S A45C D 

1 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりなし。地ILI小牧 5%含む。

2 10Y R4/3 にぶい策褐色シルト ややしまりあり。地山土40%混じる。

SA45E-F 

1 lOY R3/2 黒褐色シルト ややしまりなし。 地山小牧 1%合む。炭化物IJ、粒 l

H %含む。

一一 2 10Y R5/4 にぶい黄褐色シルト しまりあり。地山小粒;5%台む。

SA45G一日

1 10YR3/3 階褐色シルト ややしまりなし。

2 10Y R4/3 にぶい黄褐色シルト ややしまりあり。士t!lILIニiニ30%混じる。

32~ SA42.45板塀跡断簡土層函
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調査の記録

U 

第 4章

j主LV~I\~j=24 .400m

SA63 

S B63U-V 

1 10YR3/3 暗褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。(地山土は大塊状〕

炭化物小枝 2%含む。

10YR3/4 暗褐色シルト しまりあり。地山小粒20%含む。

10YR6/4 にぷい黄褐色粘土質シルト きわめてしまりあり。地山土の大塊に

暗褐色ニヒがひび状に混じる。

しまりあり。

ややしまりあり。地山小粒 5%含む。

しまりあり。士官山土20%混じる。

黒褐色シルト

黒褐色シル卜

暗褐色、ンルト

S A63 a -b 

1 10YR2/3 

2 10Y R3/2 

3 10YR3/3 

S A63 c -d 

1 10Y R3/4 

2 10Y R6/4 しまりあり。地山土20%混じる。炭化物小~中粒

ト しまりあり。地山土30%混じる。

ト しまりあり。地山中粒10%含む。
ト きわめてしまりあり。地山土と黒褐色土の混土。

黒褐色シルト しまりあり。基本属位の 3
にぷい黄褐色シルト しまりあり。

S B63W-X 
1 10Y R3/3 階褐色シルト

5 

2 10Y R4/3 

3 10Y R2/3 

4 10Y R4/4 
a 10Y R2/3 
b 10YR5/4 
S B63Y -Z 
1 10YR3/2 

E音褐色シルト しまりあり。地山大粒10%含む。

にぷい黄樫色粘土質シルト 極めてしまりあり。地山土に暗褐色

土が20%混じるo

ややしまりあり。地山土中粒 5%含む。炭化物小粒

S A63 e f 

1 10YR2/3 黒褐色シルト

2%含む。

10YR6/4 策燈色シルト

じる。

極めてしまりあり。地山崩壊土はj黒褐色土が30%混

しまりあり。池山土 5%混じる。炭化物小粒 2%含

しまりあり。地山小粒10%含む。

しまりあり。地山土30%混じる。地山土は極大塊状

しまりあり。地山土10%混じる。

しまりあり。地山中~小粒 5%含む。炭化物小粒

しまりあり。地山土20%混じる。

S A54A-B 

1 10Y R3/3 暗褐色シルト

2 10Y R3/2 黒褐色シルト

に入る。

10YR2/3 黒褐色シルト

むp

黒褐色シルト

む。

10YR2/3 黒褐色シルト

10YR3/3 暗褐色シルト

5 

10YR4/3 

与噌草子そ
P

L

2

 
EV3 

D C B
7
2
 

A
一

しまりあり。地山土 5%混じる。炭化物小粒 1%合

しまりあり。地山土 5%混じる。炭化物小粒 1%含

S A54C-D 

1 10Y R3/2 黒褐色シルト

む。

2 10YR3/3 暗褐色シルト しまりあり。地山土15%混じるO

a 10YR3/3 暗褐色シルト しまりあり。

b 10Y R5/4 にぷい黄褐色シルト 極めてしまりあり。

S A54E-F 

1 10YR2/3 

2 10Y R3/3 

1m 。
獲高=24.400m

SA54 
i噛アよ

黒褐忽シルト

暗褐色シルト

含む。

10YR4/4 褐色シルト 極めてしまりあり。地山土と暗褐色土の混土。地山土

は大塊状に入る。

しまりあり。炭化物小粒 2%含む。

しまりあり。地山土 5%混じる。炭化物極小粒 2%

S A54G -H 
1 10YR2/3 

2 10Y R3/2 

ややしまりあり。

ややしまりあり。地山土 5%混じる。炭化物小粒

黒褐色シ jレト

黒褐色シルト

2%含む。

2竜褐色シJレト

暗褐色シルト

しまりあり。地山小粒 2%含む。

しまりあり。地山土20%混じる。

3 10Y R2/3 

4 10Y R3/3 

S A54 1 -J 

1 10YR3/2 黒褐色シルト

2 10Y R3/4 暗褐色シルト

しまりあり。地山極小粒 1%含む。

しまりあり。地山土30%混じる。

P 深さ (c田) 底面擦問¥(m) g[j書lt(m) 

15 - 5 23，976 
356 

(この間 1本分欠)

16 -22 24.086 
34 

17 -40 23.947 

18 28 24.092 414 6 

19 26 24.119 
118 

20 -27 24.130 
92 

21 -23 24.167 
46 

22 -26 24.135 
80 

23 27 24.125 
134 

24 22 24.215 
138 

25 -28 24.140 
140 

26 …23 24.234 
194 

27 

SA54 

P 深さ (cm) 底面標高 (m) E巨聞ICm)

19211165762+6 0 8 6 8 α 

一27 24.084 

2 -26 24.070 

3 -22 24.141 

4 -26 24.121 

5 -21 24.164 

6 一17 24.205 
24 

7 -18 24.201 
134 

8 -12 24.285 
84 

9 -13 24.280 
34 

10 - 7 24.324 
30+α 

(西)

(東)

SA54 椋塀跡、 SA63 板塀跡①(東側)柱穴断面土麓~
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吋ァ
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P4 
西 東

て平ア

0 1 m  

「日 P3_~一
四束

℃ア可考17-

8B64 

西 P1東

町¥IIr2

黒褐色シル卜 ややしまりあり。炭化物小粒 2%含む。

にぶい策褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。地山土は大

塊状に入る。

S B64Pl 

1 10YR2/3 

2 10Y R4/3 

器
同
盟

薄
岳
協
議
什
跡
事

しまりあり。地山土30%混じる。

しまりあり。地山こと10%混じる。

ややしまりあり。池山土10%混じる。

しまりあり。地山土大粒状に15%含む。炭化物中粒

S B64P2 

1 10Y R3/3 

2 10Y R3/2 

3 10Y R3/3 

S B64P3 

1 10YR3/2 黒褐色シル卜

591o含む。

培褐色シル卜

黒褐色シlレ卜

婿褐色シル卜

2.78 

I 2必 I2必

...Jl 2.98 よ

8B64 

P 深さ (cm) 底面糠雨 (m) se離 (m)

-12 23.766 
168 

5 -24 23.682 
24 

6 -17 23.761 
32 

7 13 23.826 
64 

8 -24 23.701 
16 

9 -27 23.671 
26 

10 18 23白745
28 

11 -20 23.725 
120 

12 16 23.802 
172 

13 
144 

14 -13 :~3.873 
118 

15 5 23.976 

基準i¥¥j=24.100m

SA63 

しまりあり。地山小粒 5%含む。炭化物綴小粒 2%

黒褐色シルト ややしまりなし。地山小粒 5%含む。炭化物中粒

1%含む。

10Y R3/3 暗褐色シルト しまりあり。池山土40%混じる。

10YR6/3 にぷい黄澄色粘土質、ンルト 極めてしまりあり。婿tlll色土 5%混じ

る 。(西 )

S A63M -N 

1 lOYR3/2 ゑ褐色シルト ややしまりあり。地山小粒 5%含む0

2 10Y R3/3 培褐色シルト しまりあり。地山土20%混じるo

S A630 P 

1 10YR3/3 

lOYR2/3 

3 10Y R3/4 

S A63Q-R 

1 10Y R3/1 

ややしまりあり。地山大塊30%含む。

ややしまりなし。地山中粒10%含む。

ややしまりあり。池山土40%i混じる。

S A6:lK --L 

1 lOY R3/2 奈潟色シルト

含む。

暗褐色、ンルト

黒褐色‘ンルト

暗褐色シルト

しまりあり。地山土15%混じるo 炭化物中粒 1%含

S A63S-T 

1 lOYR2/3 黒褐色シルト

Uo 

lOY R4/4 褐色シルト 緩めてしまりあり。地山土30%混じる。

(東)

しまりあり。地山土大塊30%含む。

S B64 P4 

1 10YR2/3 黒褐色シルト

S864建物跡SA63板塀跡②(中央)、第 36図
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ぷ十 立京故"
尚=24.100m

SA65 SA63 

S A6~1 1 -J 

1 lOY R3/2 黒褐色シルト ややしまりなし。地山小粒 5%含む。炭化物大粒

2%含む。(板状柱痕跡)

2 10Y R4/3 にぷい黄褐色シルト ややしまりない地上LJ小粒101'1I合む。炭化物

小粒 2%含む。

3 10YR3/4 暗褐tsシルト 地山中粒20%含む。

SD63A-B 

1 10Y R3，/4 暗褐色シルト ややしまりなし。地山中粒 5%含む。炭化物小粒

2%、焼土中粒 1%含む。(板状柱痕跡)

2 10Y R4/'4 褐色シjレト きわめてしまりあり。地山土40%混じる c，

S D63C -D 

1 lOY R2，，/'3 黒褐色シルト ややしまりあり。炭化物極小粒 2%含む。

2 10Y R3/'2 黒褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。

S D63E -F 

1 10Y R3/'3 務褐色シルト しまりあり。地山大塊30%含む。

2 10Y R6，/'4 にぶい策燈色粘土 きわめてしまりあり。 1閣の暗褐lE.土が30%混

じる。

SD63G-H 

1 10Y R3/'3 暗褐色シルト しまりあり。地山ノト粒 5%含む。炭化物小粒 2%合

む。 C板塀痕跡か?)

2 10Y R2/'4 I清褐色シルi ト しまりあり。池山大塊30%含む。炭化物綴小粒 1%

含む。(摘方の;埋土)

3 10Y R4，/3 Iこぶい黄褐色シルト ややしまりあり。池山土10%混じる。炭化物

小粒 5%含む。 (SB67-P4)

4 10Y R4/' 4 褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。 (SB67-P4)

5 10Y R5/4 にぷい黄褐色、ンルト ややしまりあり。地山立:と!渚褐色土の混土。

CS B67-P4) 

S A65M-N 

1 10Y R3/1 黒褐色シルト ややしまりあり。地山ニヒ30%混じる。(板状痕跡)

2 10Y R4/6 褐色シルト 極めてしまりあり。地山土30%、黒褐色土10%混じる。

3 lOY R6/4 にぷい策援色粘土質シルト 極めてしまりあり。 i清褐色土10%混じ

るO

SA65 

(西)

P 深さ Cc田) 底面擦I笥 (m) 距離(m)

8 16 23.787 
180 

9 -19 23.796 

10 11 23，862 
144 ワ

11 8 23.860 

12 13 23.817 

13 - 6 23.840 

14 -30 23.596 

一
(東)

第 37国 SA63板塀跡③(西側)、 SA65板塀跡C[l(東側)
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第 1節検出遺構と遺物

A B C K L 

τず

D E F ♀ jH  

可-!Y::! 一古川

)，I~;\i，， :':j ~ 24.100111 。

SA65A-B 

1 10YR3/4 階褐色シルト しまりあり。池山土10%混じる。

2 10YR4/4 U音褐色シルト きわめてしまりあり。池山土に時褐色土が30%混じ

る。

SA65C-D 

1 10Y R4/4 褐色シルト しまりあり。地山中粒10%含む。

2 10Y R5/4 にぶい黄褐色シルト きわめてしまりあり。地山土に暗褐色土が10

%混じる。

SA65E-F 

1 lOYR3，./，j 暗褐色シルト しまりあり。地Lむこ!こ10%混じる。

2 10Y R5/6 ]竜褐色シルト きわめてしまりあり。 地山土に陪褐色土が15%混じ

る。

SA65G-H 

1 10Y R3/4 暗褐色シルト しまりあり。治山土10%混じる。

2 10Y R5/6 ]竜褐色シルト きわめてしまりあり。地山土に暗褐色土が15%混じ

るo

S A65 I -J 

1 10YR3/4 暗褐色シルト しまりあり。地山土10%混じる。

2 10YR5/6 黄褐色シルト 緩めてしまりあり。地tlJ土に陪褐色二i二が15%混じるo

S A65K-L 

1 10Y R3/4 陪褐色シルト しまりあり。池山土10%混じる。

2 lOY R5/ 

SA65 

(西)

? 深さ (c皿) 底面襟雨 (m) 距離 (m)

1 23.801 

994 2 (1-2) 9 23.871 

つ“ 13 23.850 
80 

(2-3) - 7 23.900 
50 

3 13 23.830 
96 

(3-4) -13 23.856 
72 

11 23.882 
72 

(4-5) 6 23.930 
88 

5 一 7 23.919 
68 

(5-6) 9 23.895 
70 

6 37 23.612 
68 

(6-7) 8 23.923 

7 22 23.744 一一一8一0一一「(東)

3 8図 SA65板塀跡②(西側)
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ML5'11r.:r...
1 

同事
同|

調査の記録

(生)

第 4章

斗
しまりあり。地山小粒 5%含む。炭化物'N:立5%含む。

褐色シルト しまりあり。地山大粒 5%含む。炭化物対立2%含む。

褐色シルト ややしまりあり。治山小粒 5%含む。

暗褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。

S A89C -D 

1 10Y R4/4 褐色シルト

SA89E-F 

1 10Y R4/6 

2 10Y R4/4 

3 10YR3/4 

S A89G-H 

1 10YR3/4 ややしまりあり。地山小粒 5%含む。炭化物極ノト粒

しまりあり。地山小粒 2%含む。炭化物4、粒5%含む。

きわめてしまりあり。地山土30%混じる。

2 10Y R4/4 

3 10Y R4/6 

同I SA回 1-J 

轟f)1 10Y R4/4 褐色シルト しまりあり。地山土10%混じる。炭化物林立2%含む。

な::;l" 2 10Y R4/6 褐色シルト ややしまりなし。地山土30%混じる。
:01 

ML53 I 

D 

「ミf

C ム 2 B 
:事ζ迂豆町

~ー臨
U
叶

H 

事
距離 (m)I 

基準高=2/1.300m

階褐色・ンルト

5%含む。

褐色シルト

褐色シルト町
沖

L 

G 

P 

7一

8
一9
一
m

11 

12 

Ut) 

M斗

K L 

一~

一¥下f

ミ1tC2

I 

。

斗

斗

I'iiil 

斗
(南)

SA89板塀跡第 39国

日
SAi25-P8 

G 
SA124-P9 

'CJノ
C 

ーしf

j走t\~高=24.800m

ヘ「N 

SA124闇 P19

M 2全米3
一一

I 4 I 

一一

ややしまりなし。

ややしまりあり。風化士I!l山土。

ややしまりあり。風化粘土。

暗灰黄色二t.極めてしまりあり。

オリーブ褐色土 しまりあり。

灰オリーブ色土 しまりあり。風化地山大粒。

ややしまりあり。 J鼠化粘土。

S A124P 1 -J 

1 10Y R3/2 黒褐色土

2 2.5Y5/4 策褐色土

3 2.5Y6/2 灰策色土

S A124P19 

1 2.5Y4/2 

2 2.5Y4/4 

3 5Y5/5 

4 2.5Y6/ヨ

m.:褐色土 ややしまりあり。炭化物中粒を少主義含む。

J)(黄褐色土ややしまりあり。粘土大粒含む。

S A124・125C-D 

1 7. 5Y R2/3 極暗褐色土炭化物大粒含む。

2 10Y R2/3 黒褐色土地山大粒含む。

S A124E F 

1 10Y R2/2 

2 10Y R4/2 

S A 1 24. 1 2 5板塀跡@柱穴断面土薦問

- 46一
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川
下

斗

第1節検出遺構と遺物

φ 
P 深さ (c田)底面襟品 (m)E巨毒症(立1) P 深さ (cm) 底面襟雨 (m)RB自在 (m)

106 
-31 24.287 18 -25 23.916 

324 56 
2 40 24.192 19 38 23.776 

138 22 
3 …28 24.125 20 -36 23.797 

134 70 
4 -49 23.922 21 18 23.937 

64 74 
5 -12 24.287 22 10 24.018 

130 80 
6 40 24.009 23 16 23.957 

158 80 
7 39 24.008 24 - 5 24.088 

172 
8 36 23.985 (南)

60 
9 -17 24.129 

74 
10 6 24.188 

394 
11 44 23.869 

178 
12 -14 24.156 

150 
13 8 24.238 

330 
14 39 23.898 

90 

D 
15 16 24.156 

234 
16 -28 23.934 

140 
17 9 24.082 

亡コ

A B C D E 

F 

G 日 K L 

3故 2~-2 2苅;:;z:::_

基準高=24.500m 

C 

日
目
ぃ
L
l
-
g
g
B
Y

E
一

MI51 4 10Y R3/3 暗褐色シルト ややしまりあり。地山土30%混じるo

SA90G-H 

1 10Y R3/2 黒褐色シルト ややしまりなし。地山中~小村 5%含む。

2 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。地山大塊~中粒10%含む。

3 10Y R3/3 暗褐色土と ]OYR5/6 黄褐色土の混土。

1¥ 10Y R3/3 I渚褐色シルト ややしまりあり。地山土30%混じる。

S A90 1… J 

] 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりなし。地山小~中粒]0%含む>0

2 10Y R3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地山小~中粒 5%含む。

3 10Y R3/3 暗褐色シルト ややしまりあり。池山土30%混じる。

SA90K-L 

1 ]OYR3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地山小粒10%含む。

2 10Y R3/3 暗褐色シルト ややしまりあり。地tlJ土40%混じる。

第 41図 SA90板塀跡
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液
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四
おL斗十

125・P1

ωア

P1 

撹乱

0 4m  

判ア
川

T

斗

斗

(東)

P16 P15 

斗

P14 

(丙)

SA125 

I p 深さ{圃)底面観高(m)距雌(m) P 深さ〈圃)底面様高(m)l>雌(m)

円ZL42 24286 1 I 17 I 24.544 

2 43 24.291 

FZ 
2 I 13 I 24.599 

3 30 24.416 3 I 29 I 24.4ω 

4 32 24424 

11716 6 

4 I 18 I 24.576 

5 31 24452 5 I 23 I 24.558 

6 25 24528 
1.64 

(この間2本分欠)

7 37 24430 
1.44 

6 23 24.626 円ヲ「
8 28 24.537 円17 7 I - ー

匿9 32 245ω 

巴E
8 I 14 I 24.8∞ 

10 31 24.545 (この間5本分欠}

11 43 24465 r--t:42 9 11 24.866 円!5「
12 ω 24426 「τr (この間1本分欠} ヤ一一一一

13 54 24.392 円γ 10 I 16 I 24.875 円:1τ
14 39 24.575 つ.28

(この間 l本分欠} ト一一一一一ー

15 31 24.644 円 40
11 11 24.876 h:a4 

16 32 24.662 R子
12 9 24.855 ト一一一一一

17 40 24.556 '-ー一一一一一一一
18 33 24.665 片面一
19 ω 24.510 円1F
20 25 24.750 

戸至二21 32 24.673 

一

SA124 

(丙}

(東〉

-
品
∞

S A 1 2 4・12 5板塀跡第 42図



第1節検出遺構と遺物

被塀跡出土遺物

SA42 

13は溝内埋土中から出土した。体部が湾曲して膨らむタイプである。

SA63 

14~17は溝内埋土中から出土した。 14は体部が湾曲して膨らむタイプで大型である。 15は高台付血で、体

部上半が大きく外反する。高台と底部は高さがほとんど同一で、ある。 16は外に張り出す高台付の椀である。

体部はやや膨らみがある。 17は小型の斐であるが口径を出すに至らない小破片である。

13 

15 

m
 

ρ
L
 

にリ

第 43図板塀跡出土遺物 (SA42.63)

4地点 種目Ij 器種 内・外国の特徴 底部の特徴 残存率 1台土 焼成 口径(cm)底径(('m)器高(Cm)外傾度 以i版寄与;ー

13 SA42 土師器 ;長G ((外内)) ロクロナデ 自転糸切り。
口なし

細砂混 良 5.2 44 
ロクロナデ 底75%

14 SA63 土師器 杯
(内)ロクロナデ 口13%

微砂i見 良 (13.0) 44 
(タト)ロクロナデ 底なし

15 SA63 土師器
高台付 (内)マメツ

1切(凹転で両r転来fl4J古I糸イ5l寸1切ー町り+りIサ-

口なし
微砂少混 やや良

寸V百日ら五0 3 円竹を三

44 
土f (外)ロクロナデ 底33%

16 SA63 土師器
高台付 (内)ロクロナデ 日なし

i数砂i昆 i全 44 
1不 (外)ロクロナデ 底33%

17 SA63 土師器 3246 口
(内)ナデ 口日以下

中砂混 良 44 
(外) /"，ラケズ J)i 1まなし

第 5表板場跡出土遺物観察表 SA42'SA63 
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第 4章調査の記録

3.柱列

板塀跡のように柱穴間を連結する溝跡がなく、柱穴のみが直線的に並ぶものや、 L字形@コの字形に並ぶ

ものを柱列として記載した。

以下の 7種に分類する。

I類 a 柱穴 2本 1組で構成されるもの

SA111・113・06

1類 b 柱穴 3本 1組が直線的に並ぶもの

SA128・62・123

1類 c 柱穴 4本 1組が直線的に並ぶもの

SA127・84・85.86

1類 d 柱穴 5本 1組が直線的に並ぶもの

SA06 

2類 a 柱穴 3本 1組がL字形に並ぶもの

SA129・130

2類 b 柱穴 6本 1組がL字形に並ぶもの

SAl12 

3類 柱穴 4本1組がコの字形に並ぶもの

SA59 

込v

窃

すも

円

h
u

ハ
υD

 d
t
s
-

C
U
D
s
 

m
凶
ヒ

A
寸

，

λ
寸

北 P2

@l 

L斗

SA59 

P4 
北

基準高士2/1.'100111

S B59P 1 
1 10YR2/3 黒褐色シルト しまりあり。炭化物大粒 2%含む。

2 10Y R4/3 にぷい黄褐色シルト しまりあり。地山土20%混じる。

3 10Y R4/2 I天黄褐色シルト 極めてしまりあり。地山二七40%混じるo

S B59P2 
1 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。地山小粒20%含む。

2 10Y R4/3 にぶい策褐色シルト ややしまりあり。地山土30%混じるo

3 10Y R5/4 にぶい策褐色シルト 緩めてしまりあり。地山土にi情褐色土が20%

混じる。

S B59P3 
1 lOY R3/3 暗褐色シルト しまりあり。地山小~中粒 2%含む。炭化物小粒

5%含む。

2 lOY R4/4 褐色シルト しまりあり。池山土30%混じる。

S B59P4 
1 lOYR3/3 暗褐色シルト しまりあり。地111小粒 2%含む。炭化物中粒 5%合

む。

2 10YR5/4 tこぶい策褐色シルト 極めてしまりあり。 地山土40%滋じる。

第 45図 SA59柱列
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SA85P1 SA85P3 

理要ヲ 1!f3 

4 

SA86P1 SA86P2 

北、吉1豆一 『てギニ1T 2三
2 

五ニ 2，!.')OOm

言問

査 SA84

lR 

タト

SA85P4 
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SA84Pi 

て主主ア

SA84P2 

北西

~巴立エc

んじ;i，I，，¥':j=2'1.50()l1l SA84P4 
西

k字「

SA85 SA86 

S B84Pl 

1 lOY R3/2 黒褐色シルト しまりあり。地山小粒 2%含む。

2 10Y R4/3 にぶい黄褐色シ Jレト きわめてしまりありロ地山土に階褐色土が

20%Z昆じるO

S B84P 2 

1 10Y R3/2 ミ褐色シルト しまりあり。地山小粒 1915含む。

2 10Y R3/3 培褐1!oシルト きわめてしまりあり。士tllLLI二七30%混じる。

S B84 P3 

1 10Y R2/2 黒褐色シ jレト しまりあり。j:也山小粒 59，6含む。炭化物極小粒 1%
ノ品、今、

にコ巴~ 0 

2 10Y R6/6 明言竜褐色粘土質シルト きわめてしまりあり。地111土大塊に黒褐色

土が20%混じるO

3 10YR4/3 (こぶい策褐色γlレト きわめてしまりあり。地山土大塊40%含む。

S B84P4 

1 IOYR2/3 黒褐色シルト しまりやゃあり。地山極小牧 2%含む。炭化物tjJ~

小粒 7%含む。

2 10Y R4/3 にぷい黄褐色シルト しまりあり。池山土30%混じる。

S B85P 1 

1 10Y R3/2 黒褐色シjレト しまりあり。池山中粒 5%含む。

2 10Y R3/2 黒褐色シルト きわめてしまりあり。士山 Lp:þ~大塊20%含む。

3 10Y R3/2 黒褐色シA ト しまりあり。 地山中~大塊10%含む。炭化物小粒

1%合む0

4 10Y R3/2 黒褐色シ)[/ト きわめてしまりあり。 地山大校~中塊40%含むG

S B85P3 

1 10YR2/3 謀総色シルト しまりややあり。地山小粒 5~b含む。

2 lOYR2/2 黒褐色シルト しまりあり。 池山大村'30%含む。

3 10Y R2/2 黒褐色シルト しまりあり。地山中粒15%含む。

4 10Y R5/4 にぶい策褐色シルト きわめてしまりあり。地山土大塊に階褐色土

が20%混じる。

S B85P4 
1 10YR3/3 暗褐色シルト しまりあり。士tl!山中牧10%含む。

2 1DY R2/3 黒褐色シルト しまりあり。地山大~中粒30%含む。炭化物中粒

1%含む。

3 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質シルト きわめてしまりあり。 地山土大塊に階

褐色土が15%混じる。

S B86P1 

1 10YR3/3 階褐色シルト しまりあり。地UJct粒10%含む。

2 10Y R5/4 にぶい策褐色シルト きわめてしまりあり。 池山大塊20%含む。

S B86P2 

1 10YR4/4 褐色シルト しまりあり。地山こと30%混じる。

S B86P4 

1 10YR3/2 黒褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。

2 10Y R6/4 にぶい策潟色粘土質シルト きわめてしまりあり。地山土に暗褐色

jニが10%混じる。

4 6図 S A 8 4 • 8 5 • 8 6柱列
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P3 

。

J.lsil，1:向=25.ω()m

Pi 
西

P2 
東 西

P3 

-3t戸 。

S A123P3 

S A 123Pl・P2

1 10YR3/3 暗褐色シルト しまりあり。粘性あり。地山粒子を多量に含むo

2 10Y R4/2 灰黄褐色シルト しまりあり。粘性あり。地山粒子を含む。

1 10YR3/3 精褐色シルト しまりあり。粘性あり。地山粒子を多量に含む。

2 lOYR4/2 灰黄褐色シルト しまりあり。粘性あり。地山粒子を含む。

3 10YR4/2 灰黄褐色シルト 極めてしまりあり。粘性あり。地山粒子を多量に

含む。

第 47図 S A 1 2 3柱列

SA06 検出後置

方 向 北一南 北から 3尺+1.5尺+2尺十 3尺

柱穴の特徴 円形 3尺が基本

方 向

SA59 I検出位

東から 5尺、南へ11尺、束へ11尺

柱穴の特数 i円形 11尺が基本

SA62 I検出 面山地

方向

柱穴の特徴!円形

北から 8尺十10尺

SA84 検出仕置

方 向 北-南 北から10尺十 6尺十11尺

柱穴の特徴 円形

SA85 l接出位置 地山首j

方 向 北-南 北から 7尺+6Kート 8尺

柱穴の特徴 円形 7尺が基本

SA86 地UJ函

方 向 北からは尺)十(8尺)十 7尺

柱穴の特徴 8尺が基本

SA110 検出位 地山面

方 向 西一束 西から10尺

柱穴の特徴 円柱か? I 10)亡が基本
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SA111 検出伎蓋

方 向 南一北 北から 4尺

柱穴の特徴 4尺が基本

SA112 

方 向 北から 7尺十 9尺+8尺十 8尺十東へ11尺

柱穴の特徴 8尺が基本

SA113 

方 向 同から 8尺

柱穴の特徴 I I出土遺物 iなし I 8尺が基本

SA123 I検出位置

方 向|西一束 西から 6尺十 6尺

柱穴の特種|方形 6尺が基本

SA127 検出位置 ILN53. L053. LP5~ l霊接遺講[なし 性!第 3日

方 向 Tlf:i-東 6.96m I推定計画尺|西から 9尺十 7尺十 8尺

柱穴の特徴 P 4 ・P3は板状柱痕跡あり l出土遺物!なし I 8尺が基本

SA128 

方 向 北西から 8尺十 8尺

柱穴の特徴

SA12号

方 向 西から 7尺、北へ 7尺

柱穴の特徴 7尺が基本

SA130 検出位置

方 向 北一甫一束 北から 4尺、東へ 6尺

柱穴の特徴 5尺が基本
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4. 井戸跡

1基検出したo SX33鉄浮捨場 に覆われており、 SN98製鉄炉など製鉄関係遺構が造営され操業する

時点では、すでに廃絶し壁の崩落と周囲からの土砂流入によって埋没が上部まで進んでいたことが分かる。

下部は隅丸方形で上部が逆円錐形であるが埋土中に、上部の壁の崩落土が多く混じっており、本来の形態は

上部まであった可能性がある。下部の側壁には底面から70-120cmの高さまで鉄分の著しい沈着が見られる。

調査時点では湧水はなかったが、使用時の湧水水位は比較的高かったようである。側板や井桁はない。

埋土中から出土した遺物はすべて廃絶し埋没後に堆積したものである。下部からは出土していない。関口

状態で自然流入土とともに土師器・鉄淳が流入または投入され、樫没が進んで、深さが約90cmの浅い阻みに

なったところで、人為的に埋め立てられている。埋め立て土にも鉄淳・土師器が含まれ、 SX33鉄浮捨場の

堆積土に連続する。 SA45板塀跡も SEI02井戸跡と同様に SX33鉄淳捨場に完全に覆われて検出されたことか

ら、いずれも製鉄との直接的関係はうすいと考えられる。

S正102

育三 態

埋没過翠

1、墨霊色呈 ヰお

ヰ寺 徴

f立 震 ILM' LN48 |層 位|第 3層上面 重捜遺講 SEI02→ SX33 

上部は円形、下部は隅丸方形 |上 端 径| 2.50m - 2.20m 下端径 1.54m - 1.36m 

関口状態で麗絶し、自然流入、上部に土器片・鉄浮の投入あり。 I深 さ 220cm 底面標品| 22.556m 

土師器片、鉄i宰 |想定水位 IO-120cm 湧 水!なし

素掘り。下部埋没後の大きな穴に土器片・鉄淳を多量に投入、最後は人為的に埋め立てている口

き焦i~'lj =25.000m 

S E102 

1 10YR2/2 黒褐色シルト ややしまりあり。池山小粒10%含む。炭化物小粒20

%含む。

2 10Y R6/3 にぷい策纏色シルト しまりあり。(J也山土の再准積)40%、10Y

R5/6 黄褐f¥シ jレト40%、10YR2/3 黒褐色シルト20%の混土。

3 10Y R2/1 黒色シルト ややしまりなし。 地山極小粒 5%含む。炭化物極小粒

2%含む0

4 10Y R3/4 lF計局色砂質シルト ややしまりあり。地山極小粒20%、地山中粒

5%含む。

5 10Y R5/4 にぷい黄褐色シルト ややしまりない地山之30%、黒色土10%混

じる 0

6 10Y R2/1 ，w，色シルト しまりなし。地IlJ小粒10%含む。

7 2層と同じ。

8 6層と!可じ。

9 10Y R3/2 黒褐色シルト しまりあり。地山土1O~15%混じる層と 10YR4/4

褐-Bシルト地Ll!土30~50%混じる腐の可:層、各 4 層あるo

10 10Y R2/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地LLi中粒10%含む層と10YR4/6 

褐色シルト中粒属議褐色土10-20%混じる闘の瓦j菌、各 2屑あるυ

11 8溺と|司じ。

12 10Y R5/4 にぶい黄褐色総砂層。 10YR1.7/2占禁色土が20%混じる。

13 10Y R1. 7/2 黒色シルト ややしまりあり。締砂極IJ、殺 2%含む。

14 10Y R5/4 にぷい策潟色細砂層。 10YR2/2黒褐色シルト 30%混じる。

15 10Y R3/3 階褐色シルト ややしまりあり。地山土30%混じるO

16 10YR2/2 黒褐色シルト しまりあり。地山土10%混じるO

17 1日YR5/6 ~立褐色シルト しまりあり。地山土に黒色土が20%混じる層 (2J留)

と10YR2/3 黒褐色シルトに地山こた30%混じる層(l層)の五属。

18 16 J讃と同じ。

19 17層と同じ。 10YR5/6黄褐色シルト層 (5J~) と lOY R2/3黒褐色シルト

( 5 J欝)の五属。

20 10Y R7/2 にぷしも黄綬色絢砂混じりシルト しまりあり。階褐色土10%混じる。

21 20に!可じ。 ややしまりあり。

22 10Y R3/4 暗褐色シルト ややしまりあり。 20層の土が10%混じる。

23 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりなし。地山土10%混じる。根性大、板、木の

腐った状態のものを多く含む。

24 20に向じ。

25 10YR5/4 にぷい階褐色シルト しまりなし。植物体少震含む。

4 8図 S E 1 0 2井戸跡
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i 土 坑

合計31基を検出した。形態 e 埋土 e 遺物の出土状況等を勘案し、以下の 8種類に分類する。

1類 a 平面形は円形または楕円形。埋土は人為的埋め立て。埋土中には土師器破片・フイゴの羽口破片・

鉄j宰が多く混じるが、小破片が多く完形品はほとんどない。遺物の種類や量に規則性がなく査な

どの須恵器や祭杷的遺物は含まれない。焼土粒や焼土ブロックが混じるものもある。

SK01・20・25・39・53・118・119・76・99・107

1類b:平面形は円形または楕円形。埋土中には遺物が多く混じる。遺物の特徴は 1類 aと同様である。

埋土は自然流入。地山土粒が混じる。

SK (16) 58・103(131) .118 (120) 

2類 :平面形は不整形。円形や楕円形の小土坑が多数重複して集合した状態、で、底面は凹凸が著しし'0

壌土には地山土粒が多く混じる部分がある。埋土の下部では人為的埋め立てと思われる部分もあ

る。上部は自然流入。埋土中には遺物が多く混じるがほとんどは破片である。

SK16・131・120・101

3類 :平面形は円形。直径 1m前後。浅い中華鍋状の形状である。底面から上端部まで全面的に漣い

炭化物層が形成されている。埋土中に炭化物が多く混じる。埋土は自然流入。

SK31・35・36

4類 :平面形は不整円形。上端部の長軸は、約 1m70cmo 須恵器査が含まれる。埋土は人為的埋め立て。

SK57 

5類 :平面形は円形または楕円形。やや探く円筒形の形状である。直径は80cm。埋土は地山土が多く

混じり、人為的埋め立て。

SK41・44・132

6類 :平面形は不整円形や隅丸方形など。上端の最大径は 1m未満。埋土は自然流入。埋土中には遺

物が少量含まれるが、 に混じったもの。

SK21昏 22・23・24‘69.70

に、土坑の機能を推定する。

1類利点埋土が人為的埋め立てで出土遺物は埋め立て時に投入されたと推測される。祭詑遺構や製鉄炉

下部の防混構造とする積極的根拠もないことから、廃棄物・不要!拐を投入し埋め立てた廃棄用土坑と考えら

れる。 1類 bも同様に廃棄用土坑と考えられるが埋め立てられておらず、ある程度長期間継続して使用され

たものであろう。 1類 aはその場所の再利用を前提にし、 1類bは崩辺遺構群の中では比較的最終段階に近

い時期にも機能していた可能性がある。 2類は、形態や底面の状態から、粘土(地山土)採掘坑の可能性が

高い。粘土(地山土)の供給先としては製鉄炉の炉壁等が考えられる。 SK 1 6では、地山土採掘後に廃棄

用土坑として利用されている。 3類は、小規模で簡便な炭焼き施設と考えられる。 4類は、規模・埋土・須

出土からみて、土坑慕の可能性がある。 5類は、形態からみて柱穴と考えられる。 6類は、 1~ 5 

類のように機能を推定することができないものを一括した。
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S KOl 
1 10YR4/4 褐色シルト しまりあり。粘性あり。焼土粒・炭化物粒を含む。

2 10Y R4/8 赤褐色シルト 焼土。ややしまりあり。焼土大粒・炭化物大粒を多

く含む。

同i
紫式E高ニ 24.800m

C 

d主

同
c、
F叶

己ご〉

一

基準高ニ24.300111

S K16 

1-a 10YR1.7/1 ，'¥tl色シルト ややしまりあり。黒褐色土小粒 1%含む。 6 10YR2/3 泉褐色シルト しまりあり。地山土10%滋じる。炭化物小粒 1%台

1-b 10YR2/2 祭褐色シルトややしまりなし。 1… a層と3-a層が10%混じ む。

る。 7 10YR3/2 黒褐色シルト しまりあり。地山土20%混じる。炭化物中~小粒

2-a 10YR2/1 祭潟色、ンルト しまりあり。地山土30%混じる。 1%含む0

2-b 10Y R3/2 ~黒褐色粘土質シルト しまりあり。地山土15%混じる。炭化物 8 10Y R2/3 黒褐色シルト ややしまりあり。地山小粒 5%含む。炭化物小粒

中~大粒 1%含む。 1%含む。

3-a 10YR3/2 黒褐色シルト しまりあり。地山小粒 2%含む。炭化物小粒 9 10Y R3/3 I清褐色シルト ややしまりなし。地山土10%混じる。

1%含む。 10 10Y R4/2 灰黄褐色粘土質シルト しまりあり。地山土30%混じる。

3-b 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。地山小粒 1%含む。炭化物小粒 11 10YR4/2 にぶい黄褐色粘土質、ンルト しまりあり。地山土20%混じる。

1%含む。 12 10Y R3/2 黒褐色‘ンルト しまりあり。炭化物小~中粒 2%含む。焼こt小粒

3-c 10YR2/3 黒褐色シルト しまりあり。池山土 5%混じる。炭化物小粒 2%含む。

2%含む。 13 10Y R2/2 黒褐色シルト しまりあり。炭化物極小牧 2%含む。

4… a 10Y R3/2 黒褐色・ンルト ややしまりあり。地山土30%混じる。炭化物小 14 10Y R3/2 黒褐包シルト しまりあり。炭化物小~中粒 5%含む。焼ゴこが20%

粒 1%含む。 混じる。

4-b 10YR2/3 黒褐色シルト ややしまりなし。地山土40%混じる。炭化物小 15 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト きわめてしまりあり。地山土50%混じる。

粒 1%含む。 炭化物小粒 1%含む。

5-a 10Y R5/3 にぶい策褐色シルト きわめてしまりあり。地山土に階褐色- 16 10YR2/2 黒褐色シルト ややしまりなし。地山小粒 2%台む。炭化物小粒

にぶい策褐色ニヒが30%混じるo 2%含む， 0 

5-b 10Y R3/3 暗褐色シルト ややしまりなし。地山土に黒褐色-sEi褐色土が 17 10YR3/2 黒褐色シルト ややしまりなしむ地111土 5%混じる。炭化物小粒

40%混じる。 1~6台む。

第 49図 S K 0 1 .16土坑
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SK01 f立 蓋 IMF. M開 |層 位|地山崩 重複遺構 なし

育手 ~".~そ 円形 |上端控 1. 94 m - 1. 84 m 下端径 1. 78m - 1.72m 

理 没過程 焼土塊，土器片・鉄淳を投入し、人為的に埋め立て。 I深 さ 18cm 底面標高1 山 m
1、五夏包 物 土師器被片園鉄i宰。図示なし白 性 格廃棄用土坑

特 徴 SK20 . 25と同種の廃棄用土坑。土坑の下部のみ残存し、上部は削平されている。

SK16 位置 L問層位|山 重接選構 SK16→ SB60P13 

形態 不整円形 |上端接 3.52m - 2.90m 下端接 3.02m - 2.88m 

理 没 過寝 下部は地山土の多く混じる土で埋め戻し。上部は自然流刈深 さ 55cm 底面接晶|

遺 ヰ忽 土師器(j不18-23)、鉄淳、石器 (21) 性 格粘土採掘坑

特
2 

が多く、多数の不整形土坑の集合体状。粘土費シルトの地山土を掛り込み、その下の粘土層ま、達している。

SK20 {立 議 IMG51 重護遺構 SK20→撹乱(範確トレンチ)

育三
品懸帆 楕円形 |上端径(1.58 m) ー(1.26m) 下端径 (1.38m) - (1.18m) 

埋没過程 土器片・鉄浮・羽CJを投入し、人為的に埋め立て。|深 さ 19cm 底面標高 I~~ 山
遺 争指 ιi二師器(J不24-27、護29)、フイゴの羽口 (28)、鉄浮 性 格廃棄出土坑

特 徴 SK01、25と同種。土坑の下部のみ残存し、上部は削平されている口

SK21 性 置 IMD54 重護遺構 なし

形 世見己~ 不整円形 |上端窪 1. 58m - 1. 52m 下端 f圭 1.20m - O.72m 

埋没過程 関口状態で廃絶し、自然流入。 |深 さ 39cm 底面標晶124477

遺 物 土師器(高台付杯31・鍋32) 性 格不明

特 徴 土坑が重複している可能性あり。土坑の下部のみ残存し、上部は削平されている。

SK22 意接選構 なし

形態 不整楕円形 |上端径 0.86m - 0.74m 下端径 0.44m - 0.50m 

埋 没過程 関口状態で廃絶し、自然流入。 |深 さ 13cm 鹿商標高| 24.698m 

選 ヰ初 土師器、鉄j宰。図示なし口 性 格|不明

特 徴 土坑の下部のみ残存し、上部は削平されている。検出した時点では隅丸方形プランだ、った。

SK23 位 霞 IMD53 |層 位|地山面 重複遺構 なし

育5 態 椅円形 |上端径| 0.79m - 0.51m 下端径 0.40m - 0.40m 

埋 没過程 関口状態で廃絶し、自然流入。 |深 さ 10cm 底面標高1M772

選 物 なし。 性 格不明

ヰ寺 徴 士坑の下部のみ残存じ、 正部は自Ij王子きれている c
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調査の記録

26 

第4章

SK23 

事長L経由jここ25.000m
準高ニエ25.000111

S K20 

1 10YR2/3 黒褐色、ンルト しまりあり。地山中粒 5%含む。炭化物C!Jtil2%、

焼土小粒 1%含む。

10YR3/4 培褐色シルト しまりあり。地山大~中粒10%含む。炭化物大~中

粒 5%、:焼土大~中粒 3%含む。

3 10Y R3/3 ff音褐色 γ ルト ややしまりあり。池山ナ:30%混じる D 炭化物小粒

1%含む。

基準r'，'ij=24.500m 

SK24 

S K23 ::K~i宗j'.'1j =2!1.900m

1 IOYR3/2 黒褐色シル卜 しまりあり。池山小粒10%含む。炭化物小枝 191ム
:l;i'~土小粒 19-ó含む。

2 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。地山土20%混じる。

3 10YR4/3 にぷい葉褐色粘土質シ Jレト きわめてしまりあり。地LiJ土に黒褐色

土が30%混じる。

S K24 

1 10YR3/4 目的容色シルト しまりあり。地山中~大紋10%含む。 炭化物中粒

1%、焼土大~中粒 296含む。

2 10Y R5/6 言葉褐色粘土質シルト きわめてしまりあり。地山土(10YR5/8 

ンルト質粘土)と精褐色土の混土。目前局色土が40%混じる。 炭化物人

;焼ニiニを含まえEいロ

S K25東西べ Jレト

1 10Y R3/勺 暗褐色シルト しまりあり。地山小粒 59-o含む。 炭化物中粒 59u、

焼了j-.中約~4 ~f)含む。

10Y R3/3 暗褐色シルト しまりあり。地山土20%混じるO 炭化物小粒 1%台

むo

10Y R4/4 掲包シルト きわめてしまりあり。池山土309u混じる。池山ニiニ(;j:;J、
塊状。

10Y R5/8 1立褐色粘土質シル i、

S K21 
1 10Y R2/3 黒褐色シルト ややしまりあり。 池山小牧 59-6含む。炭化物中粒

5%含む。

2 lOY R3/3 暗褐色シ)vト

合む。

3 10Y R4/3 にぶい黄褐色シルト しまりあり。地山土40%混じる。

4 10YR2/3 黒褐色シルト ややしまりあり。地LU土 5%混じる。炭化物小粒

1%含むむ，0 

5 10YRミ3/ノｿ//勺J

6 10Y R2丸/3 ~泉禁褐色シノルレト ややしまりあり O 地iμ山lJ土 5%i.滋昆じる。 i炭夫化物極大~

中粒 59-6合む。

10YR2/3 黒褐色シルト しまりあり。池山中粒 5%含む。炭化物大~中粒

5%、焼土大~中粒79/o含むO

8 10Y R4/3 にぶい黄褐色 γ ルト しまりあり。池山土10%混じる。 炭化物中粒

5%含む。焼土大~中粒 2%含む。

9 10YR4/4 褐色粘土質シルト きわめてしまりあり。地山土30%滋じる。

10 10Y R3/<1 I情褐色シルト ややしまりあり。地山土2096混じる。炭化物小粒

1%含む。

しまりあり。 地111土20%混じるυ 炭化物極小粒 1%

しまりあり。地山土10%混じるO 炭化物小牧 1%合

S K22 
1 10YR3/3 階褐色シルト

コ

'Wo 

iωOYR3/勺3 H踏音静F潟渇色シルト

3%含む。

10Y R2/3 黒褐色シルト

しまりあり。 治山極小粒 1%台む。 炭化物中~小粒

しまりあり。地山中~小粒30%含む。

きわめてしまりあり。地山ニヒが崩壊し、日前省

色二土がひび状に入り込んだ部分。

• 
・
.・・・・• • 

• 
-
a
 

• .
 
・

.

.

 

•• 

• 

・
・
・
・
‘

.
s
s

a町

}

-

h

・・

・・

.

e

・・
a
-
-
a

・
・
・
・
・
'
-

a

-

-

a

 

•. 十

.

.

.

.

 

占と業~~1î = 24，600111 

.22 . 2 3 . 2 4 . 2 5土坑

- 58 

S K 2 0 • 2 1 第 51 Ii{] 



SKl6 

SK20 

S1¥:20 

三三上司

SK16 

SK16 

~ I亡グイ
S[(16 

SK20 

29 
SK20 

__.-/ /' 32 
目~ SK21 

第1節検出遺構と遺物

SK16 
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第 4章調査の記録

SK24 イ立 置 IMG55 |層 位|地山面 重複遺講 なし

形 告見3白2 不整隅丸方形 |上端径| 0.69m - 0.57m 下端径 0.62m - 0.51m 

理没過程 関口状態、で廃絶し、自然流入。 |深 さ 5cm 底面標晶|24537

選 物 土師器破片。図示なし。 性 格不明

特 徴 土坑の下部のみ残存し、上部は削平されている。

SK25 f立 置 IMF52 重複遺構 なし

背三 告足長U 楕円形 |上端径 1. 97m - 1.62m 下端径 1.84m - 1.48m 

埋没過程 土器片・鉄i宰を投入し、人為的埋め立て。 |深 さ 20cm 底 面 標 高 | 24.249m 

選 物 土師器(均二33)、鉄淳、フイゴの羽口 性 格|廃棄用土坑

特 徴 SK01・20と同種。土坑の下部のみ残存し、上部は削平されている口

土坑内出土遺物

SK16 

杯では体部が湾曲して膨らむタイプ (18) と、直線的に外傾するタイプ (19・20・22・23) がある。口縁部

は直線的につくられる傾向が強いようだが19は外反している。警は小破片が多く図示していない。 21は二次

加工のある剥片である。 SK16土坑の埋没過程で土砂とともに混入したもの、 2点が接合した。素材剥片の

打面倒・末端側ともに打癌を含めて切断除去されている。末端側は切断面を打直として裏面の両側縁に二次

加工を施している。その後に裏面右側に二次加工を施し成形している際に、加撃が強すぎて折れたと思われ

る。刃部は作出されておらず、おそらく不定形石器を作成する途中で折れてしまったため廃棄されたもので

あろう。

SK20 

24~27は埋土中から出土した均二の底部である。 24 ・ 25は体部が湾曲して膨らむタイプ。 26 ・ 27は直線的に外

傾するタイプである。 29は大型の斐の底部で平底である。外面は口縁部側から底部側に向かつてヘラケズリ

番号 出土地点 種別 器種 !今・外面の特髄 底問の特撮 残存率 胎土 焼11lt 口径{{'m)底筏(cmi器品川j外傾度 図阻番号

18 SK16 土師器 杯
(内)ロクロナデ

回転糸切り Q 
口45% 細砂j昆 良 (13.0) 5.2 5.1 

院
(外)ロクロナデ 底100% 右30.0

0

SK16 二日市器 士不
(内)ロクロナデ 口15%

細砂混 良 (14.0) 53 
(外jロクロナデ !氏なし

20 SK16 土姉器 均:
(内)ロクロナデ

回転糸切り Q 
口84% 11技砂j見

良 11. 7 5.4 5.3 
京25.0

0

53 
(タト)ロクロナデ }氏100% 粗砂少混 右34.0

0

22 SK16 土師器 j;ド
(内)ロクロナデ

h同帥附f符iドパう3守吋 ミ心i; v伏~Ic白[:1必i主 口なし
{絞る少i昆 良 (5.2) 

(外)ロクロナデ 底67%

23 SK16 土師器 杯
(内)ロクロナデ

回転糸切り
口なし

jl投砂j昆 良 (5.5) 53 
(外jロクロナデ }ま25<Yo

24 SK20 土師器 J不
(内)マメツ

回転糸切り
口なし

細砂j昆 良 (5.1) 53 
(外)マメツ 底67%

25 SK20 土日i!i器 士ヰ;
(内)ロクロナデ

冊転糸切り Q 
仁!なし

市III砂混 良 5.2 53 
(外jロクロナデ 底100%

26 SK20 土師器 勾:
(内jロクロナテ、

阪干1反1吋;1犬I:E切'iIiり Q 
iコなし {放砂混

良 5.2 53 
(外)ロクロナデ 底100% 粗砂少混

27 SK20 土師器 長G
(内)ロクロナデ

回転糸切り Q 
日なし

中砂J見 良 (6.0) 53 
(外)ロクロナデ 底50%

29 SK20 土師器 斐
(内)ナデ

マメツ
口なし

粗砂多混 良 (8.5) 53 
(タト)ヘラケズリ↓ 底25%

31 SK21 土師器
高台付 (内)マメツ

マメツ
口なし

キ!日砂混 二次i↓!受L熱 向((76性 を 53 
長G (外)ロクロナデ 底100%

32 SK21 土師器 鍋
(内)指オサエ→ナデ

(ヘラケズリ)
口なし

細砂多i見 良 (一) 53 
(外)ヘラケズ 1)↑ 底5%以下

33 SK25 土師器 上司;
(内)マメツ

回転糸切り
口なし

細砂少混 やや良 (5.5) 53 
(外)ロクロナデ 底33%

番号 出土地点 種別 特 徴 胎土 平1日間 先端部 アガβ2ラ;品Iス 二長さ (cm)タトf歪(Cm)孔径(cm)Jさ1i~ifi~ 端部角 図版番号

28 SK20 羽口 30と伺-{間体か。鉄は付着せずσ スサ入り 。 。 。(8.0) (7.2) (3.9) 53 

30 SK20 羽口 28 と!可イ肉体か。鉄i!~ は lW.í::i量付着。 スサ入り 。 。 。(7.2) (7.4) (3.5) 53 

番号 tll土地点 器 手重 年寺 徴 刃部角 長(crn) I~r~ (crn) !字さ(crn)f立さ(守)!万i担番号

21 SK16 二次加てのある手ul干 不定形石器の米製品か。 5.0 6.0 2.1 36.4 53 

第 5表土坑出土遺物観察表(1 ) SK16・SK20• SK21 • SK25 
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検11¥遺構と遺物第 1節

調整されている。 28・30はフイゴの羽口の先端部に近い部分である。表面が溶融しガラス化した部分や鉄浮

が付着した部分がある。

⑧
 

1a 1b 

-可~
" a 

SK31 ・ Jj~i経治'j= 24.100m 

SK35・36・J主権尚=23.800m 

一

一

一

S K31 S K35 

1 10YR2/2 黒褐色シルト しまりあり。地山土 5%混じる。生の木根が入り、 1 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。炭化物 29-6含む。lOYR5/6 黄褐色

ガラス片が出土。 粘土小塊焼土中粒 1%及び中粒 29-6、7.5YR4/6 褐色焼土中村

2 lOY R2/2 黒褐色中砂混じりシルト しまりあり。中砂は10%混じる。炭化物 1%台む。
大粒(1O~30mm) が層状に入るO 中砂も扇状に流入した状態で人 2 7.5YR1.7/1 黒色 うすい炭の腐である。しまり弱くブヨブヨしている。覚

る。 黒である。

3 10Y R4/3 Iこぶい策褐色中砂混じりシ Jl，ト しまりあり υ 中砂は20%混じる。 SK36 
炭化物小粒 5%含む。 l-a 10YR5/6 ]立褐色シノレト質粘土 かたくしまっている。 粘性弱。造格破

4 lOYR3/2 泉褐色シルト しまりあり。中砂 5%混じる。炭化物小粒が扇状に 認部まで削王手され疲土轄地された際に、めり込んだ盛土。

入るo 中砂も層状に流入した状態で入る。 l-b lOYR4/4褐色粘土+lOYR4/6褐色シルト質粘土十10YR5/6黄褐色シル

5 10Y R4/2 J天葉褐色、ンルト きわめてしまりあり。炭化物小粒 2%合む。 ト質粘土 かたくしまっている。 粘性言語。遺構篠認函まで削ijLさ

6 lOYR2/2 黒褐色シルト しまりあり。粘性ゃゃあり。底面近くには、原さ5 れ盛土整地された際lこ、めり込んだ盛土。

111111の炭化物層があるO 局中にも炭化物小牧は入るが砂粒は人らな 2 10YR2/3 黒褐色シルト しまりあり。粘性あり。炭化物中粒 2%含む。 7.5 
YR4/6 褐色燐土中粒 2%含む。

3 7. 5Y Rわノ3 褐色シルト しまりあり。粘性あり。炭化物中位 1%合む。

.35 . 3 6土坑

SK31 f立 置 IME44・45 |層 位|地山麗 重複遺構 なし

百手 態 円形 |上端径| O.92m ~ O.85m 下端筏 O. 70m ~ O.61m 

埋没過程 関口状態で廃絶し、自然流入。 l深 さ 24cm 底面襟品| 23.698m 

遺 物 土師器破片、鉄浮。医l示なし。 性 格|炭焼坑

特 徴 底面に薄く炭化物層が形成されている。 SK35・36と同種。

S K 3 1 第 53図

SK35 イ立 霞 IMF41 |層 位|地山面 震複遺構 なし

形 態 円形 |上端接| O.90m ~ O.88m 下端径 O.26m ~ O.21m 

埋没過程 関口状態で廃絶し、自然流入。 |深 さ 15cm 底面標高| 23.469m 

遺 ヰお なし。 性 格|炭焼坑

ヰ寺 f数 底面に薄く炭化物層が形成されている。 SK31・36と同種。
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第 4章調査の記録

ー ムよ4

オミ根 i 
田町一ー ¥ / 

『滝=--ベjじ)2~r---同
1----- '"でふ------3 ，，/ 

『時間--、命、4

基準高=24.700m 

q 

G主

o 

主主準高=24.700m 

S K44 

1 10YR3/4 If音褐色シルト しまりあり。地山土 5%混じる。炭化物小粒 2%
含む。

2 10Y R4/4 褐色シルト しまりあり。地山こた20%混じる。炭化物4略立1%含む。
3 10Y R4/3 にぶい黄褐色シルト しまりあり。地山土30%混じるo

S K39 

1 lOY R3/2 黒褐色シルト しまりあり。地山小粒 2%含む。炭化物小粒 5%、
焼土中粒 1%含む。

2 10Y R3/3 暗褐色シルト しまりあり。地山極小粒 1%含む。炭化物中~小粒
5%、焼土中粒 1%含む。

3 10Y R3/4 U者褐色シルト ややしまりあり。地山中粒5含む。炭化物極小粒
11%含む。

4 10Y R3/4 暗褐色シルト ややしまりあり。地山二七10%混じるo

S K41・131・SD42A-B
3" 1 川町/4 暗褐色シルト ややしまりあり。地山土IJ、粒10%含む。炭化物小粒

2%、焼土中~小粒 1%含む。 (SK41) 
2 7.5YR3/4 If者褐色シルト ややしまりあり。地山土小粒 1%含む。炭化物大

~中粒5%、焼二i二中粒 5?1S含む。 (SK41) 
3 10Y R3/3 H音褐色シルト しまりあり。 地111土20%混じる。炭化物中~小牧

_ 5%、焼土中粒2%含む。 (SK41) 
:J 4 10Y R3/3 暗褐色シルト しまりあり。地山土小~中粒 5%含む。炭化物中~

小粒 2%、焼土小粒 1%含む。 (SK41) 
10Y R4/3 にぶい策褐色シルト しまりあり。地山土60%混じる。 (SK41) 
lOYR4/3 にぶい黄褐色シルト しまりあり。地ildこ50%混じる。炭化物小粒

2%含む。 (SK41) 
7 10Y R4/4 褐色シルト ややしまりなし。地山土309u混じるo (SK41) 
8 10YR3/4 n音褐色シルト ややしまりあり。地山ニiニ15%混じる。 (SK41)
9 10YR5/4 にぶい貨褐色シルト しまりあり。地LU土30%混じる。 (SK41) 
10 lOY R3/4 暗褐色シルト ややしまりあり。地山土30%混じる。炭化物大粒

2%含む。 (SK131) 
11 10Y R4/4 褐色シルト ややしまりあり。地LU土50%混じるo (S K 131) 
12 10Y R3_/3 時褐色シルト しまりあり。 地山こた小牧 5%含む。炭化物大粒2%

含む。 (SK131) 
13 地山土の再土佐穣層({fIJ木痕の地LLI部分)(S K131) 
① 10YR3/4 暗褐色シルト しまりあり。地山土小粒 5%含む。炭化物中~小粒

5%、焼土大~小粒 5%含む。 (SA42) 
② lOY R3/3 1務褐色シJ"ト ややしまりあり。地山土 5%混じる。 (S"11~42) 
③ 10Y R3/4 培褐色シノレト しまりあり鳩山土15%混じる。 cS A42) 

SK131.132C-D 
14 10Y R2/3 黒褐色シルト ややしまりない地山ニiニ小粒 1%含む。 炭化物小

粒 1%含む。 (SK131) 
15 10Y R3/3 碕褐色シルト しまりあり。地山土20%混じる。 (SK13l)
16 10Y R3/3 U者褐色シルト しまりあり。地山土小粒 5%含む。 (SK131) 

第 54図 SK 39 . 4 1.44 .13 1 .132土坑
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S 1(53曾 118'1l9'120A-B 

1 10YR3/4 s者福色シルト しまりあり心 地山中涜10%含む。炭化物大粒 5%、

焼土大校~小粒 2%含む。 (SK53) 

2 10YR3/3 階褐色シルト しまりあり。地ILI二iニ30%混じる。炭化物大粒 5%含

む。焼土大塊~cjヨ粒 7%合む。 (S K53) 

3 a 10Y R3/4 暗褐色シルト しまりあり。地山土209'o混じる。炭化物大粒~

小塊 29~ô 含む。焼土小粒 291i含む (S K53) 

3 b 10YR3/4 1情褐色シルト しまりあり。池山土15%混じる。炭化物ιj:J粒

2%含む。焼土中粒~小粒 2%含む (SK53) 

1 JOYR4/4 ig色シルト ややしまりあり。池山二l:::15%滋じる。炭化物小牧 29'O

合む。:焼土小枝 1%含む。 (SK118) 

5 10YR十/，1 褐色シルト ややしまりあり。 地山土10%混じる。炭化物小殺 29-6

合む。 (SK118) 

6 10YR3/3 1清褐色シルト ややしまりあり。士I.!JLLJ土10%混じる。炭化物中粒

5%含む。焼二!こcjヨ粒 1%含む。 (SK118) 

7 10YR2/な黒褐色シルト ややしまりあり。地111土 7%混じる。炭化物小村

5915含む (SK118) 

8 10YR3/2 立褐色シルト ややしまりなし。 J也LLJ土 5%混じる (SK119) 

9 10Y R2/3 黒褐色シルト ややしまりなし。}也山土10%混じる。炭化物小粒

1%含む。 (SK119) 

10 10Y R5/4 にぷい策褐色シルト しまりない地ilJ崩壊土40%混じる。

(S K119) 

11 10Y R2/1 黒色シルト ややしまりあり。地LLI土 5%混じるO 炭化物小粒 2%

含む (SK119) 

12 10Y R2/3 Ji\~褐色シルト ややしまりない池山土 5%混じる。炭化物小粒

2%含む。 (SK120) 

13 10Y R3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。池山土 5%混じる。炭化物小粒

5%含む。 CS K120) 

14 10Y R3/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地山土30%混じる。 (SK120) 

15 10Y R5/6 業褐色粘土質シルト きわめてしまりあり。暗褐色土30%混じる

(S K120) 

iたLii主l'う'j= 2，1.600111 
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S K53. 118・119・120C-D

16 10YR3/4 階褐色シルト ややしまりあり。 JI.!Jはl土20%混じる。炭化物中粒

5%合む。:境土小粒~中粒 7%含む。 (SK120) 

17 10YR4/4 褐色シルト しまりあり。地山土30%混じる。炭化物中~小粒 2%

含む。 (SK120) 

18 7.5YR4/4褐色シルト ややしまりなし。炭化物小牧 1%、地山ノ同守2%含む。

(S K120) 

19 10YR6/4 にぷい黄褐色シルト きわめてしまりあり。地111土に階褐色土10%

滋じる (SK120) 

20 10YR5/6 ~立褐色シルト きわめてしまりあり。 地山土60%混じる。

(S K120) 

21 10YR4/4 褐色シルト しまりありoJl.!Jlll小~中校 5%含む。炭化物小粒 1%

合む。 (SK120)

22 7.5Y R4/4 褐色シルト しまりあり。地山土10%混じる。 (SK120) 

23 lOYR5/6 策褐色シルト きわめてしまりあり。地山土90%、結褐色土10%滋

じる。 (SK120)

a 10Y R4/4 裕福色シルト ややしまりあり。地山大粒20%含む包炭化物小粒5

%、焼土大粒 7%台むω(SA12) 

b luY R4/4 褐色シルト しまりあり。地山30%混じる。炭化物小粒 1%含む。

C S A42) 

第 55国 S K 5 3土坑
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第4章調査の記録

SK36 イ立 置 l附 MH42 層位|加Lr函 重機構 なし

形 態 円形 |上端径 0.83m ~ 0.82m 下端径 0.38m ~ 0.42m 

理没過韓 開口状態で廃絶し、自然流入。 |深 さ 13cm 底面標高|

遺 物 なし。 性 格炭焼坑

徴 底面に薄く炭化物層が形成された痕跡がある。 SK31・35と同種。

SK37 イ立 震 IMG41 位|地札!匝 重複遺構 なし

形 態 円形 m - m 下端経 m - m 

埋没過程 人為的埋め立て。 |深 さ cm 底面標高| 口1

遺 物 土師器片・鉄i宰・フイゴの羽日 (34) ・炉壁。 性 格|廃棄用土坑

特 徴 鉄i宰と羽口が多量に充填されている。鉄浮は流動淳を含まない。鍛冶に関連する廃棄用土坑である。

SIく39 イ立 置~… M凶|層位|山 重複遺構 SK39→倒木痕

資手 態 不整楕円形 l上端径 1.10m - 1.00m 下端経 0.56m - 0.49m 

埋没過 土器片を投入し、人為的に埋め立て。 |深 さ 33cm 底面標高

j叢 物 土師器(杯35)、フイゴの羽口、 J幸。 性 格廃棄用土坑

|特 徴 遺物は破片のみで、土坑下部に多い。小規模な廃棄用土坑である。

SK41 f立 置 IME' MF56 |層 位|地山面 重譲遺揚 SK131→ SK41 

形 態 楕円形 i上端径| 0.75m - 0.66m 下端径 0.54m - 0.39m 

埋没過器 地山土が多く j見じる層があり、人為的埋め立てと思われる。 I深 さ 45cm 底部標高 l ロ1

選 物 土師器片。図示なし。 2性 格|桂穴か?

特 機 円筒形に近く、桂火様の形態である。

SK131 イ立 議 IMF56 重援連講 SK131→SK位、 SK131→SA42

百三 世m包K 不整楕円形 |上端窪 2.12m - 1.52111 下端接 1.92m - (1.10) m 

埋没過程 自然流入か口 |深 さ cm m 

遺 物 ゴ二日l!i器片、鉄淳。図示なし口 性 格不明

特 徴 平面形・底部とも 浅い小土坑が繰り返し重複して掘られた状態。

SK132 イ立 霞 IME'班F56 l層 位|地山出 議複遺構 SK131→ SK132 

形 態 不整円形 i上端接| 0.62111 - 0.51m 下端接 0.33m - 0.30m 

埋没過程 埋土は 1}麗しかなく、人為的埋め立てと思われる。|深 さ 12cm m 

遺 物 なし。 性 格不明

特 徴 SK131の小土坑と J主の土坑の可能性もあるが、柱穴の下部が鶏存したものの可能性もある。

SK44 位置 1 M… i麗位|山 重譲遺構 なし

形態 不整円形 j上端径 0.55111 - 0.48m 下端経 0.34111 ~ 0.22m 

埋没過程 人為的埋め立て。 |深 さ 45cm 底面襟高| m 

1、E主邑義 ヰお 土師器(:1不36)、鉄待。 性 格|柱穴

特 徴 円筒形の柱穴。柱の抜き叡りによって上端部が不整形に崩落した。

SK53 f立 置 IMD. ME51 |層 位|地山面 重複遺構 SK1l9→SK1l8→SK53←SK120 

背5 態 不整円形 |上端径 I(1.40m) - 1. 28m) 下端径 (1.10m) 一 (0.90m) 

場没過程 理士に地山土が多く入り、人為的埋め立てである。[深 さ (41cm) 底面標高|田町)

遣 物 土師器片、鉄浮。図示なし。 性 格廃棄用土坑か

特 徴 SK1l8のっくり替えか。 フラスコ状になる部分がある。

SK118 位 置 層 位 i地山面 重複遺構 SK1l9→SK1l8→SK53←SK120 

形態 不整円形 |上端後 (1.10m) 一(1.OOm) 下端径 (1.24m) - m 

埋没過寝 理土に地山土が多く入り、人為的埋め立てである。|深 さ (64cm) 底面標高!加 760m)

i童 ヰお 土師器 u不39・40)、フイゴの羽口 (48)、 :{子{o 性 格廃棄用土坑か

L特 徴 フラスコ状になる臼

64 -



第 1節検出遺構と遺物

SK119 位 置 |MD Mm  |雇 位|地山由 重複遺構 SK1l9→SKllo→SK5::l←SK120 

形態 不整円形 |上競径 (1.08m) ~ (1.06m) 下端径 (1.14m) - (0. 96m) 

埋没過程 埋土に地山土が多く入り、人為的埋め立てである。|深 さ 76cm 底面標高|山m

遺 物 土師器片、弥生土器片(後期)、フイゴの羽口 (46)。 性 搭廃棄用土坑か

特 徴 フラスコ状土坑。

SK120 重複遺構 SK1l9→SK1l8→SK53←SK120 

形態 不整形。 I上端径 (3.60m) - (3.22m) 下端径 (3.14m) - (2.80m) 

I里没過程 人為的埋め立てか。 |深 さ 46cm 底面標高|242凶

遺 4お 土師器(杯37・38・42、高台付皿47、妻41・43-45・49)、鉄j宰口 性 格不明

特 徴 不整形土坑の集合体状の形状。人為的埋め立てと土坑掘削を繰り返したことによるものか。

SK57 f立 量 ILQ55 |層 位|第 2層面 重複遺揚 なし

形 告泥白~ 楕円形 |上端径| 1.72m - 1.56m 下端窪 1. 50m - 1.42m 

埋没過程 人為的埋め立て。 |深 さ 22cm 底面標高l-11、三主邑主 ヰお 土師器(杯50・51、護52)、須恵器(壷53)、フイゴの羽口、鉄浮。 性 格土坑墓か

特 徴 上部が削平され、土坑下部のみ残存。形態は SK01などと類似するが、土坑墓の可能性もある。

SK21 

31は底面付近から した高台付j不の下部である。外に大きく開く高い高台が付く。 32は丸底の鍋の底部

である。全面ヘラケズリを施して整形している C

SK25 

理土中からは土師器の小破片が多数出土したが、図示できるのはおのみである。体部はやや膨らみ湾曲す

るが、産線的外傾タイプに近い。

SK37 

磯・鉄淳・フイゴの羽口が多量に入っていた土坑である。 34はフイゴの羽口の先端部に近い部分で溶融し

鉄浮の付着が認められる。

SK39 

35は体部が湾曲して膨らむタイプの杯である C

SK44 

36は体部が直線的に外傾するタイプの杯で、おそらく口縁部は外反するものと患われる。

番号 tH-!'i也市、 撞~I] 器種 内・外回の特能 底mの特徴 残存率 目白土 焼成 11径 (cm)底箆(cmJ

35 SK39 土師器 j不
(内)ロクロナデ

回転糸切り
口なし

車問砂混 二三万jこミ↓ ニモ ι
(5.0) 

(外)マメツ 底50%

36 Slく44 土sip器 土;F (内)ロクロナデ
回転糸切り 。口なし

{殻砂j見 良 (5.5) 
(外)ロクロナデ 底17%

(内)ロクロナデ 仁1177o
37 SK120 土師器 f不

(タト)ロクロナデ 底なし
制砂混 艮 (l1.5) 

38 SK120 土師器 杯
(内)ロクロナデ

回転糸切り Q 
口20%

微砂混 良 (12.3) (5.3) 
(タト)ロクロナデ 底62%

土不
(内)ロクロナデ [fl!!I!三井ミロJ十j 口25%

微砂混39 SK1l8 土師器
(外)ロクロナデ 1iiミ:1:1こEEHi 底38%

良 (13.5) (5.8) 

40 SK1l8 土師器 勾;
(内)ロクロナデ liil!l伝身元1;1)り Q 口なし

微砂混 良 5.4 
(タト)ロクロナデ /"ラ己 ~Jí 十 J 底100%

41 SK120 土師器 ~ 
(内)ナデ 1 口5%

キ!日砂混 i毛 (19.0) 
(外)ヘラケズリ? 底なし

42 SK120 土師器 杯
(内)ロクロナデ

附4笈守:1)ζ}汗i切JI[.り 0 
仁!なし

続IJ砂混 良 5.4 
(外)ロクロナデ )ま100%

4.3 SK120 土師器 整
(内)ナデ 日間以下

粗砂慌 (一)
(外)ヘラケズリ? 底なし

(内)ハケメザ
44 SK120 土師器 韮

(外)ハケメ t
粗砂混 良

番号 III土地点 種別 特 i数 1ム口 土 平土日間 先端部 九プJ二立号ユ7バrイUi〉' 長さ (('m)外径(('m)孔径(，.m)

I 34 SK37 羽u 端部付近のガフス1t著し器壁苦手z スサ入り 。 (i (7.1) (7.3) (5.6) 

221安1{cmJ 

4.6 

5.3 

Jさffしeニメ1 

第 7表土坑出土遺物観察表(2 ) SK37 • SK39・SK44・SKl18①.SK120① 
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S1¥:;3 

出土遺物 (3) SK53 

番号 ;ii上地 在在日目 器種 内・外部の特徴、 }京国の特徴 残存率 JJ台士 焼J& 仁川歪(川)Jifi宝(川j器高 kmlタト傾!支 |支liiJi許;;

J:f 
(内)ナデ 口なし

SK120 二I:fli!i器 jf投砂!王痕 j殺砂J昆 長 6.0 59 
(外jヘラケズリ 底25%

高台付 (内)マメツ
ヘラケズリ (点目)

日なし 微砂混
47 SK120 十ー師器 良 (6.5) 59 

!日! (外) ヘラケズ1)(;jfiケス 1)11¥ L !反45% 中砂少混

(内)ナデ
ヘラケスリ

日なし
49 SK120 土師器 琵 粗砂混 良 (7.0) 59 

(外jヘラケズリ 底42%

番号 /L¥I:.luu 種別 特 徴 l合 ゴニ 王{Z担問 先端部 7プ1f二企ラ;討点スl;fロヒ〉 長され川 外径(川口)子u壬(nn 4511; 14〉江ニJ1メfJ 端部角 !元11抵番~}

Lf6 引く119 JJrJ 先端 (il~に付若 J スサ入 v) n n (9.2) (7.5) (;3.1) 50.0 57.0つ 59 

SK118 :j:J口 叫叩 人づ 川吉一 】 訪日z苧♂ スサ入り f 、ーノ {己 u I (9.9) I 1ü，，~ 4.6 70.0 59 

第 8表土抗出土遺物観察表(3) SKl18②愈 SKl19.
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50cm 

SK69 ・ j主将E正当ニご 24.500m

SK70 ・;JJI~式，f~向 2/1.600m

SKa SKrn 

1 10YR3/4 階褐色シルト しまりあり。地山中絞10%含む。炭化物小粒 1%合 1 10Y R3/4 暗褐色シルト しまりあり。士tlllll大~中粒30%含む。炭化物大~中

む。 粒 5%、焼土極小粒 1%含む。

2 10YR4/4 褐色シルト しまりあり。地山中粒30%合む。炭化物中粒2%含む。 2 10Y R3/4 I情褐色シルト しまりあり。地山中~小粒10%含む。炭化物極小粒

3 10Y R4/6 褐色シルト しまりあり。階褐色土30%滋じる。 1%、焼土中~小粒 2%含む。

第 59図 SK58土筑濯物出土金量菌、 SK69.70土坑
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第 1~D 検iii遺構と遺物

すべて埋土中の上層から出土した。 37-40・41のj不はすべて体部が直線的に外傾するタイプである。 37は

口縁部が外反する。 40の底面には焼成前のヘラ記号がある。 47は高台付血と思われるが、底径が通常の均二・

皿より 1cm程大きい。底面をわずかに削り高台を作り出している。 41は大型の斐で、短く肥厚した口縁部

が屈曲して外反する。 44は内外面ハケ白調整された斐の破片、 45は小型の斐である。 49は体部が大きく膨ら

み壷と思われる。底辺部には横方向のヘラケズリを施している。 46・48はフイゴの羽口の先端部である。両

方とも溶融が著しい。特に48は端部全面がガラス化し、大きい気泡が多数認められる。底面には平坦に作る

ためのケズリ痕が並ぶ。やや幅約 1cmの湾出した工具を用いたと推定される。

SK57 

50・51はいずれも体部が直線的に外反するタイプである o 52は大型斐の口縁部である。 53は長頚査である。

底面を削り高台を作出した後にナデ調整を施している。体部下半は下から上へヘラケズ 1)後にロク口ナデ調

整している。

SK58 

82 
SK58 

SK58 

SK58 

83 
SK5討

o 

第 63図土坑内出土遺物 (7)SK58④ 
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第4章調査の記録

SK58 

土坑担土中から極めて多量の遺物が出土した。多くは土自li器である。 j不には体部から まで直線的に

外{頃するタイプ (54-56)、体部が膨らみ湾曲し口縁部が外反するタイプ (57-60)、体部が膨らみ湾曲し口

縁部は直線的なタイプ (61-63) の3種が混在する。 59はやや大型で、高台が付く可能性もある。 65は高台

番号 出土地点 種別 器種 内・外部の特徴 底面の特徴 残存率 飴土 焼成 口径(川)底f歪(cm 器高 (cm)外傾度 図版番号

50 SK57 土師器 j不
(内)ロクロナデ [125% 

11投砂j見 良 (13.1) 62 
(外)ロクロナデ 底なし

51 SK57 土師器 勾:
(内)ロクロナデ

18:1転糸切 1) Q 
口なし

11投砂少混 良 (5.6) 62 
(外)ロク口ナデ 底50%

52 SK57 土締器 ヱコ迂1石J 
(内)ナデ 仁110百以下

粗砂多混 良 (一) 62 
(外)ナデ、ヘラケズリ↑ 底なし

53 SK57 須恵器 宵之上宮ー
(内)ロクロナデ i百J台 ウスリ tl::'lし 口なし

微砂少混
やや良

(8.2) 62 
(外)ヘラケズワ!→ロクロナテ 寸 底'12% ;ニ欠受

SK58 土師器 j不
(内)ロクロナデ

回転糸切り Q 
[18% 

微砂I昆 良 (12.0) 5.3 5.1 34.0" 62 I 
(外)ロクロナデ 底100%

55 SK58 土師器
〔内j ロクロナデ

|口i転糸切り Q 
1130% 

1告を砂J見
きわめて

(13.1) (5.2) 5.0 38.0' 62 
けいロクロナデ !氏50% iえ

56 SK58 ゴ二r，iji器 上f
(内)ロクロナデ

回転糸切り Q 
口13%

微li'T混
きわめて

(12.6) 5.2 1.5 36.0
0 

日
C今

(外)ロクロナデ !ま50% 良

'o( SK58 土f:ili器 j司; (内) 0 クロナデ [110% 
j数砂j見 jミ (13.9) 62 

l外) Uクロナデ Ji記なし

S8 日KS8 士会師25 勾:
(内)ロクロナデ 日5%

微砂j昆 良 (12.6) 62 
(タト)ロクロナデ 底なし

59 SK58 土r，市器 J不
(内)ロクロナデ 口13%

{岐砂混 良 (15.4) 
(外)ロクロナデ !まなし

I 60 SK58 土師器 F原
(内)ロクロナデ 仁110%

j;投砂混 良 (13.2) 
(外)ロクロナデ 底なし

61 SK58 土陶器 土司;
(内)ロクロナデ

回転糸切 1) ~~?~~ I i妓砂混 上L (J 1.2) (4.9) 4ム 9 (27.0') 
(タト)ロクロナデ 底20%

62 SK58 土師器
(内)ロクロナデ

同転糸切り Q 
口25%

i殺砂j昆
きわめて

(11.4) bを7 4 ') 59. n~' 63 
けい υクロナデ jま100% 良

63 S、τK5口o 土師器 jヰ; (内)ロクロナデ
liJJ転糸切り 。仁115%

1f授砂混 (1l.9) にU.U司 4.3 34.0" 63 
(外jロクロナデ j氏100%

6.1 SK58 土締器 j司:
(内)ロクロナデ

回転糸切り Q 
uなし

倣砂i昆 良 (5.3) 63 
(タトj ロクロナテe Ji¥;50% 

65 SK58 士自ili器
高台付 {内)マメツ→虫色処P!!っ

マメヅザi高台貼{寸
[1なし

細砂j昆 やや良 (6.5) 63 
1f~ (外)マメツ i氏50%

66 SK58 土師器 2二ih己手
{内jマメツ 日17%

粗砂多混 jミ (12.0) 63 
(外)口クロナデ !菟なし

67 SK58 十，師器 ミ主
i内)ヨコナデ 円 55~b 籾砂多く

上主 (]4.0) 63 
(外)へラケズ 1) j氏なし i見じる

68 SK58 土師器 斐
(内) (マメツ) 口50% 籾砂混

jミ (15. ol 6.'3 
(外)ヘラケスリヘ !去なし 小磯混

69 SK58 土締器 斐
(内)ヨコナデ 日間以下

*11青少j見 良 6.3 
(外jヘラケズリ? !氏なし

70 SK58 ゴ二日ffi器 警
(内j ヨコナデ |口5%);)ト

*llli沙i見
きわめて

63 
(タトjヘラケズリ 底なし 良

S1¥:58 土日ili器 ~ 
(内)ヨコナデ 1110唱以下

出111M;?昆 E主 63 
(外)ヘラケズ i) J~主なし

72 SK58 土日市器 2二5五もじE 
(内)ヨコナデ 口50%

*1i砂j見 良 (20.0) 63 
(外)ヘラケズリ↑ )まなし

73 SK58 土sili器
(内)ヨコナテ 11115% 

五Ill~少 J見 上主 (21. 0) 6fl 
(外)ヘラケズ 1) t 底なし

74 SIく58 ゴて骨iP器 斐
(内)ヨコナデ 日目以下

il1li問見 良 (23.5) 
(外)ヘラケスリ↑ j氏なし

75 SK58 土師器 二民lR主
(内)ヨコナデ [140% 

i'任砂混 j支 (23.5) 64 
(外)ヘラケズリ

76 SK58 土師器 2351己/( 
(内)ナデ

ヘラケズ 1)
口なし

粗砂混 良 (9.0) 64 
(外)ヘラケズリ 底25%

77 SK58 土師器 棄
(内)ナデ

ヘラケズリ
口なし

初l砂混 良 (10.2) 64 
(外)ヘラケズリ 底25%

78 SK58 土師器 鍋
(内)マメツ [J 10唱以 I~

粗砂混 良 (26.0) 64 
(外)ヘラケズリ↑

79 SK58 土師器 鍋
(内)マメツ

ヘラケズ 1)
口なし

中砂混
上主

(11.0) 65 
(外)マメツ 底25% :次熱

80 SK58 土帥器 二虹4除ユ
(内)ナデ

ヘラケズリ
[]なし

粗砂混 良 (一) 65 
(外)ヘラケズ 1) ↓ 底なし

81 SK58 土師器 笥~
(内)マメツ

ヘラケズリ
仁!なし

粗砂多混
上主

(10.0) 65 
(外)ヘラケズ 1)→ 底25% _.、うノ、'，'五t乙会いj、ι‘ 

番号 nu-.地点 種別j 特 徴 日台 土 平 JB面 先端部 〉ブ ι1yMiz1y1t与Oイl'〉 長さ f川タト佳(Cm)子しf壬(cm) こe みf(， 端部角 i元日夜番古

8884 2 3 

羽口 先端部が斜めにiCf激する。rr:9}}'i.J若寸仁 スサ入り 。 。(13，0) (7.8) (4.7) 33.0
0 (50.0

0

) 65 

~~[I 器壁i母子。鉄浮付着せず。 スサ入り 。 。(4.3) (5.6) (5.2) 65 

~m二} 休部のみ。 溶融や黒変はなし。 ス+j-入り (8.4) (4.7) (2.0) 65 

85 SK58 ~~[] f本音11のみ。三j'-JJl而1WJf土器壁がjHlいι スサ入り 。 14.0) (4.8) (4.1) 65 

第ヨ表土坑出土遺物観察表(4 ) SK57. SK58 
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第 I節検出遺構と遺物

が剥離しているが、外部に張り出す高い高台と忠われる。 54は回転糸切り在後乾燥前

に置かれた痕跡が明療である。 66~68は小型の室、 69~79は大型の斐である。 66のみロクロナデ調整が施

されている。他はヘラケズリである。短い口縁部が屈曲して外反するものが多く、 69のみやや口縁部が長い。

76は体部下半が大きく外反しており壷の可能性もある。 78~81 は鍋である。 78 ・ 79から推測すれば、器高が

比較的高く、短い口縁部が屈曲して外反する器形のようである。 82~85はフイゴの羽口の破片である。小破

のみで原形に復元できるものではない。 82は先端部が溶融し、ガラス化している。

SK69 

86は大型斐の体部破片で、理土中から出土した。

SK70 

87はロクロ非使用 、内外面ともナ されている。 88は体部から まで直線的に

0.71m ~ 

自民流入か、入為的理戻しかは不明。

土師器(斐87、鍋88)。

徴 j埋土は基本的に単一層。土坑上部は郎平されている。

吋
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]包 28m

24.448111 

LP49・50、L049・50

上端径 (0.41111) 

(0.36 m) 

23.237m 

府側は倒木痕によって切られる。

SKl03 I位

形 態!楕円形

埋没過程|土器片・鉄浮などを投入し関口状態で廃棄、その後自然流入。 I深 さ 34cm

物|土師器(梓川-111、高台付杯l弘章川、フイゴの羽臼(山~川、鉄淳、鉄塊系遺物、

特 徴!こ!二器片や鉄j宰の投入と土砂の小規模な流入の繰り返しにより埋没。

SB106P10→ SK103 

0.70m 
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第4章調査の記録
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6 4国土坑内出土遺物 (8) SK69.70 76 

- 76-

92 
5K76 

SK7品

5K76 

95 



SK107 

SK10l.1 0í・ N;iV~ r~';j ェ 2，1.80001

1m 

S KI03 

第 l節検出遺構と遺物

S KI01 
1 10Y R3/4 階褐色シルト しまりあり。池山中~

小粒 5%含む。炭化物大~中粒 5%、
焼土中粒 1%合む。

2 10Y R3/3 階褐色シルト しまりあり。池山大塊

~中粒30%含む。炭化物'N立2%含む。
3 10Y R4/4 褐色シルト しまりない池山土20%

混じる。孔隙多い。

4 10Y R5/4 にぷい葉褐色シルト ややしまりあり。

地山土に暗褐色土が30%混じる。干し隙

多い。

S Kl07 
1 10Y R3/4 階褐色シルト しまりあり。地山大~

中粒 5%含む。炭化物小粒 5%、焼土

中粒 2%含む。
2 10Y R4/4 褐色シルト しまりあり。地山土30%

混じる。

アノ!こIの:]:JII

1 10YR3/3 暗褐色シルト しまりあり。地山小粒 29-6含む。炭化物中投 59t、 5 10Y R2/3 黒褐色シルト ややしまりあり。 地山土10%混じる。炭化物中粒 5

%、焼土中i\l~ 2 合む。度二!こ大塊~中投1596含むu
2 10Y R:3/2 黒褐色シルト ややしまりありコ地山大~[同、 1 ¥弱含む3 炭化物中

粒 2%、焼ゴ二qJ狩 19，6含むつ
6 10Y R2/3 込色シルト しまりありつ ltilllJ/j¥fJL5 %含むつ炭化物大法~中村

5%、焼土中粒 2%含む。
:3 10Y R'L/3 にぷい黄褐色ンルト しまりあり。 11出山ゴニ:30%l昆じる。炭化ii努'Hu' lUY R3/，j 絡協色シ!~ ト ややしまりあり。 池山ニtl09u出じる。炭化物小花

5%、焼土中~大塊10%含む。1%含む0

4 lOY R3/3 il奇褐色シルト しまりあり。地山土 5%泌じるO 炭化中減量j，*立 1%、 8 IOY R4/4 褐色シルト きわめてしまりあり。地山ことに11者褐色土が30%混じる。
1;I't土極小粒 1%含む。

第 65図 SK101.103 107土坑

番号 11'，土地l，( 種別 器種 内・外間の特:鍛 底 l国の特徴 残存率 胎土 焼成 口径(('m)底径(叩)器高 ("m タトi頃度 l"IWf一長ひ|

86 SK69 二日市器 51s 
(内)ナデ !こ!なし

組砂J見 良 67 
(外)ヘラケスリ↑ 底なし

87 SK70 土防p器 苦E
(内)ナデ 仁110%

中砂少混 艮 (16.0) 67 
(外)ナデ 底なし

88 SK70 土師器 鍋
(内)ナデ 仁110百以下

粗砂混 上主 67 
(外)ヘラケスリ

89 SK76 土師器 河; (内)ロクロナデ
回転糸切り

口なし
fitXfi少少J昆 上L (5.:3) 67 

(外jロクロナデ I!'O:3% 

90 SK76 土師器 :l:不
(内)ロクロナデ

IITJlji-.i;糸切 1) Q []なし
1故砂j見 良 5.4 67 

(外jロクロナデ 底 100%

91 SK76 ゴニ師器 i不
(内)ロクロナデ

1m転糸切り Q 
仁!なし

11授砂少i昆 上L 5.7 67 
(外)ロクロナデ 1民90%

92 SK76 土師器 こ心長
(内)マメツ 仁110%

仁116'];1昆 上L (20.0) 67 
(外)マメツ !まなし

9:3 SK76 土師器 3こ~己5 
(内)ナデ

マメツ
仁!なし

主HI砂J昆 良 5.7 67 
(外)マメツ 底 100%

。表土坑出土遺物観察表(5 ) SK69 • SK70 • SK76 
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第 1節検出遺構と遺物
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第4章調査の記録

番号 UI:上地Ilj 種目Ij ~if種 内・外商の特融 底面の特徴 残存率 胎土 焼成 口径(cm)

94 ヌト¥76 上Oili器 3二~ß
(内)ナデ

中砂j王J長
口なし

半]Ji:J;i.昆 良
(外)ヘラケズリ¥ 底17%

95 SK76 土日ifi器 2こ~~
(内)ナデ

成田板状痕
口なし

{数砂混 良
(外)ナデ 底17%

96 SK76 土師器 苦E
(内)ナデ

底面ヘラケズリ
口なし

微砂少混 良
(外)ヘラケズリ 底20%

(内)ナデ 口なし
97 SK76 土師器 整

(外)マメツ
マメツ

底8%
粗砂i昆 良

98 SK76 二l二師器 議
(内)ナデ

板状痕跡
口なし

粗砂混 良
(外)ヘラケズリ、 底12%

1909 0 

SK76 ニヒ師器 3ヨオ互u 
(内)ハケメ

ナデ
口なし

粗石少混 良
(外)ハケメ 底33%

SK76 土師器 5霊
(内)ナデ

細砂圧痕
口なし

高!日砂混 良
(外)ヘラケズリ 底40%

第11表土坑出土濯物観察表(5 ) SK76 

番号 II:U主点 種目IJ 器種 内・外面の特徴 底国の特償 残存率 胎土 焼成 口径i州

10] SK99 土師器 均J
(内)ロクロナデ 口SO%

創Il砂少混 良 (12.0) 
(外)ロケロナデ 底なし

SK99 土師器 翠
(1付)ナデ→黒色処理

中砂!玉痕
し!なし

中砂混 良
(外jヘラウズリ j氏50%

103 SK103 土師器 j不
(内)ロクロナデ

回転糸切り 。口100%
{1授砂少j見 やや良 12.2 

(外Jロクロナデ j氏100%

10，1 SK103 土師器 勾:
(内)ロクロナデ

回転糸切り Q 
口5%Jj，、下

{殺到J少j昆 良 12.2 
(外)ロクロナデ 底100%

105 SK103 土蹄器 上干
(内)ロクロナデ ~1千i反iド云;1)芥三ミE切:1jミり 口40%

微砂混 良 (10.9) 
(外)ロクロナデ 底17%

106 SK103 土師器 上不
(内)ロタロナデ 口25%

車問砂少混
きわめて

(13.0) 
(タト)ロクロナデ‘ 1まなし 良

107 SK103 土師苦手 均二
(内)マメツ

loJ転糸切り 。口なし
制砂混 良

(今ト)ロクロナテ )長100%

108 SKlO:3 士郎器 坪
(内jロクロナデ 日T~主吋1)よI1 切ンJHり o 仁!なし

機砂j見 良
(外)ロクロナデ 底38%

109 SK10:3 土問i器 f不
(内)ロクロナデ

lil1i反吋;j:kl3切::.'}長り 0 口なし
自民砂混 良

(外)ロクロナデ 底100%

110 SK103 土日iji器 J不
(内)ロクロナデ

日i記糸切り O 
口なし

微砂j見 良
(外)ロクロナデ 底100%

111 SKlU3 土師器 j不
(内) ミガキ黒色処理

回転糸切り 。口なし
1J世砂j昆 良

(外) ミガキ黒色処理 底50%

112 SK103 土師器
高台付 (内)ロクロナデ i1if125i註i長T↓日 り 口なし

微砂混 艮
均: (外)ロクロナデ 底17%

113 SK103 土師器 望E
(内)ナデ 口8% 9=1砂J見

f~ (22.2) 
(外)ヘラケズリ↑ i主なし 粗砂少j昆

SK107 土fiiii器 1F 
(内)ロクロナデ

(外)ロクロナデ

日20%
{数砂j見

底なし
良 (12.4) 

120 SK107 j二郎1器 -J~ 叫 己
(1今)ロクロナデ 下l20%

i1投砂i昆 良 (21.0) 
(外)ロクロナデ 底なし

121 SKJ07 土日ijJ器 tF 
(内)ロクロナデ

回転糸切り
口なし

fj投砂j見 良
(外)ロクロナデ 底42%

122 SK107 土師器 二耳両11ムJ 
(内jマメツ i二J1O%

中砂混
!会銑

(18.2) 
(外jヘラケズ J)i 

番号 iJ¥Uをj 種別 特 骸 土 平坦回 先端部 九カ二jラ't;;，j{Jス'r，JeイUヒ3 長さ タト径川l

114 SK103 oj:J口 炉躍。表問硬化。 スサ入り

115 SKI03 :]:]口 先端の方ラス1lした部分li利落し 部のみ スサ入り 。 。(6.9) 

116 SK103 :]:][J 炉接。表面硬化。 スサなし

117 SKI03 羽口 炉去iili硬化っ :]:JIIの 部の可能告もあり u スサ入り

118 SKI03 :]:][] 先端部に鉄浮付着。 スサ入り 。 。(6.8) 

第12表土坑出土遺物観察表(6 ) SK103 . SK107 

外傾する器形の鍋である。内外面とも全面ヘラケズリ調整が施されている。

SK76 

(6.6) 

(6.3) 

Ir.!r:-i玉ζ 且旦由ー 外館度 国版番号

(8.0) 67 

(8.2) 67 

(6.4) 67 

(7.0) 67 

(11.0) 67 

(8.5) 

(10.5) 67 

底径(efl1 器内 (('m 外jt賀度 国i担番号

69 

(7主 6) 69 

4.5 4.8 
左35.0"

右37.0。
69 

(/1.7) 5富。 ，33.0
0 

69 

(3.8) 4.7 32.0。 69 

69 

(5.:3) 69 

(5.5) 69 

5.6 69 

~. ~ 69 

(5.2) 

(5.4) (1.8) 69 

70 

70 

70 

(6.0) 70 

70 

子u歪ぃ Jさi主し，1ニ 端部frJ 1::(11:11詐サ

70 

(2.2) 70 

70 

70 

(2.8) 50.0
0 

46.0
0 

70 

埋土中には土師器の破片が多数含まれていたが、杯は復元して全体の器形がわかるものはない。 j不の破片

よりも斐の小破片が多かった。 89・90は体部が直線的に外傾するタイプと思われる。 91はイ本部が湾出し膨ら

む器形である。 92は大型の護で短い口縁部が崩曲して外反する。 93~100は聾底部であるが、外国の調整が

ヘラケズリ (94・96・98'100)、ハケ呂 (99)の2種がある。 95は底面に板圧痕が認められる。
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SK99 

101は体部から口縁部まで直線的に外反する杯である。口縁部は体部よりやや薄手である。 102は底面全面

に中粒砂の庄痕が認められる。

SK103 

埋土中には多数の土師器破片が含まれていたが、 SK76とは対称的に杯の破片が多い。 103・106・107は体部

が直線的に外傾するタイプ。 104・105・108は体部が湾曲して膨らむタイプである。 103-106はいずれも口縁

部が車線的で外反しない。 111は内外語とも細かいミガキ調整を施し、黒色処理している。底面はわずかに

上げ底で回転糸切り痕が残る。体部が大きく湾曲して膨らむ器形である。 112は貼付高台の付く杯である。

底面中央には回転糸切り痕が残る。 113は土師器の短頚査である。先端の尖る短い口縁部が直立する。内面

はナデ、外面はヘラケズリ調整である。 114・116・117は製鉄遺構の炉壁または底面の一部である。 116・117は

強い受熱により硬化し、 116は一部に溶融と鉄淳の付着が認められる。 114は溶融し気泡が発生して硬化した

部分である。 115・118はフイゴの羽口の先端部破片である。

SK107 

119・121は体部から口縁部まで直線的に外傾するタイプの杯であるが、器高が低めで皿に近い器形である。

120は口縁部の作りからみれば小型の口クロ使用斐と似るが、傾きと口径を復元すれば図のようになる。 偶然

焼きひずみ部分のみが残存し、本来は小型の斐であった可能性も否定できない。 122は口縁部が強く外反す

る小型の警である。

6. 焼土遺構

製鉄遺構と炭焼遺構(土坑 3類)を除き、火を焚いて焼土が形成された遺構である。以下の 5種に分類する 0

1類 浅い土坑内に焼土が形成されているものc 士坑内に土器1=1などを投入した後、焚火をし、埋め立てて

いる。土坑 1類 aと同様の機能(廃棄用土坑)か。

SN14・109

2類 a 地床炉

S N 4 3 .49 . 5 0 . 7 1 .72 . 7 3 

SN43は地山上の地床炉で、赤変硬化の度合いがきわめて強く、長時間または強い火熱を受けたことが

伺える。周囲には柱穴がなく屋外の地床炉と考えられる。 SN49.50・71も屋外の地床炉である。い

ずれも機能を推定すべき材料に欠ける。 SN72'73は、 SB 7 7 暑 78擁立柱建物跡、の範囲にある SB

3 4・55掘立柱建物跡のように建物身舎内の一画に地床炉を取り込んでいる例からすればSN72・73 

がSB78の地床炉である可能性もある。 SN73とSB 7 7では、 SB77の西側桁の底下に地床炉が存

在する事になり、やや無理がある 0

2類 b 地床炉であるが、 2類aと異なり焼土中・焼土上にきわめて多量の遺物が散布する。

SNI08 

SNI08は、隣接して同程度の赤変硬化した部分が2箇所あり、一連の遺構と判断した。焼土は赤変硬

化の度合いがきわめて強く、相当の火熱であったと考えられる。焼土上や焼土中からはt不・小型斐が多く出

した。杯は非ロクロ使用で外面をヘラケズリ調整したもの、表裏両面ミガキ調整のものがあり、他遺構出

土均二とは様相が異なる。この遺構の性格が反映されていると思われるが、この程度の杯の性格がどう位置付

けられるのか今後の判断を待ちたい。
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育長 0.43 m - O. 17 m I標高 I23.297m - 23.207m 

焼土の摩さ 土器片を投入しながら土坑を埋め立て、浅い凹地となったところで焚火。

土 坑 l楕円形 l. 04 m - 0.82 m I深 さ 19cmI底臨標高 24.112m

遺 物 | 二士土上仁.郎自自師i市F陪隙号器芸 (斐123. ロ
特 徴|束側が深く西町1慎側E則1が浅い土坑の埋土上部に形成された焼土O 土坑中央部に焼土が厚くし、屈辺は焼土粒と炭化物粒O

SN15 イ立 i]j盟呈主 口43・44、MA43'44、MB43'44I麗 位 l地山面 i護複遺構 lなし

百手 態 不整形 規 模 町1〆} m -

焼土の厚さ cm 埋没過 鉄j宰.j諜・土器を:棄し、自然流入により埋没。埋土には炭化物を多く含む。

土 土克 不整形 土坑の規模 m - m I深 さ| 市面標高| 田

選 4w 土師器(川-132、斐昨問 139) 、須恵器(壷138 ・ 140) 、フイゴの~~日 (137) 、鉄i幸 (141-146) I性 格鍛冶関連か

ヰ寺 徴 不整形の浅い土坑で、炭化物 a 鉄i宰 e 礁がまとまっている。焼土層は希薄。

SN43 イ立 置 ME56 !層 位1地UJ面 i重複遺構 !S悶

背三
A諮K 楕円形 長見 キ莫 0.70m - 0.59m 標高 24.696m - 24.655m 1 

焼土の厚さ 8cm 埋没過程 畑の耕作土直下で検出 G 覆土表 み。

土 t克 なし 土筑の規模 一一 m - -ml深 一一口1

選 ヰお なし 格|地床炉

ヰ寺 徴 非常に回く焼けしまった地床'炉。

SN49 位

斉三 品fM翌帆6 、 円形

i展土の厚さ

土 土克 なし 一一口1- -m 

選 物 なし 地床炉

特 穆立 第3届上回の単独地炉。

SN50 イ立 震 LQ51 !層 位 j第3層上面 l霊擾遺靖 lなし

育長 態 楕円形 ま見 十莫 0.66m - (0.32 m) 1 諜 高 I24.818m - 24.782m I 

焼土の厚さ 9cm 埋没過程 覆土第 2層。

土 坑 楕円形 土坑の規模 1.04m ~ (0.46m) 1 深 ぺ底面標高1247101

物 土師器片 性 格不明

ヰ寺 徴 浅い土坑内で、の焚火で1克上が形成されたもの。

SNi1 I位置

形 態|楕円形

焼土の躍さ 10cm

土 筑|なし 一一 m

キおなし 地)未炉

徴|南半部は撹乱を受け残存しない口周辺には柱穴状の小ピットが散在c

S時72 位 置 MG53 l層 位|地山面 i重複遺構 ISB78新!日不明

背手
4賠..ペ 不整楕円形 長島 模 1.97m - 0.95m I標 高 1 24.627 m - 24.558m 1 

焼土の厚さ 8cm 埋没過 覆土は表土のみ。

土 土克 なし 土坑の規模 一一 m - -ml深

遺 ヰ初 なし |性 格地床炉

特 徴 地山面に形成された地床炉。 SB781大jに付属する}室内地床炉の可能性もある。

SN73 位置 M即 M附 |層 位!山 |重複遺構 SB77. 7噺|日不

形態 不整形 規模(1.20m) ー 21.0m 標高 24.430m- 24.270m 1 

焼土の厚さ 5cm 理没過恕 覆ゴ二は表土のみ。

土 t克 なし 土坑の規模 一一 m - -ml深 一 cm1 震直標高| 一一 m

遺 ヰお なし |性 格|地床炉

特 徴 中央部が撹乱によって破壊され 2 に分断されている。地山田ま‘受熱し赤 している。
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J }ムし に炭化物が散乱し、

SN15 

には焼土粒も混じる。

第 1節検出遺構と遺物

中する九

S N 1 5は火熱によって明瞭な焼土が形成されているわけではないが、浅い土坑内に炭化物層が形成され、

炭化物や焼土粒も散布することから、この地点で火を焚いたと判断し、焼土遺構内に含めた。出土遺物には

特に椀状鉄淳が多く、流動淳はほとんどないこと、底面から埋土中にかけて土師器杯などが多量に含まれる

ことが注目されている。土師器等は二次受熱によってかなりもろくなったものもある。火を用いた行為が土

師器等の投棄または遺棄、及び、磯や鉄浮の配置の後に行われていること、炭化物層の分布範囲が広いこと、

強い火熱によって形成される焼土が存在しないことからすれば、遺物が投棄または遺棄された後に全体的に

受熱した可能性が高い。ただし、礁の中にはかなりの高温を受けて赤変し割れ砕けているものが多く、焼士

が形成されない程度の火力でここまでになるかどうか疑問である。したがって、擦の受熱はこの遺構に

れる以前にすでに受熱し、この遺構で再受熱したとも考えられる c なお、受熱擦や椀;1犬鉄再の出土状況から、

S N 1 5が鍛治遺構であるとの見方もできょうが、火炉が存在しないこと、樫土全量のフ1(洗によっても鍛造

剥片が検出されなかったことから、その可能性は否定される。ただし、鍛治遺構が別の場所に存在し、そこ

で使用 e 生成した受熱擦や椀状鉄淳がSN15に集中投棄され、土師器等と一緒に焼却された可能性は充分

に考えられる。

4類 比較的大型の浅い土坑内に大量の遺物が投棄され、全件に火熱を受け、土坑底面から検出面まで焼土

層が形成される。焼土層は、土坑検出面では広範囲に及ぶ。

SN88 

SN88には大量の遺物が包含されていた。出土土師器の器種は斐が多い。 :!;:F・斐・フイゴの羽口とも完

形品はなく、破片のみである。また、鉄j宰には流動淳 e 鍛治浮ともに含まれる。鉄淳・使用されている端部

が溶融したフイゴ羽口の破片が出土したことから、この遺構は土師器焼成遺構ではないと判断される。埋土

中には遺物・焼土とも全体的に含まれ、自然流入による堆積でないことは明らかで、短期間の焚火によって

形成され、 1 焼土遺構とは規模形態 e 遺物量や焼土の量、範闘が大きく異なるものの現時点では廃棄焼却

目的の施設としておきたい。

焼土遺構出土遺物

SN14 

123は小型の斐、 124は大型の斐の破片である。 124は内外面ともナデ調整を施している。

SN15 

遺物が多数出土したが、特に鉄j宰と復元可能な1不が目立つ。 j不は程度差はあるがほとんどが体部が湾曲し

膨らむタイプのものである。口縁部は端部がわずかに外反するもの126・128と直線的に立ち上がるものの 2

種がある。

小型で体部の立ち上がりが急なもの (125)、体部の膨らみが大きく椀形のもの (130)なと守器形はバラエティー

がある。 133~135は小型の斐である。ロクロ非使用で外面はヘラケズリ調整を施している。 136の底辺部も

は同様である。 139も斐の底部と忠われる。底面には木葉痕が残る。 138は須恵器査の胸部である。外面

はロク口調整痕が明瞭でヘラケズリ痕は全く認められない。 140は須恵器長頚査の頚部である。 137はフイゴ

の羽口の先端部で、著しく溶融している。端部はガラス化し、鉄浮の付着も認められる。 141~146は椀状淳

である。 141-146は半分に折れた状態のものである。これらは表面の凹凸に炭をかみ込んでいる。 143・144は
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6 9函焼土遺構内出土遺物 (2) SN15② 

i番号 II1+J悲点 種別 器種 F};_] .外ltllの特後 底1mの特徴 残存率 JJ台土 焼成 日誌(I'm)底f去し問}器高 (， (Om) 外{頃度 l'xll~i 許庁

SN14 土師器 斐
(内)ナデ

(剥離)
口なし

細砂j昆 良 (8.0) 73 
(外)ヘラケズリ }ま17%

SN14 土師器 藷
(内)ナデ 口なし *HHi少j昆

良 73 
(外)ヘラケズリ→ナデ fまなし 粗砂少混

]25 SN15 土師器
高凸{す (内)ロクロナデ

高台剥南!I:
日間以下

中砂混 ややlt(lCU) (5.7) (4.6) (27.0つ) 73 j不 (外)マメヅ 底100%

126 SN15 土師器 均二
l内jマメツ

lill転糸切り Q U25% 
細砂i昆 やや)1次 (11.8) 5.6 4.0 31.0" 73 

(外)マメツ 底100%

127 SN15 土師器 1不
(内) -:zメツ

間転糸切り Q 口間以下
t主主砂j見 やや軟 (12.1) り.;; 4.2 34.0" i3 

(タト)マメツ 底100%

128 SN15 土師器
(内)マメツ

函転糸切り Q 日89b
*HlIJ少{昆

上主

(11. 9) (5.2) ，1.8 30.0
0 

73 
(外jマメツ 底40% 刀-ー ペAゴ…

129 SN15 土師器 j不
(内)マメツ

回転糸切り
仁115%

細砂少混 やや11次 (13.0) 4 ') (5.0) (38.0') 73 
(外)マメツ 底100%

I 130 SN15 土師器 よf.
(内)マメツ 口なし

{目立砂混
f，lJ:.) 

(12.5) 内10η 

(タ1・jマメツ 底なし

131 SN15 土師器 勾; (内)ロクロナデ
回転糸切り 。口なし

11授砂j昆 良 5.5 73 
(外)ロクロナデ !ま100%

132 SN15 土師器 j不 (内)マメツ
回転糸切り

ロなし
細f沙j見 次よ↓'主

5.2 73 (外)ロクロナデ 底100%

133 SN15 土師器 二5mユ
(内)マメツ 口15%

'-lll.ii'少j見 やや良 (12.5) 73 
(外)ヘラケズリ↑ 庇なし

134 SN15 土姉器 23512己2 (内)マメツ 口13%
組砂混 ニ欠i↓Eと交)安1，(16.0) 73 

(外)マメツ 底なし

135 SN15 土問i器 主5Js (内)ナデ↑ 口17%
中砂混 良 (13.5) 73 

(外)ヘラケズリ↑ 底なし

136 SN15 土師器 斐
(17g) ナデ

マメツ
口なし

中砂j見 良 (6.0) 73 
(外)ヘラケズリ↓ 底13%

138 SN15 須恵器 宝ぶ土
(17g) ロクロナデ 徹砂J昆 きわめて

74 
(外)ロクロナデ 粗砂少混 上主

139 SN15 土師器 護
(内)ナデ

イ〈ナ3↓与をデ']j主
日なし

組砂多混 良 (8.5) 74 
(外) 底的%

140 SN15 須恵器 Z叫:I
(内)ロクロナデ

11投砂少J昆 良 74 
(外)ロクロナデ

番号 1I¥1:1ili.' 種別 ヰ寺 i致 1ムロ 土 i平 j日間 先端部 九ヅJ二 ス イdh〉 長さ (cm)外径(川)干し筏(川) コニレfみf， 端部角 似11板番号
137 SN15 羽臼 端部に鉄i宰少号付着G 7..サユ"IJ I 0 。 。(8.65) 8.25 4.0 65.0

0 

84.0
0 

74 

第13表焼土遺構出土遺物観察表(1) SN14 • SN15 
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第 4章調査の記録

一部が特に赤錆化し、鉄分が特に多く含まれるようである。 144は赤錆化した部分が下面全体を取り巻くよ

うに付着している。どの椀状淳も磁着性が強いが、 144の下面は特に強い。 142の側面にはブイゴの羽口が密

着したかのように見える部分がある。底部が半球形、上部は平坦であるが、周囲には上面と垂直な平坦な面

が一面あり、その中央部にフイゴの羽口の断面とも見える部分がある。中心には径約2.2cmの孔の痕跡が由

みとなっており、その周囲を幅約2，5cmの同化した土がドーナツ状に取り巻いている。フイゴの羽口が使用

中に椀状浮に密着すれば当然空気を送入するという本来の機能が失われてしまうので、何らかの事情で141

の鉄浮が形成される途中に羽口先端部の破片が融着したものとしておきたい。

SN88 イ立 置 MI53・54 |罵 位|山 |複遺構!なし

背手 卦短む長 楕円形 失見 キ糞 O. 54 m - O. 34 m 標高 24.392m- 24.328m I 

焼土の厚さ 8cm 埋没過 土器片・鉄浮・フイゴ羽日を投棄後に燃やし、人為的に埋め立てたものか?

土 坑 不整楕円形 土坑の規模 2.42m - 1.40m I深 35cm I底面襟品| 23.972m 

選 キお 土~ip器(均~147-149 ・ 151 ・ 153、高台付杯150 ・ 152、鉢154、護155-164、鍋165 ・ 166) 、フイゴの羽 LI (167-170)、鉄棒

ヰ寺 徴 最も強く焼けているのは南端部周辺だが、焼土粒の混じる範囲は広い。廃棄用土坑または土師器の焼成遺構か。

亡二:)
143・144のスクリーント

ーンは鉄分が著しく多く、

赤サ iヒが強い部分を示す。

磁;tiJ支も特に強行 '0

第 70図焼土遺構内出土遺物 (3)SN15③ 
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第 l節検出遺構と遺物

SN88 

埋土中から多量の土師器が出土した。杯は少量で大半が斐である。二次的受熱が著しく、復元し図示でき

たものは全体の量からすれば一部にすぎない。杯は体部が湾曲して膨らみ口縁部が外反するタイプ

(147・148・153) と、体部から口縁部まで直線的に外傾するタイプ (149)がある。 149・151の底面には棒状

圧痕が認められる。 150・152の高台付杯は、体部の湾曲は弱く、 152では口縁部が強く外反する。比較的薄く

低い高台を「ハの字形J に外側に開くように貼り付けている。 154は小型の鉢である。器高より口径が大き

い器形である。 155~157は小型の婆であるが器形にはバラエティーがある。 155は体部が膨らみ頚部がすぼ

まって口縁部が外反する壷形に似た器形である。 156は口縁部が垂直に立ち上がる器形である。 158~164は

大型の棄である。 158は口縁部が外反するタイプ。 159は口縁部直立タイプである。 161・162は底面に粗粒砂

の庄痕がある。 163は内外面ともハケ自調整を施したものである。 165・166は体部から口縁部まで直線的に外

領する器形の鍋である。ブイゴの羽口は比較的大きい破片が出土した。 167~169はフイゴの羽口の中央部分、

軍

基準高=25.700m 

争
市 長室

SN71 

⑧ 
-f;雲

基準法川III

基準商工24.600m 主主i~主高=24.800m 

S N43 

1 2. 5Y R4/8 赤褐色シルト 焼二七。焼けしまっていてきわめて硬化している。

2 5Y R4/6 赤褐色シルト 焼土。きわめてしまりあり。

3 5Y R3/4 暗赤褐色シルト 焼こと。きわめてしまりあり。地山土が漸移的に

赤変する部分。

S N49 
1 10YR3/3 階褐色シルト きわめてしまりあり。炭化物小粒 1%含む。 7蜘 5Y

R4/6褐色焼土大塊~中粒30%混じる。

2 10Y R3/4 I務褐色シルト きわめてしまりあり。炭化物小粒 5%含む。焼土中

~小粒 2%含む。

3 10Y R3/4 暗褐色シルト しまりあり 池山土10%混じる。炭化物小粒 2%合

む。

4 lOY R4/3 にぶい策褐色シルト しまりあり。(漸移腐) 炭化物小粒 1%合

む。焼土小粒 1%含む。

S N71 
1 7. 5Y R4/8 赤褐色~7. 5Y R5/8 明褐色シルト 焼土。しまりあり。

暗褐色土 (7.5Y R3/4) 40%混じる。炭化物小粒 2%含む。

2 5YR3/4 a音褐色シルト 焼土。しまりあり。火熱による宏、変が及んだ部分。

母材は、 10YR3/4階褐色シルト。

3 lOY R3/4 階褐色シルトと地山こたの混土。 1庖の焼土小粒 1%、炭化物小粒

1%含むの

S N50 

1 7. 5Y R3/4 暗褐色シルト ややしまりあり。炭化物小粒10%含む。焼土小粒

10%含む。

2 7.5YR4/4 褐色シルト しまりあり。 7.5YR5/日 明褐色焼土大~/N喧50%、

炭化物小粒 5%含む。(焼ニtI笥)

3 7. 5Y R4/6 褐色シルト しまりあり。炭化物大~中粒 5%含む。焼土中~小

粒20%含むD

4 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。炭化物大粒 5%含む。焼土小粒 2%合

む。

5 10Y R3/4 I渚褐色シルト しまりあり。炭化物大波 1%、1Ik.化物IN立2%含む。

焼ニt小粒 1%含む。

6 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。倒木痕の埋土。

7 lOYR3/2 黒褐色シルト しまりあり。地山土20%混じる。倒木痕の埋土。

8 10Y R5/4 にぶい策褐色シルト きわめてしまりあり。地山土に暗褐色土が30

%混じるo f自j木痕の埋土。

S N72 

1 7. 5Y R4/8 赤褐色~7. 5Y R5/8 明褐色シルト 焼土。しまりあり。

暗褐色土 (7.5Y R3/4) 40%混じる。炭化物小粒 2%含む。

S N73 
1 5YR4/6 赤褐色シルト 焼土c きわめてしまりあり。地山土が火熱によって

赤変したもの。

71~ SN43.49.50 71 72-73焼土遺構
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第 4章調査の記録

付

占生二二24.600m

t

へ
Jγ 

r，fl，.，_ 

160 

163 

一 ¥-FrJh四fヰ J由一

九
¥

K 

S N88 
1 10YR3/3 IT斉褐色シルト ややしまりあり。炭化物小粒 19，6合む。焼ニヒ

中~大粒 5%含む。
10Y R3/4 暗褐色シルト ややしまりなし。地山土20%混じるO 炭化物

小粒 1%含む。焼土小粒 1%含む。

10YR4/3 にぶい黄褐色シルト ややしまりあり。地山中粒 5%含む。

炭化物小粒 2%、焼土小~中粒 5%含む。

7.5Y R4/3褐色シルト しまりあり。治山中粒 2%含む。炭化物小粒

2%、焼土中粒 7%含む。

5 7.5R4/6 褐色シルト 焼土。しまりあり。炭化物小粒 5%含む。焼土

30%1.昆じる。

5YR5/8 日月赤褐色シルト 焼土。しまりあり。炭化物中粒 5%含む。

焼土 80%含む。褐色土20%混じる。

10YR3/4 暗褐色シルト しまりあり。池山ニtlO%混じる。炭化物大~

中粒 10%、焼ニ仁小粒 5%含む。

8 7.5Y R4/6褐色シルト ややしまりあり。地山土 5%混じる。炭化物小

粒 1%焼土大粒10%含む。

9 7.5YR4/3 にぶい黄褐色シルト しまりあり。池山土 5%混じるo 炭化

物中投 5%含む。焼土小粒 2%含む。

10 7.5YR4/4褐色シルト 焼土。しまりあり。地山土 57Ó、炭化物30~6滋
じる。;焼土20%、土師器多量に含むG

11 10YR4/6 褐色シルト きわめてしまりあり。地山土30%混じる。

1m 

仏
⑨

177 

合iニ 24.500m

111 16/1 

A 154 

.. 150 

Q 155 

1m 

A 151 

S N109 
1 10YR5/6 策褐色粘土質シルト きわめてしまりあり。暗褐色土20%混じる。

地山土のかたまりに、焼土小牧 2%、炭化物中粒 2%含む。

2 7.5YR4/4 褐色シルト ややしまりあり。焼二七大塊~中校20%、炭化物小

粒 5%台む。

3 10Y R3/4 暗褐色シルト しまりあり。地山小粒 5%含む。炭化物小粒 5%、

焼jニ小粒 2%含む。

10Y R5/6 策絡色シルト しまりあり。踏倒色ニt30%混じるo 炭化物小粒 1%

含む。

7 2図 S N 8 8 . 1 0 9焼土遺構
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番号 l出k地点

147 SN88 

148 SN88 

149 SN88 

150 SN88 

151 SN88 

152 SN88 

153 SN88 

154 SN88 

155 SN88 

156 SN88 

157 SN88 

158 SN88 

159 SN88 

160 SN88 

161 SN88 

162 SN88 

163 SN88 

164 SN88 

165 SN88 

166 SN88 

番号 /1¥土地点

167 SN88 

168 SN88 

169 SN88 

170 SN88 

A 

第 1節検出遺構と遺物

f露目リ 器極 内・外出の特徴 底函の特'倣 銭:千:p卒i 胎土 焼1主 11二!在 11主主役 ¥¥'111 S臼Ezrld口:j(rm)タト傾度 関lほ詐号

土師器 坪
(内)ロクロナデ

回転糸切り
仁140%

慨砂j昆 H. (11. 9) 4.8 4.2 33.0
0 

78 
(外)ロクロナデ 底50%

土師器 均二
(内)ロクロナデ

恒lij訟糸切り
1-183% 

微{沙少j昆 良 12.3 5.:3 4.7 
11-:32.0" 

78 
(外)ロクロナデ 底100% 右31.0

0

土師器 坪
(内)ロクロナデ [t_1];!iX茎z守↓ミ切り [Jl7% 

iJ投砂混 良 (12.0) (4.8) 33.0
0 

(外)ロクロナデ 底67%
4.9 78 

相1q勿 U:Iu: 

土fjili器
高台付 (内)ロクロナデ

[汀17ilt台i託尋tl↓1ミ'i1υJJ→l)11ク CJナデ
仁!なし

{般砂j昆 良 高G5台..49 筏 78 
j不 (外)ロクロナデ 底100%

土師器 勾;
(内)ロクロナデ

回板116J;j糸ii圧切H-Iり
口なし

fj投砂混 良 (5.4) 78 
(外)ロクロナデ 底50%

土師器
l向台付 (内)ロクロナデ

!日'ji:i[h回'iH転→i糸↓口t;JJクl)I3ナデ
日33%

iJ投砂j見 良 (15.4) 高((17台.EG4 筏 5.7 78 
J:f (外)ロクロナデ 底92%

土師器 巧:
(内)口クロナデ 口10%

微砂混 (11.8) (4.1) 78 
(外)ロクロナデ !まなし

土師器 鉢
(内)マメツ(ナデワ)

ナデ
[J50% 

中砂j昆 良 (11.4) 6.7 9.3 78 
(外)ヘラケズリ↑ 1民100%

土師器 斐
(内)ヨコナデ 仁125%

粗砂j見
きわめて

(16.5) 78 
(外)ヨ 1)i Jff:なし 艮

土師器 護
(内)ヨコナデ 口14%

中石川見 良 (14.0) 78 
(外)ヘラケズリ Jまなし

土師器 芝ヨ居ぇニ
(rJ~) ヨコナデ 1113% 

組砂混 良 (16.{)j 78 
(外)ヘラケズリ↑ 底なし

土師器 斐
(内)ナデ 口5%

粗砂混 やI"J>や乏↓熱良 (19.4) 
(外)マメツ !まなし

土師器 翠
(内)ヨコナデ 仁125%

中砂j昆 良 (21.0) 79 
(タト)ヘラケズリ? jまなし

土師器 霊
(内jナデ→黒色処理 口なし

粗砂j見 良 79 
(，gk) .r....ラケズl)t !まな!

土師器 玄E桔E 
(内)マメツ

ナデ
口なし

粗砂j見
j!子受↓熱

(10.0) 79 
(外)マメツ 底20%

土師器 》現己E 
(内)ナデ

細砂・粗砂圧痕
LJなし

粗石混 良 (9.5) 79 
(タト)ヘラケスリ底辺部、 底25%

土師器 斐
(内)ハ，ケメ日 口なし

十Rli'Pi.昆 良 79 
(外)ハケメ: !まなし

土sHl器 護
(内)ナデ 日なし

;祖砂混 R 80 
(外)ヘラケズリ↓↑ 底なし

土師器 5品
(内)ヨコナデ→黒色処理 1110% 

細砂多ift 良 (-) 80 
(外)ヘラケズリ↑ 底なし

土師器 鍋
(内)ナデ 日10%

中砂混 良 (-) 80 
(タト)ヘラケズリ↑ 底なし

種別 特 i設 』台 土 平氏lITIT 先端部 う女tプz 封よラfJ -iエ，と!~ (lイ1〉P 長さ ¥CiiI)外径 干しi室(，心 ~支 詐号
羽口 体奇11中央部。ガフス化部分なし Q スサ入り υ (13.9) 8.7 3.9 

~~[J 体部。ブイゴ側に近い部分。 スサ入り 。 (11. 0) (6.8) (3.1) 81 

:]:J[I フイゴ側端部か。 スサ入り (13.5) 7.5 (2.9) 81 

羽口 端部に鉄i宰付着。 スサ入り υ 。 υ (15.5) 8.6 <1.1 37.0' 

第14表焼土遺構出土遺物観察表(2 ) SN88 

。/

⑨ 人
S N108A-B 
1 5Y R6/8 燈色シルト 焼土。焼けしまっていてきわめて硬化しているO

2 7. 5Y R2/2 議褐色‘ンルト しまりあり。 11議の焼土小粒 5%、炭化物極小粒

1%含む。

3 10YR3/"3 暗褐色シ;"卜 ややしまりあり。火熱によりわずかに硬化してし略。

炭化物ノj、校 5%台む。

4 10Y R5/4 1こぶい黄褐色シルト しまりあり。地はdニ30%Z見じる。池山漸移層

1‘ 73 .. ，17R 
である。

5 10Y R4/3 褐色シルト ややしまりあり。 1層の焼土小~中粒20%、炭化物小

校5%含む。

A 

174 B 

健三デ B

A戸 B. :J，~i1f21\;lj= 24.600m 

C-D'主i1.g?ir，=24.7∞m 

S NI08C -D 
6 7. 5Y R6/8 権色シルト ややしまりあり。焼二七大塊~大粒含む。 7.5Y R3/2 

黒褐色シルト 50%混じる。

7 lOY R3/3 晴樹色シルト ややしまりあり。 1腐の焼土小粒 5%含む。

第 77国 S N 1 0 8焼土遺構
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180 

SNI09 
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7 9 焼土選権内出土遺物 (9) SNl 09② 

第 I節検出遺構と造物

番号 lU:'!~lili/，l~ 種目リ 学川説11ホf古 内外国の特徴 Jf王位1(I):{'守c't 残存率 胎土 犠!主 !LJ在同 !，存乞、手t((巳 |器高川 外f密度 iヨ!nJi香り

171 SN108 土師器 j不
(内)ロクロナデ 仁113%

キIII砂少混 良 (15.5) 83 
(タト)ロクロナデ 底なし

(内) ミガキ黒色処理 I n8% 
172 SNI08 ニヒ師器 均二

(外) ミガキ日 底なし
{告土砂少j昆 良 (15.0) 

173 SNI08 土師器 葺
(I;igjナテー 口251)o

中砂j昆 良 (14雪0) 83 
(外)ヘラケズリ↑ 底なし

SN108 土師器
(内) ヨコナデ→ヘラミカキ(議

細砂!王痕
[Jなし

中砂i児 良 ('1. 8) 
(外jヘラケズリ→ 底707O

175 SNI08 土8i!i器 斐
(内)黒色処主j1→焼けはじけ

キ!日砂丘反
I~ なし

中砂少世 良 (5.2) 83 
(外)ヘラケズリ l長50%

SNI08 土師器 斐
(内jナデ

剥離
11 なし

1担砂混 上L (8.0) 
{外)ヘラケズリ争 江主32%

SNI09 土師器
勾 I(内)マメツ 口1i?{) 

fl段砂少J昆 11 ( 13.()) 8:3 
(外jマメツ 底なし

SN108 土目ilî~if
(内)ナデ i 口なし

tl:iT'Fi昆 良 6口 J内

(外)へラヤズリ↑ j氏なし

SNI09 UiIi器
(内)ナデ 1110% 

細砂J見 良 (23曾 8)
翠 (タ~j ヘラケスリ? 底なし

83 

ILUJill，l，'i 種別 特 徴 1台 土 王子四面 先端部 3ヅ止 λ12UfヒJ 

長(5さ.9(，)，，)1|外(5径.9(川))1i干し(3径.8(('m
iさHし'"ょfiぇi 端音1I角 I'x]版番号

SK108 J~I二i 中うた部一ブイゴ側の 部。 スサ入 i) 83 

SNJ09 ~~[l 先端部近い。溶融著しいc スサ入り 。 。(5.0) 83 翠

IHU也1，I，f，種別 器種 内・外閣の特捜 !まrmの特鍛 残?仔等: 胎土 焼成 口径 fま径 器高(巾)外it買度 [';(ill反番号

182 SN1u9 須恵器 査
(内)ロクロナデ

微弱見 上主 84 
(外j ヘラケズリ↓

( 3) SNI08. SNI09 

S閥108

形態

焼土の厚さ

土坑

物

特 徴 I2箇所に分かれる。

$関109 I位
形 態!不整円形

人為的に埋め立てている。焚火の目的は不明。

-m  

一戸床山
出

1
寸
B
J

24.185m 

不明
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第4章調査の記録

170は先端部である。 17uは端部の溶融が著しくガフ λ化している o SNI08 1乃は体部が湾曲し口縁部が外

反する大型の;杯である。 172，]74はロクロ非使用のi不である。 172は内外面ともヘラミガキ e 黒色処理が施さ

れている。 174は体部が湾曲し膨らむ器形の杯である。外面はヘラケズリ、内面はヨコナデ後にヘラミガキ

している。黒色処理はしていない。底面には全面に細粒砂の圧痕が認められる。 175は小型の警の底部である。

内面に黒色処理を施している。外面はヘラケズリ整形、底面には全部に細粒砂の圧痕がある。 176も小型の

斐の底部で、底面は剥離欠失したものである。 178は小型の護で外商は粗.いヘラケズリに

よって整形している。

SN109 

177は比較的器高が低く皿に近い器形である。 179は幅広の大型の護で口縁部が外反する器形である。 180

はブイゴの羽口の中央部、 181は先端部分の破片である。焼土中に大被片は含まれておらずこの遺構で使用

したものとは考えにくい。隣接する SN88焼土遺構との関係がある遺物で若うろうか。 182は須恵器査の胴体部

の破片である。内面は幅の広いナデ調整、外面はヘラケズリ調整であるがこの破片より上部では外語がロク

ロナデ調整に変わるようである。

7 .溝跡

調査!2{北部で東西方向の溝 SD02・SD10・SD12、南北方向の溝 SD03を検出した。 SDIOとSD12は中心開距

離で約1.4111の間隔をあけて並行に延びる。 SDIOの東端.SD12の西端はいずれも撹苦しにより残存しないが、

2条の溝は長さがほぼ同じで 2条一組の施設と推測されるの SD02は西端が鈎形に南へ屈曲する部分が 2

所あり、この部分だけを作り替えている可能性がある。板塀跡、と重複する場合すべて溝跡の方が新しい。 SD97

は調査区北東偶を「逆コの字」形に囲む溝で、東側はすでに失われている。南北の溝間距離は約16mである。

方形に閉じるのか逆コの宇に東側が開放するのかは不明である。 SD45・SD123板塀跡と重複し、両者より新

しし 10 溝の形状や理士は SD29とよく似る。これらの溝は古代の板塀跡より新しく、 SD29とSD97の類似関

係から掘削の時期はおよそ近世以降と推定される。

調査区南部では東西方向に延びる SD18・SD133溝跡とその東端付近で重複する SD29を検出した。 SD18溝

跡は SD133溝跡と向 る。底面はしミずれも東から曹に傾斜する。 SD29溝跡、は SD133溝跡より

は新しく SD18溝跡よりは古い。

溝跡出土遺物

SD18 

埋土中から183・184が出土した。 183は縄文時代の擦石である。楕円形のシルト岩円擦の一側縁に二次加工

をした後、その側面が擦られて平坦面となっている。擦痕からわかる擦りの方向は一長軸方向である。 104は

胎土に繊維を含む縄文前期の土器で LR原体を横方向に回転施文している。

SD133 

底部に近い部分で185の磁器が出土した。 185は肥前系の染付椀で、菊花文が描かれている。肥前磁器N期

の製品である。

SD18・SD133・SD29は前後関係と時代について以下のように推察される。

も古い溝は SD133である。底面近くから肥前W期相当の磁器椀が出土したことから、江戸時代中頃以降に

溝が掘られたのであろう。 SD18・SD133は改修が繰り返し行われながら使用され最後は人為的に埋め良され

ている。その埋め戻しに使用した土の中には明治以降の遺物を全く含まないことから SD18溝跡の構築 e 使
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第I節検出遺構と遺物

SD02 イ立 I MD-MK臥 MI-MK59 震 イ立 3層上田

意援連鴇 SA06・SA09・SA41→SD02 方 向 東一酉

長 28.4m I傾斜方向 東から西 端部の状況|東端不明。西端は南に L字形に折れる。

上端部椙 0.39m - 0.28m 下端部幅 0.35m - 0.22m 深 さ cm - cm 

埋没過程 人為的埋め立てか口 遺 物 なし 鹿面標高 m - m 

SD03 位 置 IMD58 . 59 層 位 3層上面

複遺講 なし 方 向 南一北

全 長 (4.30m) I傾斜方向 南から北 端部の状況|南北端とも不明。

上端部幅 0.40m - 0.10m 下端部幅 0.20m - 0.05m 深 さ 7cm -

埋没過程 人為的埋め立てか口 物 なし 鹿画課高 24.570111 -

8D10 イ立 I LN . L058 震 f立 地山上面

捜遺構 SA45→SD10 方 向 東一西

全 長 (6.80m) I傾斜方向 東から西 端部の状況|西端あり。東端不明口

上擦部瞬 0.40111 - 0.25m 下端部幅 0.30111 - 0.15m 深 さ 6cm - cm 

埋没過程 人為的埋め立てか? 選 *m なし 度額擦 24.920m - m 

SD12 イ立 I LM-L059 層 イ立 地山上面

重複遺構 SA45→SD12、SA123P1とは前後不明。 方 向 東一西

全 (5伽)I領斜方向 東から西 端部の状況 l西端不明白東端あり口

上端部!擢 0.35m - 0.25m 下端部幅 0.25m - 0.10m 深 さ 3cm - cm 

埋没過 人為的理め立てか。 1、三E龍霊 ヰお なし 底面標高 24.940m - m 

位置IMC-LK38、LK39

35cm 

23.050m 

(SD18に完全に覆われる)

東西、東端は南西-北東

49cm - 2cm 

22.770m - 23圃 122m

SD29 f立 霊)山8・39、以38-40 麗 位 地山上国

重複遺構 SD133→SD29、SD29→SD18 方 向 南一商…北東

全 長 (6.30m) I傾斜方向 北東から南西 端部の状況|北 東端は不明。南西端的18. SD1制ミら分岐

上端部幅 0.12m - 0.43m 下端部福 0.34m - 0.12m 深 さ 44cm - 34cm 

埋没過 人為的埋め立てか。 年初 なし .T駄 底面諜 23.211m - 23.270m I 

SD97 位

重擾遺構

長

LN56・57、L056・57、LP56-60 地山上面

東→問→北、逆L 出

上端部犠 0.70m - 20cm - llcm 

理没遇謹 i人為的埋め立てか? 24.763m - 24.876m 
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第 4章調査の記録

ミ「

LP 

十 --+-61 

十60

ーし

C U IID 

十

十

8097 

8012 
J長準高ェ25.000111

む
空"古=25.200m 

o 1m 

S D12 

1 10Y R2/2 黒褐色細砂混じりシル卜 しまりなし。

SDI0 

1 10Y R2/2 黒褐色絢砂混じりシルト しまりなし。粘性弱V'o

qu 
ハun以内、u酉

j年斗商工24.700111

1m 

S D03 
1 10Y R3/4 暗褐色シルト しまりややなし。

地111ノト~中粒含む。地山粒子は

壁際iこ散在。

B
 

A
 

2m 
)t~Hi宅街ぷ)üm

C D 

;ま 7V~J古iニニ25.200111

。 1m 

。 S D97 
4m 1 10YR2/2 黒褐色シルト ややしまりあり。池山中~小粒]0%含むo 霜i怒り状

111 に入る。

2 10Y R2/3 黒褐色シルト しまりあり。池山小粒20%含む0

3 10Y R3/2 黒儲色シルト しまりあり。 地山土30%混じる。

80~ 8D03.10.12舎 97溝勝
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MC斗 MB竺L MA斗

〉
ト工〉 1 __ 

1ヒゆ
/ 

i、れ¥ア~

A B 
1-a 

¥よ主/ SMB

SD]8バ33A-B

I-a 10YR2/3 烈褐色シルト きわめてしまりあり。 1也山土110%混じる。埋

め渓し土。 (SD18)。

1-b 10YR2/3 黒褐色シルト きわめてしまりあり。地山小~中粒:10%含む。

埋め戻し土。 (SDI8)。

1-c 10YR2/3 黒褐色シルト きわめてしまりあり。地山小~中校209c6合む。

主主め戻し土。 (SD18)n

2 lOYR3/2 黒褐色シルト きわめてしまりあり。 地山小村10%含む。 A溝

3 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト ややしまりあり。 j也111小~中村30%含む。翁

降り状に均等に含む。 (SD18)。

4 lOYR3/1 黒褐色粘土質シルト しまりあり。地L1Jct粒30%含むo 降り状に

均等に含む。 (SD18i。

5 註 10YR4/'2 t天黄褐色泥岩粘土 ややしまりめり。地山ニf:大塊~大粒aOY6
合む。植物遺体少量含む。 (SD133)o

じ 10Y R4/2 I天黄褐色泥岩粘土 ややしまりありo:l:ti!山大~仁対立 30~'6台む。
議i海り状iこ均等に含むO 植物遺体少量含む。 (SD133)。

6 10Y R5/2 灰裁褐色粘土 きわめてしまりあり。黒褐色土10%混じる。(SD
133) 

7-a ]OYR3/J 黒褐色粘土質泥岩 ややしまりなし。地山土 5%混じる。純物

遺体(植物線状、 きわめて小さい宣言本)20%含む。 (SD133) 
7-b 10Y R3/1 f，1i\褐色粘土質泥若ややしまりない地11J大~cþ粒 15%、櫛

物j遺体(椋物根状、きわめて小さい1吉本)20%合む。 (SDJ33) 
8 10YR3/1 黒褐色粘土質泥岩ややしまりない地山小粒 5%、がi物遺体(紛

かい革本)10%含む。 (SD133)。

9 10YR3/1 黒総色泥岩 ややしまりなし。地山極小粒 5%、植物進{本20%含む。

フワフワするo8 層よりも植物片はやや大きめである。 (SD133)。

SDJ8・J33C-D 

J a JOYR6/6 1列車ミ褐色粘土質シルト きわめてしまりあり。黒褐色土J5%

混じる。地山二七符i住積。埋め戻し士。 (SD18)。
l-b JOYR3/J 黒褐色粘土質シルト きわめてしまりあり。 J-a腐の地山土

30%混じる。地山土lヰ堆積。 埋め戻し土。 (SD18)。
3 10YR2/2 J;1i¥褐色シルト ややしまりあり。地山中~小粒 5%合む。子L燃やや

あり、フワフワした感じがする。 (SD18)。

4-a ]OYR2/2 黒褐色粘土質シルト しまりあり。やや孔隙あり。 (SDJ8)。

b 10YR3/1 黒褐色粘土 きわめてしまりあり。粘性あり 地山土 596混じ

る。 (SDJ8)。

I，IVI斗

1やa

(i 9 

第I節検出遺構と遺物

LS斗 LR:斗 U，l斗

LQ斗

LL斗

LI¥斗

D 

八8 ・基準高二二23.700m

;!f: f_llん~':j~24.100m

1m 

5 10Y R4/J 褐氏色泥岩質粘土 ややしまりあり。地山小粒 5%、植物遺体小片

10%台む。 (SD133)。

G 10YR5/1 褐);1(色泥岩質粘土 ややしまりあり。粘性やゃあり。地山土30%混

じるottì~i物i母体小片 10%含む。 (SD133)。
7 10Y R4/2 灰黄掲色粘土質泥岩 ややしまりあり。槌物遺体(ワラ状宗本、小

校等)15%含む。 (SD133)。

8 lOYR1/1 f!l¥灰色泥岩 ややしまりあり。椋物遺体(ワラ状草本、小校等)20 
%含む。 (SD133)。

9 lOY R3/1 立褐色泥岩質粘土 しまりあり。総砂 (t也山由来) 5 %滋じる。植

物遺体10%含む。 (SD 1:33)。
SD18E-F 

l-a lOYR2/3 足偏色シルト きわめてしまりあり。地11J土40%混じる。思

め戻し土。 (SD18)。

1-b 10YR2/3 黒褐色シルト きわめてしまりあり。地山小~中粒30%含む。

埋め戻し土。 CSD18)。

1 c lOYR2/3 黒褐色シルト きわめてしまりあり。地山小~中校20%含む。

埋め戻し土。 (SD18)。

2 JOY R2/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地山中~小粒 5%含む。干しI僚やや

あり、フワフワした感じがする。 (SDJ8)。

3-a JOY R2/2 熊褐色粘土質シルト ややしまりあり。地山中粒10%含む。(SD
133) 

b JOYR2/2 黒褐色粘土質シルト しまりあり。地山大校20%含む。

4 10Y R4/1 褐灰色i泥岩質粘土 ややしまりあり。地山小粒 5%、縞物遺体IJ、)，-
(SD133)10%含む。 (SD133)。

5 10Y R4/1 褐灰色シルト ややしまりない地山土と階褐色土の混土。均質に

1見じるo(SD133) 

6 ]DY R4/2 灰黄褐色粘土質泥岩 ややしまりあり。植物退体(ワラ状Wi本、小

枝等)]5%含む。 (SDJ33)。

7 10YR4/] 褐灰色泥岩 ややしまりあり。植物遺体(ワラ状革本、小校等)

20%合む。 (SDJ33)

8 10YR3/1 思潟色泥お質粘上 しまりあり。紛砂(l:塩山由来) 5 %混じる。椛

物遺体10%含む。 SD133)o

第 81関 S D 1 8 . 29. 1 3 3溝跡(1 ) 
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阿
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日

L

J

G

K
ト

o 1m 

SD18133.29G-H 
1 10YR2/2 黒褐色シルト ややしまりない地山土大塊状10%含む。蒋堆積。

(S D 18) 
10Y R3/1 黒褐色シルト ややしまりない地山小牧 5%含む。 (SD18) 

10YR2/2 黒褐色シルト ややしまりあり。地山小粒 2%含む。 (SD 18) 

10YR2/1 黒色泥岩 ややしまりない地山土10%混じる。植物遺体の納片20

%含む。 (SD133)

5 10Y R2/1 黒色泥岩ややしまりない地山極小粒 5%、植物遺体の大片25%
含む。 (SD133) 

6 10Y R2/1 黒色粘土質泥岩 しまりなし。植物遺体は納片15%。草本(ワラ・

アシ状)(S D133) 

10YR2/1 黒色シルト しまりあり。地山中~小粒 5%含む。 (SD29)

10Y R2/1 黒色シルト しまりあり。地山中~小粒 5%含む。絢砂10%混じる。

(SD29) 

S D29K -L • 1 -J 
1 10Y R2/1 黒色シルト しまりあり。地山中~小粒 5%含む。

第 82図 S D 1 8 .29 • 1 3 3溝跡(2 ) 

引 lι芦司、:智そ'¥ .U  
撚~~~~~~;l;\~;~段 rl

~鵠:三世 I l 
将司ぢ川ぷ ， I 

「オf?;;c!-;~.il..， ¥， 
匂ペソみむも'1'

184 
SD18 

183 
SDl日

SDl33 

第 83関溝跡内出土遺物S0 1 8噂 13 3 

番号 出土地点 器 種 特 徴 刃部角 長さ (cm)rjrlli (cm) 陣さ (cm)重さ (g) 関版番号

183 SDl8 擦石 ---1l!1J縁に擦罰あり。 15.7 9.0 3.2 715.0 88 

番号 出土地点 種別 器種 特 i数 胎土 焼成 原体 犯li!iJ;)jliij 時期 関版番号

184 SDl8 縄文土器 深鉢 小破片で全体は不明だが、器面全面に縄文を施文する土器か? 繊維合 良 LR  横 前期 88 

番号 出土地点 種別 器種 手Jll 薬・絵付 特 徴 胎土 口径(cm)高さ (cm)民径(cm)i明。l区分 図版番号

185 SD133 磁器 碗 染付(藍) 菊花丈ー草花文 白色 (2.9) (4.5) IV 88 

第16表溝跡出土遺物観察表 SD18.SD133 
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第 1節検出遺構と遺物

時期はおよそ江戸時代中頃~末頃である。

SD133溝内には断続的に弱い水流があって砂が堆積することもあったようだが、泥炭が形成されているこ

とからすれば、水が滞留し、周囲には植物が繁茂し泥が堆積しやすい環境であったと考えられる。そのため、

水流を確保する目的で溝の改修が繰り返し行われたことがE-F断面の土層から伺える。

SD133から分岐する SD29の底面標高や、 SD133から作り替えられた SD18の底面標高が SD133の当初の底

面標高よりもかなり高いということは、 SD133溝内が泥炭化して底が浅くなってもなお水路として機能して

いたことを推測させる。

SD133が SD29に近い底面標高まで泥で埋没した状態で SD29とともにしばらく使用された後、溝の幅を 2

倍以上に広げる大改修が行われて SD18が掘られる。 溝の断面積を増やす方法として、深さではなく幅を大

きくすることで水流と水量の確保を目的とした改修である。この時点では SD29は黒色土で、埋没している

SD29とSD18が同時並存しないことから、 SD29はSD133から分岐する新規の溝ではなく、;埋没が著しい

SD133の一部を部分的に流路変更した溝跡で、 SD18を掘ることでその役目を終えたものと推測される。

しかし、 SD18もまた砂や泥の堆積が止まらず自然に深さを失っていったようである。その後 SD18は人為

的に地山土をかぶせて埋め戻されている。

SD133. SD29. SD18の一連の経過は江戸時代中~後期における遺跡周辺の水田経営の一端を示すものであ

る。遺物から推定される江戸時代中期頃にはおそらく新規の水田の造成や区画の整理に伴って主要な水路の

ーっとして掘られたと思われ、この地区の水田経営の一画期を示す遺構と言える。この時の水路位置、水田

の大区割、水流管理が SD18が埋め立てられるまで長期に継続する次の大きな画期は、 SD133内の泥堆積 e

泥炭層化に対して底さらいの繰り返しゃ SD29のようなバイパスの溝を掘って対処していたものから、

i均な大改修事業を行うことになった時点がである。 SD29が SD133のバイパスとすればその断面積は約 2

に拡大し、流れる水量も大きく増量する。これは、この水路の機龍や果たす役割、およびこの地域の水面経

に大きな変化があったことを示唆する。この時点での水需要の増大l土、地域の水出面積の拡大、背量とし、

に下流域(遺跡西側)の新規水田造成が進められたことに由来するものと考えられる。その後、 SD18が

的に埋め戻されて一連の溝は消滅するが、この時点もこの地域の土地利用の画期である。すなわち、溝

の下流域への代苓水路の新規建設、溝の埋め立て後の遺跡一帯の土地利用形態変更等、おそらく土地所有権

(占有権)の移動をも伴う変化があったことが伺えるのである。溝の跡地は畑地@林地・萱刈場といった利

用をしたのか原野のままだったかは分からないが、現代の発掘時まで構造物は設置されていない。以上の 3

つの画 期の 掘剤、 SD18の掘剤、 SD18の埋め立て)

近世後期における水田経営の画期を示すものである。

8. 製鉄遺構

にとどまらず、この地区の

調査区北東端で 1基 (SN52)、中央部東側で 3基 (SN91・126. 98)検出した。 SN52は重複がなく、

単独である。 4基ともほとんど平盟地に構築され、炉の前部を大きく掘り凹めて作業坑として使用している。

S N52は、長軸を東西方向にとる。西側に炉本体、その東側に長さ 2m、中高 1mの作業坑が付属する。本

体は地上部分がすべて削平され存在しないc 本体内には鉄浮の付着した炉壁破片がつまっていた。掘方は長

さ1.2m、幅約60cmで、上端より地下部分の幅が若干広くなる袋状の形態である。底面には厚さ約 5cmの炭

の層があり、側壁には流動浮が付着している。特に南側の壁に著しし地上部分から炭層までの深さ約30cm

の側壁全体に付着している部分がある。作業坑内にも鉄浮が少量含まれていたが、流動j宰は少なく、鍛冶浮

-101 



第4章調査の記録

;i犬で鉄分が赤錆となっ を覆うものがほとんどである。作業坑の東側に連続する鉄i幸捨場は検出されず、

鉄j宰捨場の存在は確認できなかった。これは SN52を含め、調査区北側全体が畑地造成時に削平されていた

こと、及び、SN52の東側約 3mで農道工事が本発掘調査前にすでに終了していたことによると思われる。

S N91 . 98 . 126はそれぞれ重複関係があり、造り替えられながら 3田にわたって連続的に操業していた

と考えられる。その過程は次のように推測される。

まず、 SN91を構築して操業している。操業後SN91本体は地上部分を破壊し、本体掘方を埋め立てて平

坦に整地している。その際には排出された鉄淳、炉壁やフイゴの羽口等は、炉の北側に掘られた作業坑に捨

てられるとともに、さらに北東側に広く散布させている。次に SN91本体西側約 2mの地点に SN91とほぼ

並行に SN126を構築し、その北側には作業坑が掘られている。 SN91の作業坑は、このときに地山土によっ

て回く埋め立てられている(巻頭図版 1-1 "¥図版13 6. 7) 0 S N 126の操業の際に排出された鉄淳やま戸

フイゴの::]::]口等は作業坑内及びその北側で SN91から排出された鉄淳等の散布域に重複させて散布させ

ている。 SN126の操業後、さらに SN126の南側に、 SN126の掠方を延長する形で新たに SN98を構築し

ている。 SN98はSN126南側に新たに楕円形土坑を掘って本体を構築し、 SN126本体の掘方の上端部を崩

して幅を広げ、この部分と SN126の作業坑に地山土を鮎って作業坑を造成している。 SN126の地山部分の

炉壁はすべて取り除かれ、地下部分下半の一部のみに SN126の受熱赤変硬化した部分が残っている。 SN126 

作業坑を埋め立てる地山土層は最厚部で、約35cmの層摩がある。 SN98は操業後本体上部が破壊されているが、

地表面から約15cmの高さまでは残存していた。 SN91 . S N126とも地上部分を破壊し、 SN弘は理め立て

整地、 SN126は作業坑として改築再利用しているのに対し、 SN98地L1J部分を一部残存させた状態で廃絶

していることは、この場所における操業の最終段階の状況を示すものである。 SN98の操業によって排出さ

れる鉄速は、 SN126に引き続き、作業坑の北側の SX33鉄淳捨場に集積されたと考えられるが、 SX33の西

側が農道によって削平されていたこともあり、必ずしも SN98の作業坑に連続した分布域を形成していない。

S N91作業坑の埋め立て、 S N126本{体本炉壁と{作乍業坑の;埋埋め立て、 ならひぴごに SN9引1. S N126 . S N9犯8本f

ま炉戸壁構築のためには大量の粘粘e質土が必必、要でで、あるが、その供給源としては粘土採掘坑の可能性が高い SK16. 

101-1.坑も含めた地山土利用を考える必要がある。 SN91本体炉援用粘土は、 SN91作業坑の掘削によって

出る地山土の利用が可能である。 SN126本体炉壁構築材と SN91作業坑埋め立て土は、 SN126本体掘方及

び作業坑摺削土を充てることが可能である。この他に SK 16 = 101から供給されたと考えられる。 SK16で

は数回の掘削単位が分離でき、また SK16の採取土量を考えあわせればSN91の段階から SK16から採取し

ていた可能性がある。

製鉄遺構出土遺物

186~ 191はSN98製鉄遺構の作業坑から出土したものである。 186・187は体部下半から口縁部まで直線的

に外傾するタイプの土師器杯である。 188は体部下半が湾出して膨らむタイプの土師器杯である。 189は胴体

部が大きく影らむ琵形の器形の小型撃である。 191も同様な器形かと思われる。

194は大きさがおよそ 4cm X 6 cm X 3 cmの鉄塊系遺物が付着した鉄浮である。鉄淳部分はほとんど磁性が

ないが、鉄塊系遺物の部分は強磁性である。鉄浮は径10mm以下の粒状のものが集積して融着した状態で層状

なっており、中には炭をかみこんでいる。

195も強磁性の部分とほとんど磁性のない部分が融合したものである。 に塊状に鉄塊系遺物が付着し、

中心部は炭度を多量にかみこんだ鉄浮である。
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第 4章調査の記録

194 

195 

第 85菌 製鉄遺構出土遺物 (2) SN98② 

9.鉄淳捨場

S N91・SN126・SN98の北側に、東西約10m、南北約 6mの鉄淳・土師器・フイゴの羽口・炉壁等が

く堆積する層を検出し、 SX33鉄浮捨場とした。この範囲の中央部で堆積層の厚さは約40cmである。関側

は農道によって削平されているが、農道敷の一部にも鉄浮の堆積があることや、 SN126・SN98との位置

関係から、本来はもっと西側にも広がっており、東西約12m、南北約 8mの範囲に鉄浮等が集積されていた

と推定される。出土した鉄淳の総重量は約 3トンである。堆積層の下部ではフイゴの羽口や炉壁が比較的多

く、上部では鉄淳に混在して土師器の小破片が多く出土した G
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196 

198 

200 201 202 

203 

204 

206 

205 

209 

208 

第 86図鉄浮捨場出土遺物 (1) SX33G) 
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第 87函鉄淳捨場出土遺物 (2) SX33② 
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第l節検出遺構と遺物

216 

217 

8 8国 鉄津捨場出土遺物 (3) SX33③ 

S E102井戸跡、 SD45板塀跡は、いずれも SX33鉄淳捨場の堆積層を取り除いた後で検出したもので、

S X33より古い遺構である。したがってこの 2遺構は、 SX33の鉄浮供給源である SN91・SN126・SN98 

製鉄遺構よりも古い。この区域は、板塀によって区画された状態の後に、製鉄が行われ多量の鉄淳等が捨て

られたことが明らかとなった。

鉄淳子会場出土遺物

196は須恵器杯の破片である。体部上半が内湾気味に立ち上がり、口縁部がやや外反する。 197は体部下半

が膨らみ口縁部が外反するタイプ、 198・199は口縁部が外反しないタイプの土師器杯である o 200~202は回

転糸切りの土師器杯底部資料で、 200は砂粒の圧痕があり、 201・202は植物茎などの圧痕が付いている。 203

は口ク口の使用の杯である。成形後、体部はヘラケズ 1)によって整形され、底面には砂粒圧痕がある。
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第 89図鉄津j会場出土遺物 (4) SX33④ 
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第1節検出遺構と遺物

険者号 lL¥j二地点 種別 ~iff逗 内ら外市の特滋 J長[lUの特徴 残存率 l l台J二 2は成 ロj主寸前i@;往し日 ロ83gurit件tτ'1、r、mミt タト!頃!主 即応番号

SX33 (内)ロクロナデ 仁110%
やや良 (12.8) 196 領恵器 i不 il授1沙i見 97 

(LP47) (外jロクロナデ !氏なし

SX33 (内jロクロナデ
回転糸切り Q 

口20%
(5.4) 197 

(LN48) 
土問i器 均;

底38%
微砂J昆 Iミ (ll. 2) 4.8 27.0

0 

97 
(外)ロクロナデ

SX33 (内)ロクロナデ
198 ニヒ師器 f不

(L047) (外)ロクロナデ

口17%
í~投砂j見 良 (12.6) 97 

!氏なし

SX33 (内)ロクロナデ
199 土師器 土不

(L047) (外)ロクロナデ

日38%
微砂j見 上主 (12.3) 97 

Jまなし

SX33 (内)ロクロナデ 切り Q 口なし il投1i'P含
200 土師器 上司; iミ 4.9 97 

(LN47) (タト)ロクロナデ 底100% キ111砂少

SX33 (内)ロクロナデ 切り Q 口なし
201 土師器 坪 il投砂j見 良 4.9 97 

(LN47) (タト)ロクロナデ Jg;100% 

SX33 (内)ロクロナデ 1) 。口なし
202 土師器 均二 11投砂混 良 4.9 97 

(L048) (外)ロクロナデ J_t'i:58% 

SX33 (内) (ナデ)不明瞭 Jii記長↓三l)J1) ) IIなし 微砂混
203 土師器 f不

(外)
良 97 

(LN'18l へ
!氏100% 刺11砂j見

SX33 (Il~) ナデ 細砂混
204 

(L048) 
土師器 整 i三L (14.5) 97 

(外)マメツ 底なし 粗砂少i見

SX33 高台付 (内)ロクロナデ nなし
f主205 土師器 ヨコナデ iJ投砂i見 良 97 

(LP48) 土1~ (外)ロクロナデ 底38%

SX33 (内)ハケメ日 日間以下
206 土師器 設3己li i数砂i混 良 (一) 97 

(L048) (タト)ハケメ: JJ!正なし

::，;九.:5.:5 {内)ハうメ日
207 土師器 斐

(L048) (外)ハケメ:

i r-1i Jr w nJJlシ、ヘ!ーにl4 

{放砂混 良 (一) 97 
底なし

SX33 (内)ハケメ日 口なし 車部砂混
208 

(L048) 
土師器 重 ナデ 良 (8.0) 97 

(タト)ハケメ i 底179o 世i砂。小緊少tt

SX33 (内jナデ Llなし
209 

(LN48) 
土師器 Z2f己F ナデ

lま20%
粗砂j見 良 (9.0) 97 

(タトjハケメ i

SX33 (内)ナデ i
210 土師器 j屯!Ii 

(LOL18) (タト) ヘラケス 1)↓ョゴサ 7

口なし

!まなし
il投砂i昆 j込 (9.5) 98 

SX33 (内)剥高It 口なし
211 土師器 葺 {数砂丘痕 組砂j昆 良 (8.5) 98 

(L046) (外)ヨコナデ Jjま17%

番号 lii土地点 種別 特 j投 1台 ゴコ 平担出 先端部 4ブJι ヲtrJfιス!;ufzヒ~， 長さ l1'in)タト{歪 干し在(什n)Jさ佳!子E二三Fな子j 端部角 図版番号

マ137) 羽口 先端部の治献はそれほど強くない} スサ人り 。 。(18.9) 7.8 4.0 49.0 45.0ν 98 

I 213 羽口 と五態ー大き目立(似るc先端部iJ');;幸付着。 スサ入り u ( ) 。(11. 0) 7.9 4.2 43‘0
0 

98 

I 214 〔し 羽口 先端部は著しく溶融している。 スサ入り tつ u (8.4) (6.2) (4.2) 44.0
0 

45.0" 98 

215 SX33 羽口 先端部に鉄淳付着υ スサ入 iJ u u (8.7) 門7.2 3.9 39.0" 110.0" 99 
(LN;18J 

216 羽口 先端m~の部が苦しく琵{包しはじ l? とんでいる一 スサ入り u u (、f、一，、) (7.0) (5.7) ，).，J 16.0。 99 

コ 羽日 先器い部分i;!:黒柱に変色しているけ スサ入り (I (15.0) (7.9) (4.8) 65.0
0 

99 

I 218 (只ぅ:7ョ) 羽口 先端 ii 苦しく i言語~Ul;i干も討着しているつ スサ入り 。 。 り

世l(1間73面07故1 j 

(7.4) (3.2) 65.0 65.0" 99 

219 SX33 羽口 先端はきわめてRL〈i(;議する巧浮の{同もある スサ入り 。 。 。 10.6 5.1 48.0
0 

100 

|番号 I!¥:U世点 器 種 特 j数 石質 長(cm) 11I話(cm)!早さ (CIT!)重さ (q)rxil捉番号

220 SX33 lis; 石 残存する 3加はすべて{切りしている。 日1;に1cmllJMの'1'にG本の条将がある j尼岩 3 8 'i 9.2 5.6 333.0 100 

221 SX33 一次ijlUのある剥n-表裏|出Ijj(liに 次力u工Lて不II六角形に成形しているc刃部はないとl 頁岩 8.2 9.0 J今 .5 221.0 100 

番号 II'，I!血点 稜ijlj 2品種 手IH 去・絵{寸 :1寺 i設 胎土 口怪 同さ icm)底径 P，;¥lYJliJj' 1%1版寄りー

つつつ 磁器 血 外ml知的IJ 、 I)~而施軸{緑) 見込み~t 日和i剥ぎ 灰色 (1.3) 
二j、に之二

IV 100 

第18表鉄浮捨場出土遺物観察表 SX33

206~209は内外面ともハケメ調整痕のある小型斐の破片である。 206 ・ 207は短い口縁部が外反し、口唇端

は間取りされている。 206~208から、この種の護は内面が横方向、外面は縦方向のハケメ調整が全面に施さ

れていたことがわかる。 211は体部下半が大きく膨らむ器形の斐である。

212~219はフイゴの羽口である。 212は最も残りがよく、溶融した先端部から、体部中央付近まで残り、

平姐面が明瞭である。 216 ・ 218は孔径がやや小さいタイプ、 217 ・ 219は大孔径のタイプである。 212~215は

先端部の溶融程度も類似している。

220は砥石で、全面がよく使用されている。一部に認められる条線は、何らかの工具を研磨した痕跡と

われる。

-109 



第 4章調査の記録

第 2箆

1 .土師器 (223~240) ・須恵器 (241~246) 

223は体音sï6'ら口縁部まで直線的に外傾するタイプ、 224~227は、体部が丸く膨らみ口縁部が外反するタ

イプの杯である。遺構外からは両タイプが出土したが、後者が圧倒的に多い。 228・229は高い高台の付く杯、

230は低い高台の付く杯である。いずれも体部はやや膨らみ、口縁は外反するものと思われる。 231・232・234

は小型の護、 233~235 ・ 236は大型の斐である。いずれも体部外語はヘラケズリ、内面はナデ調整である。外

面のヘラケズリは231のみ上から下方向、他は下から上方向で、底部側から調整を始め、口縁部直下の屈曲

部で止まるものが多い。 237・238は破片のみであるが内外両面をハケ目調整しているものである。内外国は

なる工具で調整を施す。内面は護方向に比較的密に、外面は縦方向である。 239は小型斐の底部である c

底面の中央部と周縁部に綿砂が付著した庄痕がある。 240は大型警の底部である。底辺部はヘラケズリ後に

横方向にナデ調整を施している。

241・242は須恵器の皿である。 241は高台付、 242は無台である。両者とも体部下半から底部にはヘラケズ

リ痕がわずかに残るが、ほぼ全面にロクロによるナデ調整が施されている。体部の器高が低く口縁部が大き

くめくれるように外反する器形である。若美町西海老沢窯では同様の器形の皿が生産されているが、西海老

沢窯の製品かどうかは不明である。 243はおそらく高台付の杯かと思われる。実測図は小破片から復元した

ものであり、外傾度は誤差を含む。 244は広口牽の口縁部である。口唇端部をよ方に折ってつまみあげ、さ

らに内傾させている o 245・246は斐の破片で外面は平行、タタキ目、内面は弧状の当て具痕が認められる。

2. フイゴの羽口

247は断面形がカマボコ形で底面が平坦な羽口の先端部の破片である。著しく溶融し両側面はガラス化し

ている o ?容融した鉄淳が先端から約3.5cm垂れ下がり、製鉄遺構底面または側面でj留まった状態で悶着した

ことが明瞭である。平恕な羽口の底面を水平に霞くと、この鉄j宰の垂れ下がりの先端は約30度傾斜する。従っ

て製鉄遺構の底面または側面は少なくとも 30度以上の傾斜をもった面であることが推測される。

248は先端部が溶融しているもののそれほど著しくはない。孔端の上部には1c111程、鉄i幸の垂れ下がりが

認められる。受熱変色部分や鉄淳の垂れ下がりの具合から、羽口のさしこみ角は約23度と推定される。

249は先端部のみが溶融し下部に 1C111程の鉄淳の垂れ下がりがある。垂れ下がりの先端はわずかに屈曲

した状態で止まっている。また折断面側の一部に受熱変色の弱い部分が斜めにある。これらをもとに羽口の

さしこみ角は約47度と推定される。

250は先端部の一部である。端部の溶融と欽淳の付着は中程度である。さしこみ角は不明である。 251は先

端部の一部で、端部が溶融し、わずかに下に流れて国着している。側面の受熱変色部から誰定したさしこみ

角は約35度である。 252は先端部の一部で受熱変色し、気泡が形成された部分が認められる。 253は側面が面

取りされた羽口の一部である。孔の断面形は円形なので外面の平坦な部分と角では厚さに差が生じている。

254は先端部の一部で端部は受熱変色し、鉄j宰が付着する。 255・256は製鉄遺構の援または底閣の一部である。

表面は溶融し回化している。 255は厚さ 3~5m111 程度の鉄浮が全面に付着している。胎土はスサ入り粘土で

孔隙が多くガサガサした感じである。

3.縄文土器

257は細い粘土紐を平行に貼付けて無文帯を作り、この無文帯によって文様を描く。 258はL撚糸文を縦位

~斜伎に施文する。いずれも中期末葉の大木10式並行期の土器である。 260・261はキザミ自のある陸帝を横
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第2節遺構外出土遺物
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第百 2図 遺構外出土遺物(3 )土師器ー須恵器③

番号 1l¥J二地点 種別 器種 内・外部の特融 底面の特被 残 宝(('m)!ま径("m)器品川，)外傾度 図版番号

223 LM46 土師器 杯
(内)ロクロナデ

回転糸切り Q 
口33%

細砂少混 良 (J 2. 0) 5.4 4.4 
左37.0

0

101 
(外)ロクロナデ 底100% 右38.0

0

224 LP49 土的i器 材、
(内)ロクロナデ

)II)!I¥ム;)}糸t↓Jlo切4H.り
口15%

細砂混 良 (13.5) (5.5) に'-'.LつJ 31.0
U 

101 
(外)ロクロナデ 底的%

225 LS45 土師器 J不
(内)ロクロナデ 11 1t1f恥uizJJよ↓F1=1υ1Jff4 i)(v ，) 

口なし 車問砂j昆
良 5.5 101 

(タト)ロクロナデ 底100% 粗砂少i混

226 LR46 土師器 上司:
(内)ロクロナデ

11T11fe転ち.1人?11切"!.lミり Q 
口なし

微砂j見 良 5.7 101 
(外)ロクロナデ 底0.:)70

227 LR48 土師器 長F
(内)ロクロナデ

回転糸切り 。口なし
細砂少混 良 (5.5) 101 

(外)ロクロナデ )ま45%

228 LS45 土師器
高台付 (内)ロクロナデ

1)11〆1転:j子糸Tよl!，'切i1.Jり)
日なし

*Hl砂混 良 ut(石7i主ii討3ij) 主 101 
勾: (外)ロクロナデ 高台45%

229 LRL16 土師器
高台f (内)マメツ (il tIlf和ij壬24r↓ミH，セiijjIJ i}) 口なし

細砂i昆 やや良 (6.1) 101 
杯 (外)ロクロナデ 底100%

230 LR46 土日fli器
向台{寸 (内)ロクロナデ (112zf1 5J1j1手片品F↓ 1)) 口なし

キ1M少i見 やや良 (6.0) 101 
坪 (外)ロクロナデ !氏40%

231 LQ46 土自iji器 己L 
(内)ナデ o 寸257O

粗砂少現 上L (10.4) 101 
(外)ヘラケズ 1)↓ 底なし

っムouて2ワμ LQ46 土師器 王3住己
(内)ナデ 口18%

組砂j見 R (15.6) 101 
(外)ヘラケズリ↑ 底なし

233 LQ45 土師器 議l丸豆」

(内)ナデ 口8%
!こ1=1砂混 1ミ (19.0) 101 

(外jヘラケズリ↑ 底なし

234 MF43 土師器 翠
(内)ヘフケズリ 口596

細砂混
良

(16.7) 102 
(外)ナデ 底なし

235 LR'15 :Lllfli器 鍋
(内)マメツ 口10唱以下

粗砂J見 ↓ 2主7 弄-:~ (19.0) 102 
(外)ヘラケズリ 底なし

‘ム23Eり? LQ46 土師器 Z二反担Eユ
(内)ナデ 口 5%

1'1"砂i見 長 (22.0) 102 
(外jヘラケズリ 底なし

238 LM50 土師器 議
(内)ハケメザ 口なし

細砂少j昆 良 102 
(外)ハケメ; 底なし

239 LI¥μ5 t~lIi器 主主
(内jナデ

間|会!と中央にキftl砂i土J長
口なし

粗砂混 良 fi. :3 102 
(外)ヘラケズリ Jif100% 

240 LM45 土師器 斐
(内)ナデ

(剥高10
口なし 綱砂j見

I 
(8.5) 102 

(外)ヘラケズリ→ナデ !ま90% 組砂少痕

2H LR.18 須恵器
高台付 (内)ロクロナデ

高台貼付
口25%

中砂混 良 (H.O) (6.5) 102 
illl (外)ロクロナデ 底40%

242 M043 須恵器 血
(内j ロクロナデ

回転ヘラ切り痕
口なし

中砂少i昆 良 (6.0) 102 
(外)ロクロナデ 底30%

243 MN42 震恵器 勾:
(内)ロクロナデ iユなし

細砂J昆 良 102 
(外j ロクロナデ 底なし

244 MB45 須恵器 壷
(内)ロクロナデ 仁110%

微砂少混 良 (13.5) 103 
(外)ロクロナデ 底なし

245 MB39 須恵器 浮こE島d巨ユ
(内)あて具痕なし 口なし

微砂少J昆 良 103 
(タト)タタキ日 底なし

246 ML45 須恵器 護
(内)同心円文あて具痕 口なし

細砂混 良 103 
(タト)タタキ日 )まなし

第19表 選構外出土遺物観察表(1 ) 土師器・須恵器

位に貼付ける。 260は!を帯以外の部分にもキザミ自を施し、 261はLR原体の横位回転施文圧痕が認められる。

いずれも後期中葉の土器である。 262は横位の隆沈線で区画され、下部は RL原体の横位回転施文による斜

縄文である。 263は折り返し気味に若干肥厚する口縁部に節の細かい LR原体の横位回転による斜縄文が施

文されている。これらは後期中葉から後葉の土器であろうか。 264は沈線区画文の内部に異種原体 (RLと

L R) による羽状縄文が充填される。 259はRL原体の横位回転施文による縄文が充填される。いずれも無
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第 94図 遺構外出土遺物(5 )フイゴの羽口②

番号 出土地点 種別 特 徴 先端部 I先ガ端ラ部ス化のIー さし、み 端部角 図版番号i胎土平坦面 さ(cm)外径(cm)孔荏(cm)推定」fzj 

247 
SX33 ;:n!コ きわめて著しく i!鴇している。鉄浮が多f長十i請。 スサ入 1) u 。。00.8) 8.7 49.0

0 10，1 
(L047) 

248 MG41 羽口 古市部 l土カ、ラス fヒ。会~ì$1寸着。 スサ入り 。。(9.9) 9.2 (4.3) 23.0
0 

36.0
0 

104 

249 LM47 羽口 端部はカラス化著しい。鉄淳付着。 スサ入り 。。。(7.8) (5.6) (4.4) 47.0
0 

63.0
0 

104 

250 MI41 ~~口 端部に鉄j宰が多く付義。 スサ入り 。。(9.4) (9.2) (4.2) 105 

251 MG41 ~~Iコ 端部に鉄淳付着。 スサ入り 。。。(9.0) (6.5) (3.2) 35.0
0 

45.0
0 

105 

252 LR45 羽仁i 一部黒変し発泡。先端部にやや近い破片ー スサ入り (6.5) (6.7) (3.9) 105 

253 LQ46 羽目 llijlf'Zりあり。Ij1.:1:J!而i部分は器壁が浮い。 スサ入り 。 (7.0) (4.6) (3.6) 105 

254 MG41 ~;J[J 端部全面に鉄淳付着。 スサ入り 。。(7.0) (7.5) (5.8) 55.0
0 

105 

255 
SX33 

炉壁 表面は鉄j宰が付着し硬化。 スサ入り 105 (L047) 

256 
SX33 

炉接 表部は硬化、鉄淳は付着せずO スサ入り 105 (LO~7) 

第20表選講外出土遺物観察表(2 )羽口、 SX33羽口 a 炉壁
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文部はよく研磨されている。これらは投期後葉の土器である。 265の文様は 3段のキザミ自文帯と節の細か

い入組帯状文からなる。後期末~晩期初頭の土器である。 266は口縁部と体部を 2条の沈線によって区切り、

口唇部には B突起が付き突起を囲むように沈線とキザミ日を施している。 267は異種原体 (RLとLR) の

横{立回転施文を交互に段状に施すことによって羽状縄文を施文する鉢形土器である。 268は口縁部の内外両

面をキザミ日と沈線文で装飾する皿形土器である。外商には羊歯状文が描かれている。いずれも晩期前葉の

土器である。

4. 石器

269は有茎石倣である。表裏両面とも全面に二次加工を施し整形している。 270は縦長剥片素材の不定形石

器である。刃部は表面右側縁の下部で、素材剥片の末端は二次加工を施さずヒンジブラクチャーが残る。他

の側縁には表裏両面に二次加工を施し、刃つぶしを行っている。機能は削器と思われる。 272も縦長剥片素

材の不定形石器である。刃部は表面左側縁で、素材の鋭い縁辺をそのまま使用している。右側縁には刃つぶ

9 5間 違講外出土遺物(6 )縄文土器

番号 出土地点 25 干重 1守 i鼓 〉な部角 長さ (cm)

269 MG41 石験 有芸。 2.1 

270 MG41 不定形石器 楕円形に整形。削器。 25.0' 4.1 

271 MF42 不定形石器 周縁二次加工。i1ilJ器。
左25.0'

5.4 
右50.0'

272 MD39 不定形石器 楕円形に整形。厚みあり。掻器。 55.0
0 

10.0 

273 MB41 ピエス・エスキーユ 両極打法により生成。黒曜石製。 3.0 

274 MG41 不定形石器 素材剥)干のjilij1WJ縁のみ二次加工。末端は折断。 削器。 25.0
0 

5.7 

275 LR44 不定形石器 二次加工は刃部作出のみ。 i知器。 40.0
0 

6.2 

276 LR51 微小剥南!E痕のある剥片 二次加工はないが、著しい微小琴Ij離痕がある。掻器。 50.0
0 

5.7 

277 MB51 磨i製石斧 薄手。刃部再生を繰り返している。 50.0
0 

5.9 

278 LT42 磨痕のある礁 円盤形。砂岩製。用途不明。 (7.8) 

第21表選構外出土濯物観察表(3 ) 石器

111品(cm)

0.8 

2.2 

3.2 

6.2 

1.9 

3.7 

6.2 

4.9 

5.2 

(6.6) 

268 
HC;，ll 
l!'/i 

!享さ (cm)

0.5 

0.9 

0.7 

2.9 

0.8 

1.2 

1.9 

2. ] 

1.1 

(0.9) 

重さ(ョ j問番号i
0.7 107 

8.1 107 

9.0 107 

180.7 107 

3.3 107 

16.1 107 

47.3 107 

41.9 107 

51. 2 107 

(66.8) 107 
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しの二次加工が施されている。刃部角が大きいことから機能は掻器と忠われる。 271も縦長剥片素材A の不定

形石器である。打痛のある素材の上部を折り取り他の側縁に二次加工を施している。両側縁の二次加工痕は

表面のみ、末端部は裏面のみである。刃部は両側主まとも{吏出している可能性があるが表面右側縁が特に使用

されたようである。機能は削器と思われる。 274は縦長剥片素材で、末端が折り取られている。表面右側縁

は素材の鋭利な縁辺を利用した刃部で、使用による刃こぼれと思われる微小剥離痕がある。左側縁は刃つぶ

しの二次加工が施されている。機能は削器と思われる。 275は打面と表面左側縁に傑皮面の残る剥片を素材

とし、右側縁に二次加工を施して凸丸刃を作り出している。刃部以外には二次加工を施していない。機能は

削器と思われる。 273は黒曜石のピエス・エスキーユである。表面には両端部から中央に向かうリングの詰
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第4章調査の記録

まった剥離痕が明瞭である。裏面には 3面の剥離面があり、 2部は下から上へ i面は上から下へ交叉状に並

~o 上下両端のつぶれは著しい。推定長約3.5cm の小転芯を両極打法によって打ち割った際に生成した剥片

のーっと考えられる。 276は裏面の右側縁に著しい微小剥離が認められる。削器として使用したものと思わ

れる。 277は磨製石斧の刃部である。基部は欠失する。薄い板状に剥離する。安山岩製で表面には部分的に

磨り残しの白部が残る。裏面は凹凸が著しく平却に磨られているのは刃部と右側縁のみである。刃部は再成

を繰り返しており、左側は特に減っていて刃部先端が斜めになっている。全体に薄手である。 278は砂岩製

で表裏全面が磨られ屑縁は斜めに面取りされている。円形の盤状石製品の一部である。機能は不明である。

279~284は砥石である。 279 ・ 281 は砂岩製、 280は凝灰岩製、 281 ・ 282 ・ 284は泥岩製である。いずれも帰属

年代を決定する共伴遺物はなく、古代のものかどうか断定できない。

5.磁器

近世の磁器のみ図示した。すべて組前系の磁器である。器麓は皿・椀@徳利@猪口.r間徳利である。299・300

は泉沢中台遺跡出土品ではなく、遺跡の南方約600mにある標高約30mの台地上で表面採集したものである。

参考資料として掲載する。ほ場整備事業により大規模に掘削された残土中から採集した。 300は無粧の底部

外面と高台部分が援色 (5YR6/6) を呈する。断面で観察できる胎土は白色である。見込の蛇居勅ハギ部分

は局縁の一部に桜色部分が残り、紬を剥ぐために削った部分はわずかに樟色を残した灰色である。したがっ

てこの稜色は施稀前の化粧土を塗ったものと考えられる。泉沢中台遺跡出土磁器にはこの種のものはなかっ

た。

[番号|出土地点 器種 特 徴 石質 使JjJ面数長さ (cm) (c田)憧さ(9 ) 図版番号

279 LN48 砥石 大醸の一倍1¥を打ち割り、砥石素材としている。 砂岩 3 (8.9) (8.0) (6.3) (435.5) 108 

280 MG40 砥石 長方形の板状砥石の一部。 泥岩 3 (5.8) (3.6) (2.2) (43.7) 108 

281 L S47 砥石 4面とも使用により中央部が大きく凹んでいる。 jJ1九ノfおI-U 4 (9.2) (4.6) (4.8) (209.9) 108 

282 L S33 砥石 長方形の板状砥布、。非使用面には整形痕がわずかに残る。 泥岩 3 (7.9) (6.1) (2.8) (186.4) 108 

283 L L45 砥石 仕上砥。 使用により表出は1111部・主而は凸部が形成されている。 泥岩 3 (6.0) (5.0) (2.1) (60.5) 108 

284 MN52 砥石 仕上砥。表裏nhjf国が大きく凹み、最大!平と最小!手に30倍の定がある。 泥岩 4 (11. 7) (4.4) (3.0) (97.7) 108 

第22表選構外出土遺物観察表作)砥石
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第 98図遺構外出土遺物(9 )磁器①
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番号 出土地点 器種 紬薬・絵付

285 MB54 血 染付(青緑)

I 286 MB38 IJlL 染付(脊緑)

287 M J 47 皿 絵{すなし

288 L K40 J者[] 染{寸(青)

289 ivlQ'18 lJlL 染付(紺)

290 MB51 血 染付(青)

291 ME39 碗 染付(紺j

292 MK41 1宛 染付(紺)

293 M 148 F宛 染付(監)

294 L S 43 liJi!. 染付(藍j

295 MA38 碗 染付(紺)

296 K九1I《tL415525 f恵手IJ 染付(紺)

297 M044 皿 染付(脊緑)

298 L L 47 i間徳利 染付(紺)

299 表採 諸口 染付(青)j()

300 表採 碗 染付(菅緑)

'fllJ 

つQ只
LL4i 
1硲

299 
琴l王I1rT泉沢
南東台地表彩

9 9函遺構外出土遺物 (10)議器②

特 世t 1台二t 口径(cm)

見込蛇目紬ノ、ギ 灰e
見込蛇E!t-fllノ、ギ‘ 1:::1色 9.7 

見込蛇目紬ハギ ド113
白色 7.0 

白色

白色 16.6 

白色

白色

白色 10.0 

白色

一次受熱 白色 10.0 

他製品の融着痕あり。 灰白色

向色

白色 3.9 

1'1色
見込蛇呂軸ノ、ギ，化粧土 白色

第23表遺構外出土遺物観察表(5 ) 磁器

第2節遺構外出土遺物

間Jさ(cm)底在(cm)時期区うj 図版番号

(2.6) 5.4 W 109 

2.1 3.9 IV 109 

(1.5) 9.4 IV 109 

(1.9) IV 109 

(1. 5) (7.2) V 109 

3.0 7. ] W 109 

(2.1) 3.2 V 109 

(2.2) 3.1 V ~ 
(2.9) IV 109 

(2.3) IV 109 

(/1. 8) IV 109 

(7.2) W 109 

IV 109 

19.1 6.5 W 110 

(2.9) W llO 
(2.5) 4.2 IV 110 
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第 5章 自然科学分析

はじめに

泉沢中台遺跡では、平安時代の製鉄炉・掘立柱建物跡・井戸・土坑等の遺構が検出されている。秋田県で

は、これまでにも、平安時代を中心とした遺跡で様々な自然科学分析が行われてきた。(パリノ・サーヴェ

イ株式会社， 1988， 1993など)。これらの調査により、各時代の古環境や植物利用に関する資料が収集され

つつある。

また、第 2節では、製鉄燃料材と考えられる炭化材の樹種を明らかにする。第 1節では土坑と井戸の覆土

についてテフラ分析およびテフラの屈折率測定を行い遺構構築時期に関する資料を得る。第 3節は製鉄炉の

機能を解明することを目的として、鉄淳、鉄塊なとマの金属学的分析を行った結果を掲載する。分析と解析は

岩手県立博物館の赤沼英男氏に委託した。その結果報告書である。

第 1節テフラ分析

1 試料

試料は土坑 SK-96の試料番号 3および井戸跡 SE-102の試料番号 4の 2点である。分析時の観察では、

SK-96の試料番号が黒褐色砂浪じりシルト、 SE-102の試料番号 4が明黄褐色し混じり砂である。(第24表)。

2 分析方法

試料は、適量を蒸発皿に取り、水を加え、超音波洗浄装置により分散、上澄みを流し去る。この操作を繰

り返すことにより泥分を除去する。得られた砂分を実体顕微鏡および偏光顕微鏡下で観察し、テフラ本質物

質であるスコリア e 火山ガラス省軽石の産状を調べる。さらに火山ガラスの屈折率の測定を行う。 以上の観

察および屈折率の測定結果からテフラの同定を行う。なお、屈折率の測定は、古淳 (1995) に示された温度

変化型屈折率測定装置を用いて行う。

3 結果・考察

SK-96の試料番号 3には、多量の細砂~極細砂径の火山ガラスが含まれる。火山ガラスは薄手平板状のい

わゆるパフソレ型、気泡の長く伸びたものが集まった繊維束型、スポンジ状に発泡した軽石型が混在する。こ

の中で、はバブゃル型と繊維束型が多く、軽石軽石は少量である。ほとんどの火山ガラスの屈折率は、形態にか

かわらず最小値1.4974 最大値1.4996である。また、直径屋久1.2mmで白色を主し、発泡が良好な軽石が

まれる。この火山ガラスや軽石は、町田外、 (1981)、 Araiet. al. (1986)、町田・新井 (1992)等の

記載から、 A.D.915年に十和田カルデラより噴出した十和田 aテフラ (To-a) に由来すると考えられる。

また、火山ガラスの中には、屈折率が1.510~1.518のパフゃル型のものも極微量認められる。この火山ガラ

スは、町田ほか (1981)、Araiet. al. (1986)、町田・新井 (1992)等の記載から、白頭山苫小牧テフラ (B-Tm)

に由来すると考えられる。 B-Tmは中国・北朝鮮国境にある白頭山火山を給源とし、その噴出年代は To-a

噴出後の 10 世紀と考えられている。すなわち、 SK-96試料番号 3に含まれるテフラは To-aを主体とする

が、微量の B-Tmも混在しているといえる口以上の結果から、 SK-96は少なくとも A.D.915年よりも前に

構築され、 A.D.915年の時点では廃絶されていたことが推定される。
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第 2節炭化材の樹種

遺構 試料 スコリア 火山ガラス 軽石

番号 番号 主長豆ヨ 色調・発泡度・最大粒径 BE3 玄 色調・形態 3Eヨ1 色調・発泡度・粒径

SK-96 3 十十十 cz. bw， pm 十十十 w・g 1.2 

SE-I02 4 

-含まれない 十:微量 十十:少量 十+十:中量 +十十十:

B:黒色 G:灰色 B r 褐色 GB:灰黒色 G B r:灰褐色 R:赤色 W:白色

g 良好 s g やや良好 s b やや不良 b 不良

最大粒径はmm

c Z 無色 b r 褐色

b w バブル型 p m 軽石型

第24襲 フラ分析結果衰

SE-102の試料番号 4には、火山ガラスおよび軽石は全く認められなかったため、分析結果から井戸の構

築および廃絶された時期を確認することができなかった。

第 2節炭化材の樹種

1 試料

試料は、平安時代の 2基の製鉄炉 (SN52、 SN98) から採取された燃料材と考えられる炭化材 2点 (SN52

;試料番号1・SN98;試料番号2) 出ある。

2 方法

木口(横断面) ・柾自(放射断面) ・板目(接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走

査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を向定する。

3 結果

炭化材は、 2点ともクリに同定された(表 1)。解剖学的特徴などを以下に記す。

・クリ (Castanea crenata Sieb. et Zucc.) ブナ科

環孔材で孔園部は 1~4 列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は

単孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は向性、単列、 1~ 1 5細胞高。組織は周囲状および短接

線状。

4 考察

製鉄燃料材と考えられる炭化材は、 2点ともクリであった。炭化材はそれぞれ異なる製鉄炉から検出され

ており、今回の結果からクリが選択的に利用されていた可能性がある。しかし、いずれの遺構も試料が 1点

であるために断定には至らない。

秋田県では、堪忍沢遺跡で平安時代中期の製鉄燃料材にサンショウとヤマウルシが伺定されている。(パ

リノ・サーヴェイ株式会社， 1987) 0 また、山形県山海窯跡群では、製鉄燃料材と考えられる炭化材に 5種

類が確認されている。(パリノ・サーヴェイ株式会社， 1991)。これらの調査例から、製鉄燃料材が複数の種
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究 える。同様の例;土、福島県松罵地域でイ子われた製鉄燃料材の樹種間定結果

にも見ることができる。(嶋倉， 1988， 1990， 1992;パリノ・サーヴェイ株式会社， 1995a， 1995b)。これ

らの結果を考慮すれば、本遺跡においてもクリ以外に使用された種類があった可能性もある。今後周辺地域

において類例を蓄積することで、本地域における平安時代の製鉄燃料材の樹種構成を明らかにできょう。
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第 3節 泉沢中台における鉄関連炉の機能

岩手県立博物館赤沼英男

1 はじめに

秋田県琴丘町泉沢中台遺跡では 9世紀後半から10世紀前半に比定される掘立柱建物跡、板塀跡が発見され、

それに近接して 3基の鉄関連炉と約 3トンにものぼる鉄淳、鉄塊が検出された 1)。炉で鉄が造られ、それ

が建物内に運ばれ製品へと加工されたとみることができないわけではない。しかし、鉄関連炉周辺おいてま

とまった量の砂鉄、もしくは鉄鉱石を容易に入手することは難しい。遺跡の立地状況を考慮すれば、青森県

鯵ヶ沢町杢沢遺跡、新潟県豊浦町北沢遺跡同様、少量の砂鉄を用い銑鉄を脱炭する鋼精錬が2) ，1 )行なわれ

ていたと解釈することもできる。

上述の問題、すなわち鉄関連炉の機能を解明することを目的として、秋田県埋蔵文化財センターの依頼に

より、鉄関連炉内およびその周辺から出土した鉄淳、鉄塊、ならびに遺構面から採取された砂鉄の金属学的

解析を行った。その結果、そこでは錦精錬が実施されていた可能性の高いことが明らかになった。

秋田県下では 9世紀後半から10佐紀前半に米代JI[下流域に鉄関連炉が出現し、時代の経過とともに米代川

中~上流域にもその広がりを見せるという)。発見された炉跡は形態上いくつかのグループに分類され、

その多くは漠然と製練(製鉄)炉として扱われてきたが、泉沢中台遺跡、の解析結果はそれらの機能の見直し

の必要のあることを示している。

2 炉跡の立地とその形状

検出された炉跡は 4基である。遺構の切り合いと層位によって 4基の操業時間は異なっていたものと推測

されている 1)O 泉沢中台遺跡を発掘調査された秋田県埋蔵文化財センター谷地 薫氏は、鉄関連炉の検出

状況を以下のとおり報告されている。すなわち、炉はいずれも平坦商に構築されており、最も残存状態の良

好な炉の平面は、長軸120cm、短軸65cmの細長い長方形を呈し、炉援は炉床面に対しほぼ垂亘に立ち上がる。

平面長軸方向の一端は閉じており、羽口の装着孔と推定される半円形の切り込みがある。一方、反対側はハ

の字状に大きく関口し、関口部周辺には鉄淳が散在していた。羽口装着孔より下方部にある炉壁の内面は関

口部の手前まで青緑色に焼けていたが、杢沢・北沢両遺跡にみられたような青灰色もしくは黄褐色に固く焼

きしまった床面は検出されず¥木炭と黒褐色の土砂が混入した層とその下に鉄淳を含む赤褐色層が確認され

たとのことである 1)。

上述の発掘調査結果に基づけば、平面長軸方向の一端からフイゴにより炉内に空気を導入し、木炭の燃焼

によって形成される高温部分で鉄の形成がなされ、大きく関口した部分から鉄淳の排出を行うという、操作

状況が浮かび上がってくる。ただし、ここで気になるのは気密性が悪く炉内に高還元雰囲気を形成しにくい、

開放形の炉で操作がなされていた可能性が高いということと、鉄関連炉周辺にはまとまった鉄資源が賦存し

ない、という点である。 以下では、この点を考慮に入れて鉄浮の解析を行うことにしたい。

3 分析資料

分析した資料は鉄関連炉およびその周辺から出土した鉄淳10点、遺構面および遺跡東方吉砂丘から採取さ

れた砂鉄 2点の合計 12点である o NO.1、NO.5、NO.9、NO.11、NO.12、NO.13、NO.15、NO.17鉄浮は椀状淳、

NO.8、NO.10鉄淳は塊状淳に分類される。なお、 NO.13鉄淳には半溶解した粘土壁が付着している(第25表)0 

4 分析方法

鉄j宰はダイヤモンドカッターにより 2つに切断し、切断面のそれぞれの中心部分から試料片を摘出し、

125 
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方を組織観察に、他方を化学成分に供した。

組織観察用試料片は樹脂に埋め込み、エメリー紙、ダイヤモンドペーストを用いて研磨した後、金属顕微

鏡による組織の観察を行った。さらに、鉄浮の生成経路を推定するうえで重要と判断される鉄津中の鉱物に

ついてはエレクトロン・プロープ・マイクロアナライザー (EPMA) によりその組成を決定した。

化学成分分析用試料片はエチルアルコール、アセトンで洗浄し、試料十分に乾燥した後、粉砕し必要量を

直接テフロン分解容器に秤量し、酸を使って溶解した。このようにして調整した溶液を誘導結合プラズマ発

光分光分析法 (ICP-AES法)に供し、 T.Fe、 Ti、 P、 Si、 Al、 Ca、 Mg、 Na、Kの9成分を定量したo

FeO、 M.Feはクロム酸カリウム適定法により、また、 FeZ03はけい酸により求めた。

鉄j宰の外観と切断位置は図版26~図版29に示す通りである。なお、 NO.13鉄淳については鉄浮部分と粘土

壁を分別し、それぞれを化学成分分析に供した。

5 分析結果

5 -1 鉄j宰のマクロ・ミク口組織

NO.8鉄浮は塊状淳であり、表面の相当部分に青錆の析出が認められた(図版26a)。矢印の部分から切断し、

切断面の中央部分から摘出した試料片を樹脂に埋め込み研磨したもののマク口組織が図版26bである。灰色

をした錆層と鉄淳が混在した組織を示し、全域に空子しも見られる。二重枠で囲んだ内部の EP羽Aによる組

成像 (COMP) には、灰色を呈した柱状の結晶 XTOが黒色のガラス質けい酸塩によって取り閉まれている

様子が観察され、分析の結果、結品 XTOはTi-V-Mg-Al-O系のチタン化合物(主として酸化チタンを主成

分とする化合物)であり、後者は CaO-MgO-Alz03-Si02-TiOz系で、 Fe分をほとんど含まないことがわかっ

た。一方、マク口組織の枠で囲んだ部分には、暗灰色と黒色をした 2相のガラス質けい酸塩の中に、金属顕

微鏡下では金色を呈する微小結晶 XTOが残存する鉄淳が、鋳層に入り込んで残存していた。 EPMAによる

定性分析と含有される元素濃度分布のカラーマップによって、結晶 XTOはTi(C，N)であり、暗灰色のガラ

ス質けい酸塩 (Sl) はAlz03-SiOz-TiOz系、黒色のガラス質けい酸塩 (Sz) は CaO-Alz03-MgO-SiOz-TiOz系

と判定された(図版26d"写真 1)。

NO.12鉄浮から摘出した試料片は、健全なメタル部分と鉄浮からなる(図版27a、 b)。鉄浮の枠で囲んだ

部分は暗灰色化合物相 XTlを核とし、その局縁部は灰色の化合物相 Iによって構成される柱状の結晶が、

黒色のガラス質けい酸塩中に残存している。 EPMAによる分析によって、灰色の化合物相はマグネシウム

を間溶するイルメナイト [2(Fe， Mg) 0・Si02J、化合物相 XT1はイルメナイトよりも Ti含有量が高く、 Mg、

Al分を国溶する鉄チタン化合物であり、黒色領域は FeO-Alz03-SiOz系のガラス質けい酸塩であることが分

かった(図版27c、第28表)0NO.13鉄淳のマク口組織の枠で阻んだ部分にもほぼ同じ組成の結晶が観察され

た(図版28c、写真 1、第28表)。また、 NO.12鉄浮の二重枠で囲んだ内部はマグネシウムを回溶したイルメ

ナイトとガラス質けい酸塩によって、 NO.13鉄浮の二重枠で閤んだ内部はマグネシウムを悶溶したイルメナ

イト、ウルボスピネル [2(Fe，Mg)0・SiOzJ、およびマトリックスによって構成されている(図版27d、図版

28d) 0 一方、 NO.12鉄浮の健全なメタル部分はナイタール (2.5ml鶴酸と97.5mlエチルアルコール混合液)

による腐食によって、 0.2 0.3妬Cの鋼とみなすことができた。

NO.l鉄浮から摘出した試料片はイルメナイト、ウルボスピネル、ガラス質けい酸塩からなる部分とウルボ

スピネ jレ、マグネシウムを国溶した鉄かんらん石、マトリックスからなる部分とによって構成されており、

No 点、 NO.9、NO.15鉄浮には、 Mg、 Al分を国溶し、ウルボスピネルよりもすi含有量が低い鉄チタン化合

物が FeO-MgO-SiOz系化合物の中に残存している様子が認められた。また、 NO.IO鉄浮はそのほとんどがウ
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ルボスピネル、ずグネシウムを鼠溶した鉄かんらん石、ガラス質けい酸塩によってNO.17鉄淳はウスタイト、

マグネシウムを間溶した鉄かんらん石、ガラス質けい酸塩によって構成されていた(図版29、第28表)。

上述の組織観察結果は第26表の最右欄にまとめられる。

5 2 鉄淳の化学組成

第26表に鉄浮の化学組成を示す。鉄浮の T.Feはすべて25%以上にあり、 6点は40%を越える。 FeO分

についても40%を越えるものが6点も見られることを考慮すると、操作特に相当量の Fe分を含むスラグ浴

が形成されていたものと推測される。 Ti分は 2% ~18% にあり、相当にばらつく。 Ti (C‘N) や XTOが

残存する NO.8鉄淳の Ti分は5.14%であり、ウルボスピネルが残存するNO.12鉄浮の Ti分は17%代にある。

このことは、炉内反応、が不均一に進んで、いることを示すものといえる。鉄浮中の Fe20:lは11%以上あり、 40%

を越えるものも見られる。その多くに鉄淳と鉄塊が混在していたことを見てとれる。

遺構面から採取された砂鉄には 6%もの Ti分が含まれていた。遺跡東方の砂丘から採取される砂鉄から

も6.31%の Ti分が検出されており、 Siを始めとする他の脈石成分もほぼ同レベルにある。 p含有量に差が

見られる点を除けば、化学組成の近似した砂鉄とみなすことができる。一方、 NO.13鉄淳に付着する半溶解

した粘土壌の化学組成は第27表の通りである。 Si、Al分を主成分とする。分析された %もの Ti分、

2.39%もの MgO分はスラグ浴による侵食の影響によるものと忠われる。

6 古代・中世の銅製造法

古代ならびに中世における錦の製造方法にはいまだに不明な点が多く、いくつかの仮説が出されているが、

それらを整理すると目、下のごとくになる。

イ) 原料鉱石(砂鉄もしくは鉄鉱石)を還元し鉄を生産する段階

ロ) イ)で生産された鉄から目的とする鋼を製造する段階

ノサ ロ)で製造された鋼を素材とし目的とする鍛造鉄器を製作する段階

ここではとりあえずイ)を製錬、ロ)を精錬、ハ)を小鍛治とする。

1 )の製錬によって得られる鉄は炭素含有量に応じ、鋼と銑鉄の 2つに分類できる。製錬炉で得られた鉄

から極力前者の鋼部分を摘出して、含有される不純物を除去するとともに、炭素量の増減を行って目的とす

る鋼を製造する。そして、その鋼を使って製品鉄器が製作されたとする見方がある 7)。製錬炉で産接に鏑が

作り出されるという意味でこの方法は直接製鋼法と呼ばれている。さらに製錬によって得られた粗鉄を精製

し目的とする鋼に変えるという上述の操作は精錬鍛治とされている。しかし、ここでいう精錬鍛治がどのよ

うな設備を用いどのようにしてなされたかという点に関しての具体的な説明はなされていない日)。不純物の

除去と炭素量の増減という複数の操作工程があったと推測されるが、具体的な操作方法が不明である以上、

その操作の過程でどのような鉄淳が排出されたのかを論ずることは困難であるという見解も提出されている

7 j 。

イ)の製錬では銑鉄も される。銑鉄を再び溶解炉で溶解し、鋳型に注ぎ込むことによって鋳造鉄器が

得られる。また、銑鉄中の炭素を低減させる、すなわち脱炭を行うことによって鋼を造ることもできる。こ

の場合の脱炭の方法としては、半地下式竪型炉もしくは火窪炉の中にあらかじめ容易された銑鉄を挿入し銑

鉄浴を生成させた後、砂鉄、もしくは鉱石粉といった少量の鉄酸化物を使用する方法がとられていた可能性

いことが遺物の金属学的解析結果に基づき指摘されている川一12)。銑鉄を素材とし脱炭材として砂鉄も

しくは鉱石粉を用い鋼を製造するというこの方法は、銑鉄を経由して鋼が得られるという意味で間接製鋼法

と呼ばれるが、以下では現代製鋼と区別するため、“錦精錬"という を用いることにする。脱炭材に鉄
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鉱石粉が使用された場合、鉄鉱石中の Fe分は銑鉄中の もしくはcoガスにより されて Feu、さ

らに還元が進めばFeに変わって溶鉄に付け加わる。一方、砂鉄が用いられた場合には れ0-Fe203-TiOz系

の鉄チタン酸化物中の日分は還元により鉄浴に移行し、スラグ浴には還元雰囲気と炉内温度によってウル

ボスピネル (2FeO・Ti02)、イルメナイト (FeO・Ti02)、Ti-O系化合物(主として酸化チタンを主成分とす

る化合物)、 Ti (C，N) といったチタン化合物が析出することになる。実際の操作では投入された脱炭材と

炉壁材などが反応しスラグ浴が形成される。脱炭材に鉱石粉が使用された場合にはウスタイト、 FeO-

MgO-SiO 2系化合物、ガラス質けい酸塩を主成分とする鉄淳が、砂鉄の場合にはそれらにチタン化合物が加

わったものが鉄浴から分離され排出される。この脱炭・精製の工程で生ずる鉄淳を錦精錬淳という。そして、

このような方法により製造された鏑を用い、小鍛治によって目的とする鉄器が作り出されることになる。

小鍛治操作では鍛打・加熱を繰り返して白的とする鉄器への造形が行われるので、鍛打のときは加熱され

た鋼の表面に生成する酸化鉄(スケール)が剥離(これは鍛治薄片と呼ばれる)する。一方、加熱のときは

酸化鉄が半溶融状態になり、火窪炉の底部に溜まる。そこで炉壁材と反応して鉄分に富む半溶融状態の鉄浮

状物質を生成し、加熱炉の底で回化する。このようにして生成した“椀型状" (供え餅を逆さにした形)を

した鉄淳状物質が、鉄関連遺構の発掘調査では小鍛治淳として扱われている。従って、小鍛治浮は金属鉄、

錆層、ウスタイト、 (FeO) を主成分とし、他にスケールが炉材と反応した際に生成する FeO-Si02系化合物

が混在した組成をとるものと推測される。なお、この操作はしばしば鍛錬鍛治とも言われる。

上述から明らかなように、ロ)でいう精錬の中には直接製鋼法の精錬鍛治と間接製鋼法の鏑精錬という 2

つの異なった概念が存在することが分かる。精錬鍛治についてはその操作内容をより明確にする必要がある

と考えられるが、その問題についてはともかく、ここでは銑鉄を脱炭し鍋を製造するという鋼精錬とは区別

して扱うことにしたい。上述を整理すると図版32にまとめられる。

7 鉄浮の解析結果から推定される鉄関連炉の機能

泉沢中台遺跡では、 Ti (C，N) または化合物 XTO (主として酸化チタンを主成分とする化合物)と Fe

分をほとんど含まないガラス質けい酸塩からなる鉄浮が錆の中に混在する遺物 (NO.8鉄淳)が発見されて

いる。 溶融銑鉄とスラグ浴が接触した状態が炉内において存在していたことは確実である。 NO.12鉄浮には

亜共析鋼からなる鉄粒の残存も見られた。鉄関連炉周辺から 3トンにはのぼる鉄淳が出土していることを考

慮、すると、砂鉄を始発原料とする製錬によって銑鉄や鋼が混在した、炭素含有量の不均一な鉄が生産されて

いたと解釈することが可能となる。しかし、同時にいくつかの疑問も生じる。

図版33には遺構聞から検出された砂鉄中の P分と T.Fe、および分析を行った10点の鉄浮に含有される P

分と T.Feの関係を示した。砂鉄に比べ鉄浮中の T.Feが減量しているにもかかわらず、一様に P分の増量

が観察される。北沢、杢沢両遺跡から出土した鉄淳の分析結果に基づけば、泉沢中台遺跡出土10点の鉄淳の

溶融開始温度はL200
0

C以上にあったと推定される 10)。砂鉄を始発原料として製錬を行った場合、砂鉄中の

P分はれ分以上に還元され鉄浴へと移行するはずであるが、実際には逆の現象が生じており、製錬を想定

したのでは説明が困難である。遺跡周辺からまとまった砂鉄を容易に得ることはできない。遺跡の近くには

する山砂鉄を用いる場合、精製の必要があったと考えられるが、精製のための設備も未検出である。こ

のような鉄浮の組成と遺跡の立地を考癒すると、砂鉄を始発原料とする製錬の可能性は低いといえる。

それでは銑鉄や鋼が混在し炭素量が不均一で相当量の鉄浮の噛み込んだ鉄塊が供給され、それを素材とす

る精錬鍛治がなされていたと考えた場合、分析結果を説明することができるであろうか。鏑を溶解できるま

でに炉内温度が到達していたとみることは難しく、鉄塊に付着あるいは取り込まれた鉄浮を除去するために

128-
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は、加熱、鍛打操作が不可欠であったと考えられる。この場合にも破砕された鉄淳や鍛造薄片が排出される

はずであるが、そのような遺物は鉄関連炉内およびその周辺からは出土していない。銑鉄を素材とし、脱炭

材として少量の砂鉄を使用しながら鋼を製造するという、鋼精錬を想定することによって分析結果の説明が

可能となる。なお、錦精錬を想定した場合、吸熱反応である少量の鉄酸化物による脱炭反応に伴う温度低下

を抑制し、鋼精錬温度を維持するための設備あるいは操作方法が問題となる。泉沢中台遺跡においては、分

析した鉄浮はもとより、図版34にもみられる椀状浮が相当量確認されている。今後、この遺跡の組成とその

生成経路を検討することによって、その問題を解き明かすことができるものと思われる。

8 まとめ

秋田県琴丘町泉沢中台遺跡の10世紀に比定される掘立柱建物跡、板塀跡に近接して 3基の鉄関連炉は、遺

構の立地状況と遺物の組成を考慮すると鋼精錬炉である可能性の高いことが明らかになった。 他地域から銑

鉄の供給を受けて鋼製造がなされていたものと推定される。交換経済の要素を加え、遺跡の性格を検討する

必要が生じていることはもとより、これまで製錬炉として扱われてきた、同時期の米代JII流域に分布する遺

構についても、それらの機能に関する見直しが不可欠であろう。

1 )泉沢中台遺跡を発掘調査された秋田県埋蔵文化財センターの荘地 薫氏からのご教授による。

2 )岡田康弘「古代末の津軽一杢沢遺跡を例に一J 11季刊考古学』第57号、雄山間、 1996年、 p.18-25.

3 )川 t貞雄「中世初頭の越後一新潟県北沢遺跡 11季刊考古学』第57号、雄山間、 1996年、 p.26-29.

4)赤沼英男「遺物の解析結果からみた半地下式竪型炉の性格J 11季刊考古学J 第57号、雄山間、 1996年、 p.41-45.

5 )高構学「古代末の出羽一米代川流域の鉄関連遺構 J IJ季刊考古学』第57号、雄山間、 1996年、 p.26-

6 )鉄関連炉の詳細については、本報告書ページを参照されたい。

7 )大津正巳「古墳供献鉄浮からみた製鉄の開始時期J 季刊考古学第8号』雄山間出版、 1984年、 p.36-46.

8 )少なくとも精錬鍛治には脱炭、浸炭、鉄淳の絞り出しという工程が含まれていることが大津正巳氏によって指摘されている。

これら 3つの操作を同時に行うことは閤難であるから、精錬鍛治には最低 3つの操作が存在したことになる。当然、それぞ、れ

の操作に対応する 3種類の鉄淳が排出されることになるが、その点に関する検討が不十分であることが佐々木稔氏によって指

摘されているれ。

9 )佐々木稔「遺構を離れて製錬i宰と断定できるか一潤111奇遺跡出土鉄棒の場合一J11たたら研究34号』たたら研究会、 1993年、 p.43-47.

10)赤沼英男「いわゆる半地下式竪型炉の性格一杢沢・北沢両遺跡出土遺物の金属学的解析結果からJ IJたたら研究35号』たたら研

究会、 1995年、 p.11-28.

11)赤沼英男「遺物の解析結果からみた半地下式竪型炉の性格J 11季刊考古学J 第57号、雄山間、 1996年、 p.41-45.

12)赤沼英男「みちのくの地から中世の鉄をみるJ 11ふえらむ Vol.2NO.]J!社団法一人ー日本鉄鋼協会、 1997年、 p.44-51. 

試料名 十余 世1 遺 t宥
No. 1 鉄j宰 S X94RMI07 

No. 5 鉄浮 S X94最下層 1層W (B) 

NO.8 鉄j宰 S X94最下層 1層W (E) 

No. 9 鉄j宰 S X94最下層 1層W (F) 

NO.I0 鉄j宰 S X94最下層 1嵐W (G) 

NO.ll 鉄浮 S N91北 SK3層E (A) 
NO.12 鉄浮 (B) 

NO.13 鉄浮 S N52 炉壁N

NO.15 鉄浮 S K37RM1l4 

NO.17 鉄浮 S K37RM175 

NO.18 砂鉄 S X94埋土中の砂鉄

NO.19 砂鉄 遺跡東方砂丘中の砂鉄

1) No. 1， No. 5， No. 8， No.lO， No.ll， No.13， No.15， NO.17は鉄関連炉に伴うもの口

注 2)NO.13には炉壌が付着している。

分続資料…覧表
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化 成 分 (%) 

試料名

T. Fe M. Fe FeO FC203 Ti P Si Ab03 CaO MgO Na"O KJO 

No. 1 28.34 0.78 16.50 21.08 8.48 0.071 14.57 10.43 1.06 2.49 0.58 1. 58 (1， U， S) (U， Fa， M) 

NO.5 46.34 0.39 48.42 11.18 9.65 0.065 6.55 3.80 0.51 3.69 0.17 0.25 XT2， F， M 

NO.9 52.50 1.84 41. 58 26.22 8.4] 0.079 3.60 2.68 0.54 2.55 0.13 0.23 XT2， Fa， S 

NO.8 38.60 5.14 0.079 9.60 6.20 0.270 0.990 Ti (C， N)， XTo， S 

NO.10 43.27 0.11 8.41 52.29 2.90 0.052 7.12 4.40 0.12 0.85 0.20 0.42 U， Fa， S 

NO.11 33.50 17.65 0.095 11.82 6.23 0.96 2.90 U， Fa， S 

NO.12 52.50 1. 98 21.50 48.34 6.54 0.066 1.88 2.19 0.13 1.14 0.15 0.20 (XT1， 1， S) (1， S) 

NO.13 29.86 0.95 14.21 25.54 14.60 0.056 11.21 7.45 0.76 3.08 0.51 1.10 (XTJ， 1， M) (1， U， M) 

NO.15 54.01 0.38 53.16 17.67 0.60 0.069 8.62 5.27 0.34 0.59 0.17 0.40 日r， XT2， F，時

NO.17 59.19 0.33 55.50 22.48 0.34 0.095 6.41 3.93 0.26 0.37 0.10 0.53 (w， Fa， S) 

NO.18 M51. 64 く0.01 22.13 46.24 6.66 0.007 3.09 4.08 0.20 1. 38 SO.055 VO. 24 MnO. 52 Cu <0.005 

NO.19 M57.58 く0.01 27.08 52.23 6.31 0.054 1.09 3.40 0.081 1. 36 0.034 0.28 0.66 く0.005

ー

l
H
ω
c
l
i

FeOはクロム酸カリウム滴定方、 Fe:zO:lは言十算、他は 1CP-AES法による口

Iはイルメナイト (FeO・Ti02)、 Uはウルボスピネル (2FeO・TiOz)、 XToは主として酸化チタンを主成分とする化合物、 XT[はイルメナイトよりもむ含有量が高いチタ

ン化合物、 XT2はウルボスピネルよりも Ti含有量の低いチタン化合物、 Fは FeO-MgO -Si02 (2 (Fe， Mg) ・Si02と向定されたもののみ Faと記述人 Sはガラス質けい酸

Mはマトリックス。

鉄津の分析結果一覧表第26表

注 1) 

注2) 
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資料名 測定笛所 Na.)O 五っO MgO CaO SiOっ V205 TiOヮ MnO P20s FeO AbO:l 之仁』I 

No. R1-U く0.01 0.01 2.17 く0.01 0.034 1. 23 33.87 0.95 く0.01 56.68 4.25 99.2 

R1-U 0.03 0.01 2.07 く0.01 0.04 0.81 54.16 1.04 <0.01 42.32 0.30 100.8 

R寸-U く0.01 く0.01 1. 96 く0.01 0.06 1.32 33.70 1.05 <0.01 57.87 4.20 100.2 

R.，-Fa く0.01 0.02 9.98 0.18 32.74 く0.01 0.64 1.69 0.10 55.50 0.10 101.0 

R;!-S 1.65 3.91 0.49 6.52 55.05 く0.01 2.25 0..44 0.56 11. 93 16.66 99.5 

NO.5 X.) 0.03 く0.01 3.44 く0.01 0.12 0.99 30.61 0.75 く0.01 61.39 3.52 100.9 

NO.9 X， く0.01 0.01 2.20 <0.01 0.07 0.42 28.46 0.83 く0.01 62.68 3.32 98.0 

Fa 0.06 0.04 4.73 1.19 30.96 0.03 0.68 1.72 0.20 60.64 0.57 100.8 

S 1. 89 3.99 0.29 7.95 32.94 0.05 2.94 0.86 1.39 39.01 9.32 100.6 

:'110.10 む く0.01 く0.01 2.23 く0.01 0.10 1.05 35.05 0.95 <0.01 57.01 3.55 100.0 

Fa く0.01 0.01 14.08 0.08 32.65 0.04 0.19 .55 く0.01 52.30 0.03 101.0 

S 0.85 3.85 1. 86 3.73 52.05 0.05 2.66 0.66 0.16 20.52 13.49 99.9 

NO.ll U 0.02 0.02 1. 74 く0.01 0.14 0.70 34.05 1.13 く0.01 56.84 3.82 98.5 

Fa 0.02 0.21 9.43 0.25 32.03 0.02 2.08 1.81 0.06 54.01 0.55 91. 5 

NO.12 R1-1 0.03 0.15 4.29 0.06 1.18 1.48 52.97 1. 66 く0.01 35.96 1. 06 98.9 

R.，-1 0.02 0.03 3.44 <0.01 0.01 1.43 5Ll.25 1. 41 くO.OJ 39.21 0.43 100.3 

NO.13 R1-1 1.13 4.43 1.00 0.68 47.18 0.55 18.66 0.45 0.03 15.09 13.22 102.4 

R.，-1 く0.01 0.05 1.43 0.04 0.21 0.81 51.82 1.38 く0.01 42.16 0.32 98.2 

R.，-U 0.01 0.03 2.13 く0.01 0.09 0.87 33.87 1.09 く0.01 57.29 3.74 99.1 

NO.17 Fa 0.01 0.02 1. 82 0.20 30.89 0.03 0.07 0.10 く0.01 67.30 0.15 100.6 

鉄j宰中に見出された鉱物の豆PMAによる定量分析結果一覧表第27衰



自然骨今骨折第5.
K:，O 1'1"，0 1'i Mf(() Cao AI;O. Sio， f'e必，FeO M ドeT. P. 

2.62 0.81 7.5 2 .~ 0.53 14.23 47.34 13.74 6.89 0.73 15.70 
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第

本遺跡で検出した85遺構のうち、近世に属すると考えられる溝跡 8条を除き、他は出土遺物等から古代の

遺構と考えられる。これらのうち主要な遺構については、重複関係、遺構の類似性、長軸方向の類似性、埋

土の状況、遺構間の距離等から次の 7期の変遷が想定される。

A期

東西両面府イ寸きの SB78が中心的建物で、府の付かない SB32、SB67の各建物が伴う。建物の長軸方向

は北から約 7度西に振れる。 SA123柱列が建物跡の一部とすればこの時期であろう。

B 1賂

S A125・89・65・54.45板塀によって推定東西約65-72m、南北約50-60mの長方形に屈まれた範囲内に、

中心的な建物として東面崩付の SB55、それに付属する建物として痛のない SB77とSB 105の計 3棟が配

置される。建物の長軸方向は、 SB77では西辺を区画する SA89と並行に、 SB55・105では東辺を区画す

るSA45と並行に設定され、北から 4-10度東に振れている。

B 2期

B 1期の板塀のうち北辺を同じ場所で SA124に建て替え、西辺は位置を約 9m東に移動して新たに SA90 

を設置する。区画は推定東西約56-63m、南北約51-60mの正方形に近い形になり、 B1期と比べて面積は

縮小する。区画内の建物群のうち中心的建物である SB55は変わらないが、地の 2棟は SB79とSB106に

建て替えられる。 SB79は、西辺の板塀が約 9m東に移動したのに伴い、 SB77より約12m南東に建てられ

る。この 2棟は長軸方向がほぼ北を向く。

C期

板塀の位置と方向がB期から大きく変わる。調査区内で検出したのはこの板塀区画の一部で、西辺の SA

42と南辺の SA63である。区画の南東隅の推定位置は、 B2期より約21m東に移り、南北方向は約 9度西に、

東西方向は約 9度北にずれる。明らかにこの区部に伴う建物跡は不明である。

D期

製鉄が行なわれる。 SN91・126・98製鉄遺構を連続して操業し、 SX33鉄浮拾場が形成される。粘土採

掘坑として SK16寸 01や、廃棄土坑として SKI03 . 58が製鉄遺構の周辺に構築される。

E湖

北面と東面に廊が付く SB60がSA62柱列を伴って建てられる。長軸方面は北から14度西に振れる。長軸

方向や柱穴の類似する SB64・75もこの時期であろう。

F期

埋土中に火山灰を含む遺構である SN15 . S K96が構築される。

以上の 7期のうち、 C期の板塀区画と D期の製鉄関連遺構群は、同時期に存在した可能性もある。その他

の遺構では、 SB34・56は柱穴配置がSB55に類似することと長軸方向の共通性から、また SB100の長軸

方向は SA45と並行することからいずれも B1期またはB2期に帰属すると考えられる。 SB1l4はA期ま

たは B1期、 SB47はC.D.E期のいずれかであろう。 SE102井戸跡は、 B1期 .B2期の SA45板塀

跡と近接しすぎる位置であることから A期またはC期である。

実年代は、 F期の下限年代が埋土中の火山灰から10世紀前葉と推定される。 A期-E期は、およそ 9世紀

中葉以蜂10世紀前葉までの時期と考えられる。
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報 正E二
口 書抄 録

ふ り がな いずみさわなかのだいいせき

三E註ヨ 名 泉沢中台遺跡

高リ 三Eヨ，，_ 名 県営ほ場整備事業(琴丘地区)に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

持~ 次 N 

シリーズ名 秋田県文化財調査報告書

シリーズ番 第276集

編著者名 谷地

編集機関 秋田県埋蔵文化財センター

所 地 〒014-0802秋田県仙北郡仙北町払田字牛嶋20番地 TEL 0187 69 -3331 

発行機関 秋田県教育委員会

所 在 地 千010-8580秋田市山王匹rJ日1香2 TEL 0188-60… 3193 

発行年月日 西暦 1998年 3月

ふりがな ふりがな コード 北京章 東経 調査面積

所収遺跡名 所 在
o 11 ， " 

調査期間 調査原因
地 市町村 遺跡番号 n了

L泉、ずみ沢さわな中かの台だい

秋田県山本郡
53341 40度 140度 19940801 ~ 400 ほ場整備(県

4分 5分 19940812 8，500 営ほ場整備事

琴丘町鹿渡字 20秒 8秒 19950420~ 業琴丘地区)
L 泉hすぷみ沢さわな中かの台だい

19951102 に伴う事前調

査

所収遺跡名 種別 主な時代 な遺構 な 3、塁王包 物 特記 項

泉沢中台 集落跡 平安時代 掘立柱建物跡16棟 土師器(杯、高台{寸;午、室、 平安時代の掘立柱

製鉄遺跡 板塀跡 9条 鍋)
建物で構成される
集落跡。間仕切り

柱列 15条 須恵器(杯、皿、 斐) や府のある建物跡

井戸跡 フイゴの羽口
が計 8棟。その中
には主殿と考えら

土坑 31基 鉄j宰 る大規模なものも
2棟含まれる。

焼土遺構 11基 鉄塊系遺物 掘立柱建物跡を

製鉄遺構 4 (大コンテナで221箱)
囲んで東西、南北
には、板状柱と板

鉄j宰捨場 1筒所 材を立てた板塀跡
カfめぐる。

岨幽幽幽僧骨合勘合企画e・ーーーー.値幽岨岨 ーーー・ h 曲 世 幽 幽 幽 岨 ・ ・ . 幽 ・ - - 帽 帽 膚 踊岨岨骨幽曲世世世幽ーー・ーーーーー』曲』ー司・ ー四-------骨骨ー---胃 司-----弔問-------押--帽甲骨骨帽骨骨骨骨朝間帯情柳欄帽骨司明桐情骨静骨骨蝉幽帽 製鉄炉のうち 3
近世 溝跡 8条 政器 基は重複または|舜

ー----------明---骨 帽 桐 明 朝 帽 明 骨 骨 骨 骨 骨 骨 - - 明 亭 司 亭 曹 司 圃 伊明押桐明朝明朝帽帽帽帽帯噂----帽帽帽帽 桐惜働+骨齢制岨岨骨骨骨亭欄骨 骨骨骨骨欄輔銅 d・幽幽骨岨情幽帽.白骨噌----幽曲岨幽世幽ーー---幽岨幽幽曲ーーー唱曲白ーーーー

接し、 3基分の鉄
縄文時代 縄文土器 は約 4ト

石器(石倣、不定形石器、 ン。 流動j宰が多い。
その他に椀;1犬j宰が

擦石) する焼土遺構

や、鉄浮がつまっ
た土坑もある。
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